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プロローグ　─剣聖の最期─




　絶体絶命──まさに絶体絶命だった。

　目は霞かすみ、体中を切り刻まれ、大量の血が流れ落ち、その悪お寒かんで身体からだが震える。

　特にさっきの一撃は致命的だった。間違いなく内臓のいくつかを潰つぶされているだろう。吐き気は治まらず、脂あぶら汗あせが止まらない。

　刀を持つ両の腕には力が入らず、両足も何とか踏ん張り身体を支えるだけで精一杯。

　何度も地面を転がったせいで全身ホコリまみれだし、髪の毛もきっとボサボサだろう。口の中もジャリジャリだ。

　最低の状況。最悪の展開。もう戦えるような身体でないのは自分が一番よくわかっている。ここは撤てつ退たいするのが正解だ。

（──けど、退くわけにはいかないのよね）

　ここで逃げ出すなんてことは絶対に出来ない。

　だって、ここで自分が敗走すれば、その先に待っているのは彼の無む謀ぼうな選択だから。

　その選択だけは絶対にさせてはいけない。

　それをすれば、彼は多分──いや、確実に命を落とすことになるだろうから。

　であれば、やっぱり私は絶対に退くことは出来ないのだ。たとえ、私のこの選択が無む謀ぼうだとしても。

　たとえ、私の命が賭かかっているとしても。

「はぁ……」

　小さく、ため息が溢あふれる。

　他人に無謀なことをさせない為ために自分が無謀なことをする。そして、その無謀なことをした結果、事態が好転するとは限らないのだ。

　冷静な判断力と、正しいと思ったことを即座に実行する行動力。その能力に関しては自分でも自信があったし、他人からも評価されていた──、

（──はずなんだけどなあ）

　けど、私のこの判断はめちゃくちゃだし、正しくないと思っていることを実行しようとする行動力なんて、無駄以外の何物でもない。

（……まったく、ほんと厄やつ介かいよね）

　自分の胸に手を当てて、もう一度ため息を吐つく。

「この恋心ってやつは」

　呟つぶやいて、そして顔が熱くなる。

（本当に、どうしてこうなっちゃったかな。愛だ恋だにうつつを抜かすタイプじゃないと思ってたんだけどな。自分の変化にびっくりだ）

　そして、そんな変化が嫌じゃないのが、そんな自分が結構好きなのが、またなんとも言えない気分にさせる。

「さてと」

　限界ギリギリの身体からだにムチを打って、ピンと背筋を伸ばす。覚悟を決める。

　ここから先はシリアスな展開だ。それも自分の命を賭けた、やり直しの利かない、そんな選択。

　やっぱり少し、というか、かなり怖い。

　けど、この命は一度救われた命だ。

　隣となりに立つ彼──一いち護ごくんに視線を向ける。

　あの時、アスラと対たい峙じしボロボロになっていた時、一護くんが助けに来てくれなければ私の命は間違いなく散っていただろう。それに、

（一度じゃなくて、二度か）

　一護くんのさらに隣に立つ少女──牧まき野のヶが池いけさんの姿も視界に捉とらえる。

　ある意味、彼女にも一度命を救われているのだ。

　だから、ここはやっぱり私が道を切り開かないといけない！

　この窮きゆう地ちからふたりを無事に救いだすためにも。

　可能性はゼロではない。無駄死にをするつもりなんてさらさら無い。

　むしろ、一いち護ごくんの奥の手を使わない限り、コイツを倒せる可能性が一番高いのは私だ。

　奥の手を持っているのは、なにも一護くんだけではない。

　かつては剣けん豪ごう将軍と呼ばれる男の愛刀であり、天下五剣の中でも最も美しいと評される名刀『三み日か月づき宗むね近ちか』を構え、私は剣技スキルを発動させる。

「最終奥義、一之太刀っ！」

　その瞬間、私の身体からだは桜色のオーラに包まれた。

　一気に身体が軽くなる。と同時に、集中力が極限まで研ぎ澄まされていくのを感じていた。視線はただ一点、敵だけを見据える。そして、

「はぁぁぁぁぁ！！！！！！！！！」

　すべてを振り切るように気合いを入れて、私は地面を蹴けった。

　一度発動してしまえば、自身の生命力や肉体的な限界などを無視して、相手を討ち取るか己の命が尽きるまでひたすらに斬ざん撃げきを繰り返す、私の最終奥義『一之太刀』。

　この刀に込められたかつての剣豪たちの技量が、想おもいが、怨おん念ねんが力となって私の身体を限界以上に動かす。

　迫り来る無数の敵の攻撃を弾はじき、切り裂きながら距離を詰めていく。

「せいっ！」

　そして、叩たたきつけるように振るう剣けん戟げき。

　決して自分の筋力だけでは出せない、重厚な一撃は敵の持つ杖つえを大きく弾いた。

　いける、と、少しだけ希望が湧わいた。

「たぁっ！！！！！！」

　続けざまに振るう斬撃。さらに大きく敵の体勢を揺るがせる。

「もっと速く！　もっと強く！　もっと速く！　もっと強く！」

　ただこの窮地を脱するために、すべての力をここに注ぎ込む。

　そして、もう一度、絶対に再会するんだ！

　一護くんの笑顔に、大好きな笑顔に、再会するんだ！　清すが々すがしい太陽の下で、もう一度、絶対に！

「これで最期よ！　喰くらえ──────────！！！！！！！！！」

　そんな想いと共に、渾こん身しんの一太刀を敵に浴びせかけようと三日月宗近を振り下ろす。

　振り下ろした刃は、敵が頭上で受け止めようとした杖を真っ二つに切り裂いて、

　会心の一撃を浴びせかけるまでのその距離──あと僅わずかに数センチ。

　──だけど、私の両の手に肉を断ち切る感触が伝わることはなく、

　──私の願いは叶かなうことはなく、

「え？」

　胸元を貫く鋭く焼けつくような熱さと、後方に大きく弾はじき飛ばされる衝撃と、

「先せん輩ぱい────！！！！！！！！！！！！！！！」

　彼の悲痛な叫び声と泣きそうな顔。

　──それが、私の生涯最後の記憶となった。







１章　─デイドリーム─




　何とか淡あわ雪ゆきを犠ぎ牲せいにせずに済んだ東京聖塔トウキヨウジグラート三十一階の攻略から二ヶ月。

　季節は春から夏へと移り変わり、半はん袖そでのＹシャツでも汗が滲にじみ出すような陽気の中、一いち護ごは葉は桜ざくらと共に屋上にいた。

　時間は昼休み。

　ということで、一護と葉桜の手には当然お弁当箱が持たれていた。サイズ違いの、同じデザインのお弁当箱だ。

　中身ももちろんお揃そろい、葉桜の手作りである。

　学校のアイドルと言っても過言ではない葉桜の手作り弁当を屋上で一緒に食べる。

　それは、一護の通う私立律りつ教きよう学がく園えんの全男子生徒の憧あこがれのシチュエーションであると言えるだろう。

「どう？　今日のお弁当の出来は？　この肉ジャガなんか我ながら会心の出来だと思うんだけど」

　そう言いつつ、葉は桜ざくらがぱくり、と程よく醤しよう油ゆの色味がついたジャガイモを頬ほお張ばる。

「ん～、味が染みてて美お味いし～」

　そして、目をキラキラさせながら一いち護ごにもう一度訊きいた。

「ね？　どう？　美味しい？」

「もちろん美味しいです」

「えへへ、よかった」

　葉桜が左手を胸のあたりに当てて、少し安心したような様子で満面の笑みを浮かべる。

　タダでさえ葉桜と一緒にお弁当を食べるという最高のシチュエーションなのに、そんな仕草と表情をされてしまったら、一護はもう完全にお手上げだ。

　自分で顔がカーっと熱くなるのを感じていた。ついでに言えば心臓の鼓こ動どうも激しすぎる。

　それがバレると葉桜に色々とからかわれるので、一護は視線を空へと移しながら、話題を変えた。

「そういえば、最近はほとんど進展しないですね、塔の攻略」

　やや停滞していた三十一階の攻略の後、一護は再び『梁りよう山ざん泊ぱく』や『スーパーノヴァ』などの大規模攻略ギルドによる怒ど涛とうの攻略を期待していた。

　けど、三十二階以降はさすがに難易度も上がっていて、大規模なギルドの力を以もってしても簡単には攻略が進まなかったのだ。

「これでも十分に順調だとは思うけど。今、三十八階でしょ？　二ヶ月で六階も攻略が進んでるんだったら決して悪いペースじゃないわよ」

　まあ、これも葉桜の言うとおりなんだろう。

　けど、一護の気持ちの中には焦りが生じてしまう。季節が進めば進むほどに。

「ちなみに私たちのパーティーの方針は暫しばらく変えるつもりはないわよ？　塔の攻略は大きなギルドに任せて、私たちは地道にレベルと経験をあげていく。それが最優先」

「はい、わかってます」

　一護が頷うなずくと、葉桜も一護に頷き返した。

「うん、わかっていればよろしい。それよりも、私としては塔の攻略よりも停滞している別の案件の方が気になるんだけど？」

　ネコっぽい葉桜の大きな瞳ひとみが強い光を宿す。

「別の案件、ですか？」

「うん。私と一護くんにとって、とっても大切な案件」

　葉桜の口端がにやり、とイタズラっぽい形を作って、その瞬間、一護の背筋が自然と伸びた。そして、つーっと冷たい汗が背中を伝っていく。

（こ、これは良くない流れだっ！　この後、先せん輩ぱいにきっと色々と問い詰められる！）

　今までの経験からそれがわかっている一護だけど、逃げ出す為ための手段はどこにも無かった。

「あ、ひとり忘れてた。私と一いち護ごくんと、牧まき野のヶが池いけさんにとって、とても大切な案件、ね」

　牧野ヶ池淡あわ雪ゆき。

　一護のクラスメイトで、ある意味幼なじみ的な存在。

　そして今は塔の攻略を手伝ってくれている葉は桜ざくらに負けず劣らずの美少女だ。

「私たちの告白に対する返事は、いつくらいに貰もらえるのかしら？」

　そう、一護は葉桜と淡雪という律りつ教きよう学がく園えんが誇る二大美少女から同時に告白され、そしてその返事を保留しているという、天国と地獄がごちゃ混ぜになったような状況にいるのだ。

「もう二ヶ月ほどの間、放置されていると思うんだけど？　そのことに関して一護くんはどんな風に思っているのかしら？」

　表面的には一護をからかうような雰ふん囲い気きを漂わせながらも、葉桜の目には真剣な光が浮かんでいる。

「そ、それはですね……」

「なに？」

「え、ええと」

　いたずらに思考が空転する。正直に言って一護は葉桜に好意を持っている。

　当然だ。なんせ葉桜は学校一の美少女で、文ぶん武ぶ両りよう道どうで、真面目まじめな性格だけどイタズラっぽいところもあって、義理堅くて、恩もたくさんある。

　好きにならないはずがなかった。そんな女の子が自分のことを好きだと言ってくれているのだ。

　これ以上、幸せなことはないし、自分には勿もつ体たいないような話だと思っているくらいだ。けど、やっぱり簡単には決断は下せないのだ。

　葉桜を選ぶということは、必然的に淡雪を傷つけるということで。それに、

「ほ、ほら、決断するにしても、その、そもそも俺おれと先せん輩ぱいがきちんと話すようになってからも二ヶ月くらいしか経たっていないわけでして」

「ふ～ん、そっか」

　葉桜の顔がぐぐっと一護に近づいた。

　シャンプーの匂においなのか、ふわっと柑かん橘きつ系けいの爽さわやかな香りが一護の鼻び孔こうをくすぐって、トクっと心臓が跳ねた。

「つまり、一護くんは判断するにはまだまだ時間が足りないと、そうおっしゃるわけですね？」

「それはまあ、簡単に決められることじゃないですし、それに先輩みたいな綺き麗れいな人にいきなり好きって言われても、果たしてそれが本当のモノなのかなって思っちゃう部分もありますし」

「なるほど。一いち護ごくんは人が人を本当に好きになるのには時間が必要だと思っている派ってことね」

「思ってる派っていうか、正直よくわからないんですけどね」

　今まで恋愛なんてしたことがなかったから、と一護は心の中で続けた。

「そっか。ちなみに私は必要ないって思っている派。っていうか必要ないわね」

　葉は桜ざくらは自信満々に胸を張った後、

「ソースは私！　どう？　なかなかに説得力あるでしょ？」

　そう言ってにっこりと笑う。

「ソースは私って」

「本当のことだもん。人が人を好きになるのに時間なんて関係ないって。だって、この私の気持ちは本物だし、毎日毎日どんどん大きくなっていくから」

　少し照れながらそう言う葉桜に、一護の心臓がさらに大きく跳ねる。

　──そんな顔して、本当のことだもん、とかズルすぎますって！

　心の中で思い切りツッコんでしまうくらいに葉桜の反応は反則だった。

「で、でもそれって気の迷いっていうか、状況に流されてるだけ、みたいなことないですか？　ほら、出会いも含めて俺おれと先せん輩ぱいって色々と特殊な状況なわけですし」

「特殊？　塔の中での出会いが？」

「はい。塔の中で出会って、それで一緒に命懸けの冒険をして」

「ああ、なるほどね」

　葉桜は合点がいったというような表情を浮かべた。

「吊つり橋ばし理論的な心理状態になっているんじゃないかって一護くんは言いたいわけね？」

「ええ。そういうのもあるんじゃないかなって」

「まあ、まったくないって言ったら嘘うそになるでしょうね。一緒に冒険をして、命を賭かけるような絶体絶命のピンチを共に切り抜けてきた。その経験があるからこその今の私たちの関係なわけだし。そもそも、私が一護くんに心惹ひかれたのは一護くんが私のことを救ってくれた事がキッカケだしね」

　少し懐かしむような表情で葉桜はそう言った。

　平和な現代の日常生活の中では体験のできない、本当に命懸けの冒険。それを一緒にしてきた事はふたりにとって確かにすごく大きなものだろう。

「あと、他にもその……俺、先輩にはいきなり全部見せちゃってたりするわけで、そこが何か先輩の心理的な部分に影響を与えちゃってるみたいな気もしていて。吊り橋効果プラスこの場合、釣つり鐘がね効果っていうか」

「釣り鐘効果？」

「ほら、形状的に釣り鐘っぽいじゃないですか？　男のチン──」

「って、私の純愛をシモネタにするなー！！！！！！！！！」

　パチン、と葉は桜ざくらが一いち護ごの頭を叩たたく。

「で、でも、まったく関係ないってことはないですよね！　俺おれの裸を見ることによって先せん輩ぱいが興こう奮ふんしてしまった結果、その興奮が恋愛感情とごちゃ混ぜになってるみたいな！」

「なんで私が一護くんの裸を見て興奮していることが前提になってるのよ！」

「え？　してないんですか？」

「な、なんで素で驚いたような反応なのよー！」

「いや、その、見られちゃってる側としては、そこでまるで興奮されてないとなると多少は傷つくかな、なんて。俺にまるで魅み力りよくがないみたいな。むしろ、変なものを見せつけられて迷惑みたいな感じなのかなって」

　そう言いながらしょんぼりと肩を落とす一護に、葉桜は慌ててぶるんぶるんと頭を振る。

「そ、そういうわけじゃないわよ！　別に一護くんに魅力がないとかそういうんじゃなくて、それと私が裸を見て興奮するかどうかはまったくの別物なわけで──」

「…………」

「わ、わかりました！　正直に言います！　私は興奮してました！　一護くんが裸になって全部を私に見せつけるたびにめちゃくちゃ興奮してました。頑がん張ばって視線を逸そらそうとしてもどうしても気になってチラチラと見ちゃってたし、見てる内に頭がポーってなって、顔が熱くなって、下腹部のあたりがくすぐったいようなモヤモヤした感じになって、それでお家に帰ってからベッドに入って一いち護ごくんの裸を思い出しながらひとりで──って何を言わせるのよー！」













　全力で振り下ろされた葉は桜ざくらの平手が一護の頬ほおにヒットして、

「あがっ！」

　──パチン、と乾いた音を響かせた。

「せ、先せん輩ぱい、酷ひどいです……」

「ひ、酷いのは一護くんの方よ。まったく、純血乙女になんてこと言わせるのよっ」

　葉桜は頬を真っ赤にしてぷいっと顔をそむけた。

　叩たたかれた頬は痛いけど、そんな仕草がまた可愛かわいいと思ってしまう。そして、葉桜が自分の裸で興こう奮ふんしていたことがちょっと嬉うれしい一護だった。

「と、とにかく、色んな要因があるのは認めるけど、人が人を好きになるっていうのはそういう事でしょ？　キッカケはどうであれ、私が一護くんのことを本気で好きっていう気持ちは嘘うそや勘違いじゃない」

　葉桜はじっと一護を見つめた。

「そして、一護くんが私のことを好きっていう気持ちも嘘や勘違いじゃない。そうでしょ？」

　イタズラっぽく笑いながらそう言う葉桜に、今度は一護の顔が赤くなる番だった。

「そ、それは──」

「それとも、一護くんは私のことが好きじゃないって言うの？」

　小さく首を傾かしげる葉桜の表情が残念そうに曇る。

　お芝居だってわかっていても、葉桜にそんな表情をされると一護の胸は痛くなるわけで、

「そ、そんなことないです。俺おれは、先輩のこと好きです。その、未いまだに選べない俺が言っても説得力ないかもしれないですけど、先輩のことはちゃんと好きです」

「うん♪」

　葉桜が満面の笑みを浮かべる。

「やっと言ってくれた。私のこと、好きって。えへへ」

　幸せそうに呟つぶやく葉桜を見て、一護はクラクラした。

　──正直可愛すぎる！　反則すぎる！

　葉桜のような女の子にそんなリアクションをされたら、誰だって好きになってしまう。

　そう断言できてしまうほどの破壊力だった。

「じゃあ、その勢いで決断もしちゃいましょう。牧まき野のヶが池いけさんじゃなくて、私と付き合うって」

「ええ！　いや、それはまだ──」

「大丈夫、大丈夫。牧野ヶ池さん、ああ見えてかなりたくましいタイプだから。人生経験も豊富そうだし、一いち護ごくんにフラレても落ち込むのは一瞬だけで、きっとすぐに立ち直って新しい恋を見つけるわ」

「勝手なことを言わないで欲しい」

「きゃっ！」「おわっ！」

　突然、背後から第三者の声が聞こえてきて、一護と葉は桜ざくらは同時に声をあげた。

「というか、人を勝手にたくましいタイプにしないで」

　一護たちの前に回りこんできたのは淡あわ雪ゆきだった。

　白金色の髪が陽ひの光を浴びて、きらきらと輝く。

　陶とう器きのようなきめ細かく白い肌と、宝石を思わせる赤くて大きな瞳ひとみ。

　完かん璧ぺきな比率のもとに配置されたと言っても良いくらいに整った顔立ちに、やっぱりびっくりするくらいに美少女だなと、一護は思った。

　それを感じ取ったのか、隣となりで葉桜がぷくっと頬ほおを膨らませる。

「まったくこのタイミングで出てくるとか、もしかしてずっと監視してたわけ？」

「もちろん。監視するのは禁止されていないから」

「はあ、相変わらず暇人ね」

「暇人じゃない。一護くんに関連する行動の優先順位が私にとって一番高いだけ」

　ふたりの声音は淡々と抑えられているけど、交じり合う視線のちょうど中間地点でバチバチと火花が散っているような、そんな緊張感に一護は無意識に正座をしていた。

「じゃあ言い換えるわ、相変わらずストーカーね」

「違う。私はストーカーなんかじゃない。人聞きの悪い事を言わないで。私の愛はただ人よりもちょっとだけ強くて純粋で我慢強いだけ。たとえ一護くんが私を見てくれてなくても私は一護くんを見ているだけで満足だし、一緒にお出かけしなくても後ろから付いて行って遠くから見守っているだけでデートしてる気分になれるし、一護くんがいつか私を振り返ってくれるまで、ずっと待つことも出来る。つまり純愛ってこと」

「それをヒトはストーカーって呼ぶのよ！」

「他の人の場合はそうかもしれない。けど私は大丈夫。ストーカーじゃないから！」

　淡雪が清すが々すがしい表情でそう言い切って、葉桜が大きくため息をつく。

「はぁ……こうなったら、やっぱり私がこのストーカー女から一護くんを守ってあげるしかないわね」

「だからストーカーじゃない。それに一護くんを守るのは私の役割。勝手なこと言わないで」

　バチバチと散り続ける視線の火花と、膨らみ続ける一護に対するプレッシャー。

　──は、はやくチャイムが鳴ってくれないかな。

　心の中でそんなことを願う一護だった。
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「体調の方はどうですか？」

　放課後──東京聖塔トウキヨウジグラートへとやってきた一いち護ごは塔に入るなりアトロポスから心配そうな声を掛けられた。

「うん、大丈夫だよ。最近はあまり無む茶ちやなことはしてないから」

「それなら良かったです」

　これが、ここ最近の定番のやり取りになっていた。

　けど、それでもアトロポスはまだ一護のことを心配そうに見ながら続けた。

「何度でも言いますけど、高こう速そく剣けんの真名解放は今後絶対に使っちゃダメですからね。あれの負荷は一護さんの身体からだに耐えられるものではないですから。それと普通の高速剣の使用も出来るだけ控えること。いいですね？」

「わかってますって。先せん輩ぱいと淡あわ雪ゆきも協力してくれてますし、これでも最近は俺おれの剣の腕前も上がってきたんだから。二十階台の敵だったら先輩の手助けはなし、俺と淡雪だけでもかなり安定して倒せるようになったし。アトロさんは心配しすぎですよ」

　三十一階のボスの撃破によって一護のレベルは49にまで上昇している。

　神器適合者レジエンダリーマスターである『混世魔王』や『星砕』がやはりレベルでも抜けてはいるが、そのふたりを除けば一護のレベルは、もはや塔内のトップランクだ。

　極端に低い基礎能力値はレベルアップ時に取得したタイカを使って上昇させ、筋力、生命力ともに40台に乗せることが出来た。最初の時の筋力25、生命力32に比べれば大きな成長だ。その結果、一護の剣の腕前──戦闘のスキルは確かに上達していた。

　さらに魔法でサポートしてくれる淡雪の加入によりパーティーの戦い方は近接一辺倒から幅広い戦略が取れるように変化し、高速剣に頼らずとも、ある程度の敵であれば十分に渡り合えるだけの力を得ているのだ。

「それでも一護さんはすぐに無理──というか無茶をするから心配なんですよ。大丈夫です、無理はしませんって言った直後に全身ボロボロになって戻ってきたりするし」

　そう言われると、今までに良くない意味での実績がありまくる一護は何も言い返せない。

「ええと、物語の上では自己犠ぎ牲せいというものはいつだって美談です。美しくて、尊くて、感動的なクライマックスを演出する素晴らしい手段のように描かれます。確かに自己犠牲は尊く、その結果、救われる人がいるのも事実かもしれません」

　アトロポスはいつもよりも低い、真剣な声で言葉を続ける。

「けど、誰かの犠ぎ牲せいの上に成り立った救いが、必ずしも幸せな結末を招くことになるとは限りません。むしろ、救いそのものが悲劇になりうることだってあるのです。その関係性が親密であればあるほど、救われた方の人間は──キツい言い方をすれば強制的に命を背負わされた側の人間は辛つらい思いをするのです。だって自分の命を犠牲にしてまで救いたいと思うほどの関係性なんですよ。その想おもいが一方通行なわけはありませんから」

　そしてアトロポスは少し逡しゆん巡じゆんした後、一いち護ごの目を見据えた。

　その顔には様々な感情が浮かんでいて、アトロポスがどんな気持ちで言葉を綴つづっているのか、一護にはわからなかった。

　ただ、その真剣さだけはひしひしと伝わってきていた。

「一護さんが何を望んで塔の攻略に挑んでいるのか、それを私は聞きません。けど、これだけは覚えておいてくださいね。決して自分を犠牲にしてまで誰かの為ために願いを叶かなえようとはしないでください。敢あえて言います。そんなのは一護さんの自己満足と逃避に過ぎませんから。もし、そんなことをして誰かを救ったとしても、救われた誰かはきっと傷つき、落ち込み、そして自分を責めると思います。その辛さは、今、一護さんが抱えているもの以上になるはずです」

　その言葉に、一護はきゅっと唇を噛かみ締める。

　それは事実なのだ。ずっと気づいていながら、無視をしていたことでもある。

　一いち衣えを救った結果、もし自分がボロボロになってしまっていたら、一衣はきっと悲しむだろうと。

　そして、自分のことを責めてしまうだろうと、それはわかっていた。

（……けど）

　一護がぎゅっと拳こぶしを握りしめる。

　それでも、どんなことをしてでも一衣を救いたいという気持ちは消えない。その想いだけはブレない。

「だから、大丈夫ですって。もう無む茶ちやなことはしません。みんながハッピーになるために、俺おれは塔の攻略を目指してるんですから！」

　そう答える一護の顔をアトロポスはじっと見つめた後、小さく肩をすくめるようにして息を吐いて、

「なら、その言葉を信じます。今日も絶対に無事に帰ってきてくださいね」

　最後は笑顔で一護を冒険の世界へと送り出した。
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「三十八階の新情報、何か入ってる？」

「いくつか入ってるけど、お代はちゃんといただくよー？」

「それじゃあ手付けってことで、バーテンさん、クロネコにイチゴ牛乳を」

「おおう、さすが気が利くねー剣聖さんは。じゃあ気分よく色々喋しやべっちゃうよー」

　東京聖塔トウキヨウジグラート一階、塔覇士ハンターの街にある酒場で一いち護ごと葉は桜ざくら、淡あわ雪ゆきの三人はクロネコから情報収集をしていた。

　学生である一護たちは必然的に冒険に費やせる時間は限られてしまうので、一護たちが塔内にいない間にどんなことが起きていたのか、それを仕入れるには情報屋であるクロネコに聞くのが一番早いのだ。もちろん信頼性も抜群である。

「まず、ボスの攻略状況は？」

「今のところ大きな進展は無しだねー。入ってくる情報をまとめて、色々と考察しているところ」

　そう言いながらクロネコはＡ４サイズの紙をテーブルの上に広げた。

　そこにはかなり綺き麗れいなイラストと、細かい文字がたくさん書き込まれている。

　クロネコの作る攻略本の下書きといったところだろう。

「復習ってことで、すでに知っているであろう情報もまとめて説明するね。まず攻略中のボスの名前はレギオン。その名前の通り複数の悪あく霊りようの集合体だよ。形状はそうだなー、天井から吊つり下がったスズメバチの巣、みたいなものだね。前に実際の映像を見せてもらったけど、正直かなりグロかったよー」

「グロい？」

「うん。このイラストを見て欲しいんだけど、表面にデコボコした模様がいっぱい浮かんでいるでしょ？　これ、模様じゃなくて全部悪霊なの。それも人型の。ゾンビって言えば一番伝わりやすいかな。つまり、一見大きな巣に見えるこの球体、実は大量のゾンビが絡まり合って出来ているものなんだ。想像しただけでグロいでしょ？」

　うへえ、という表情を浮かべながらクロネコはそう説明した。

　その説明を訊きいた葉桜と淡雪も同じような表情を浮かべている。

　複数のゾンビが絡まり合い、巨大な球体を作り出している。確かに想像しただけで近づきたくないと思ってしまうくらいのインパクトだ。

「この球体の中央に直径二メートルほどの心臓のようなものがあって──それをボクたちはコアって呼んでいるんだけど、そのコアを守るようにしてゾンビたちがしがみついているって感じかな。その数はざっと五百体以上」

「その五百体のゾンビを排除して中央のコアを叩たたけば倒せるってこと？」

「さすが祇ぎ王おう寺じさん、理解が早いね。今まで集まった情報から推測するに、それがレギオンの唯一の攻略方法だとボクは断定するよ」

　頭の上に付けた猫耳のカチューシャをピクピクさせながらクロネコが自信満々に言う。

「クロネコが断定するまで言うってことは、それで確定でしょうね。で、倒し方がわかっているのに倒せてないってことは、そのゾンビがものすごく強いとか？」

「強さで言えば大したことないと思うよ。アンデット系だけあって通常武器に対しての耐性はなかなかのものだけど、倒せないわけではない。それに炎や神聖系の魔法には弱いし」

「じゃあ攻撃が強烈とか？」

「それも基本的には大したことない方と言えるんじゃないかにゃ～。球体から剥はがれ落ちて地面を行き来するゾンビたちの通常攻撃と、時折球体自体から発せられる光線魔法以外の攻撃は今のところ行われていないみたいだし」

「球体に近づくのは容易なの？」

「このフロアにまで到達できた塔覇士ハンターであれば難しいことではないって感じかな。飛ひ燕えんとかと違って、ゾンビに攻撃を当てること自体は意外と簡単にできるみたいだよ」

　クロネコの話を総括すると、敵の攻撃はそれほど激しくなく、近づくことも比較的容易であり、さらに倒せないほどにゾンビの耐久性が高いわけではない。

「ならなんで倒せないの？　梁りよう山ざん泊ぱくやスーパーノヴァも攻略にあたってるんでしょ？」

　みんなを代表して当然の疑問を葉は桜ざくらがすると、クロネコはその質問を待ってましたとばかりに猫耳をピンと立てた。

「レギオンの強みはやっぱりその名の通り数。圧倒的な数の前にどのギルドも今のところ為なす術すべなしって感じみたい」

「でも、スーパーノヴァの魔法使いなら炎系の強力な範囲攻撃魔法使えるでしょ？」

「もちろん、それも試したみたいだよ。そしてコアにまとわり付くゾンビの数を減らすことに成功した──んだけど、コアがね、一瞬でまたたくさんのゾンビを生み出しちゃったんだって」

「なるほど、そういうことか」

　コアを直接攻撃するしか倒す方法はない。だからコアを守るゾンビを倒し、コアを露出させる必要がある。けど、ゾンビの数が減ると、コア自体がすぐさま新しいゾンビを創り出す。つまり、いつまでやってもイタチごっこってわけだ。

「コアがゾンビを創り出す速度は？」

「スーパーノヴァの中でも実力上位の魔法使いが十人、魔力が尽きるまで魔法を打ち続けてもゾンビを完全に削り取るまでにはいかなかったくらいの速度」

「とんでもないわね、それ。ゾンビの生成を、削り取る速度で上回るのは実質無理ってことじゃない」

「うん。だから、創り出せる数──多分、魔力みたいなものを消費して生成してるんだとは思うんだけど、そこに限界はないかと長時間の連続攻撃も試してるものの、そっちも特に効果はないみたい」

「無限増殖する鉄壁の守りに今のところ為なす術すべなしってわけか」

「そういうこと。で、いよいよボクの出番ってわけ」

「何か方法はあるんですか？」

　一いち護ごが尋ねると、クロネコは目をキラキラさせながら頷うなずいた。

「この塔はあくまで人が──というか神が創ったゲーム。ってことは、どんな難敵であっても必ず攻略法が設定してあるわけよー。それがゲームがゲームである為ために、絶対に守らないといけないルールだからねー」

「そして、クロネコさんは、その攻略法を探すプロってわけですね？」

「イエス！　今回のレギオンは非常にボク好みのボスだから解析が楽しくて」

「ってことは、すでに何か掴つかんでるわけ？」

　葉は桜ざくらの質問に、クロネコが「むふふ」と口元を緩めながら続ける。

「もっちろん。独占討伐時間が切れてからすでに一週間も経たっているわけだし、これで何の取っ掛かりも掴めてなかったらボクは情報屋の看板を下ろさないとって感じだよ」

　そして、テーブルの上にもう一枚、紙を置く。

「今までの情報から推測するに、今回のボス、レギオンは基本的には力押しでは倒せないタイプの敵なんだ。となると、コアを露出させる為には何らかの手順が必要になってくるってわけ。で、その手順をいくつか割り出してみたのがここに書かれているんだけど」

　テーブルの上の紙に視線を移すと、そこには塔覇士ハンターの名前と所属ギルド、攻撃をした時間、攻撃の種類、そして攻撃の結果などが時間順にびっしりと書かれている。

「純粋なダメージ値で言えば、もっとも高いのはスーパーノヴァの魔法使いが集中攻撃をした時──多分、六十万ダメージくらいの威い力りよくがあったと思うんだけど、その時のレギオンはほぼ無傷と言える状態だったのに対して、ほら、ここ見て。日付は三日前の深夜三時、ソロの塔覇士のエレンさんの攻撃なんだけど」

　クロネコが指さした先には、




　塔覇士：エレン（ソロ）

　攻撃スキル：フレイムバースト（火属性魔法）

　コア露出時間：７秒（今までで最長）




　の文字が記入してあった。

「どういうこと？」

「見ての通りだよ。三日前のエレンさんの戦闘記録。エレンさんが放ったフレイムバーストがレギオンに直撃した結果、周囲を覆うゾンビの一部が消失し、コアが七秒間むき出しの状態になったってこと」

「ええ、フレイムバーストで!?」

「うん、なぜかね。メテオストライク、フレアカタストロフィ、炎獄法陣、ヘルファイアなど炎系の最上位魔法を使っても効果なかったのに、なぜか初歩魔法であるフレイムバーストで有効なダメージを与えることが出来た。って言っても、その後再びフレイムバーストを使ってみても同じような結果にはならなかったけど」

「耐性が出来てしまったってこと？」

　淡あわ雪ゆきの疑問にクロネコは首を横に振る。

「多分、それはないと思う。可能性としてはゼロでは無いけど、さっきも言った通りここで重要になってくるのは手順だと思う。ってことで、エレンさんのフレイムバーストの前にどんな攻撃が行われていたのかを調べてみたら色々とわかってきてね──と、ここまでで基本料金分は終了ー。こっから先は追加料金になるけど聞く？」

　クロネコが可愛かわいらしく小首を傾かしげる。

　こんな気になる所で区切るなんてさすが商売人だ──と一いち護ごが感心していると、

「う～ん、じゃあもういいかな。ここまで聞けば大体わかったし、詳細を聞いたところで今の私たちじゃどうしようもなさそうだしね」

「「ええっ！」」

　葉は桜ざくらの予想外の返答に一護と淡雪が思わず声をあげてしまった。

「あれれ、ホントにいいの？　お連れのふたりは聞きたがってるみたいだけどー？」

「大丈夫。私の説明を聞けばきっと納得すると思うし」

「ほほう、なかなかに自信満々ですなー。祇ぎ王おう寺じさん、本当にわかったの？」

「ええ。ヘルファイアでも炎獄法陣でもなくフレイムバーストってのが肝きもなんでしょ？　そしてフレイムバーストの前に行われた攻撃も、たとえばそうね、氷系の最上位魔法であるコキュートスや絶対零度ではなく初歩魔法のアイスウィンド、雷属性の最強魔法ケラウノスではなく中級魔法のサンダーストーム、ってとこかしら？」

「おおー」

　葉桜の回答にクロネコが目を丸くする。

「そのリアクションは、私の推測が正解ってことでいいのかしら？」

「そうだねー大部分では多分ボクの考えと同じだと思うよ。っていうか、あれだけの情報でそこまで考えつくなんてさすが剣聖だね。参りました」

　お手上げとばかりに両手を上げるクロネコと、少し得意げに胸を張る葉桜。

「ええと、ふたりだけで納得してないで俺おれたちにもどういうことか教えて下さいよ」

「私も説明を要求する」

　そんなふたりに一いち護ごと淡あわ雪ゆきが不満そうに声をかけた。

「ああ、ごめんなさい。要するにヘルファイアとフレイムバーストの違いに大きな意味があるのよ」

　フレイムバーストは小さな火球を敵に向かって放ち、火球が敵に当たると同時に破裂をする炎属性の初級魔法。

　対してヘルファイアはその名の通り地獄の炎であり、どんな物質でも燃やし尽くしてしまう程の威い力りよくを持つ最強クラスの炎魔法だ。

「違いって、どう考えてもヘルファイアの方が強力に思えるんですけど？」

「威力だけを見ればまるで比べ物にならないわ。けど、フレイムバーストには攻撃以外にも特殊効果が付加されているの」

「特殊効果？」

　一護が首を傾かしげると、淡雪のその後を続ける。

「攻撃成功時に三十パーセントの確率で相手に掛かっている氷耐性強化効果をひとつ無効化する」

「うん、正解。いわゆるバフの無効化ね。同じくアイスウィンドやサンダーストームにもそれぞれ攻撃成功時にバフの無効化をする特殊効果が付いているわ」

「つまり、レギオンには複数の強力なバフ効果が付いてるから、それを無効化しないとゾンビは消滅しないってことですか？」

「私の予想ではゾンビそのものがバフが実体化したものじゃないのかなって思っているんだけど」

　葉は桜ざくらの発言に、クロネコがパチパチと拍手を送る。

「ホントにすごいなー、祇ぎ王おう寺じさんは。ボクの予想とぴったり同じだ。あのゾンビ自体がバフであるため、いくらダメージを与えて倒した所ですぐに復活してしまう。けどバフを無効化すればゾンビは消滅し、レギオンが再びバフを付加する為ための行動をするのには多少の時間がかかるってわけ」

「なるほど。あ、でも、バフ無効化系の魔法は最初の方で試さなかったんですか？　ディスペルとか？」

「そこがまたレギオンのいやらしいところで、ディスペルじゃ掛かっているバフは無効化出来ないんだにゃー。攻撃＋確率でのバフ無効化の特性を持つ魔法やスキルでのみ無効化が行われるという仕様でねー」

　この仕様を考えた神様は本当に意地が悪いよね、と苦笑しながらクロネコは続けた。

「レギオンに掛かっているバフは全部で五種類。炎、氷、風、土、雷、それぞれの属性攻撃と物理攻撃に対しての耐性を強化するバフね。で、そのバフをひとつ無効化するたびに出現しているゾンビの数は減る。三属性分を無効化できればコアの露出まで持っていけるって感じかな」

　──なるほど、つまりエレンさんのフレイムバーストでたまたま三つ目の属性無効化が発動して七秒間のコアの露出に繋つながったってわけか。それにしても、

　一いち護ごは尊敬の眼まな差ざしで葉は桜ざくらをじっと見つめる。

「な、なに？」

「やっぱり先せん輩ぱいは凄すごいなって思って。ほんとカッコイイです」

「あ、あら、もしかして知的な私に惚ほれ直しちゃった？」

　一護の真まっ直すぐな視線を受けて照れながらそう言う葉桜は、

「はい。っていうか惚れ直す必要もないくらいにずっと惚れてはいるんですけど」

「あぅ……」

　さらに盛大に照れることになった。

「わ、私もわかってたし！　私も知的だし。だから一護くんは私にも惚れ直すべき」

　そんな二人を見て、淡あわ雪ゆきが慌てて口を挟んでくる。

「へ～、でも、牧まき野のヶが池いけさん、ついさっき『私も説明を要求する』とか言ってなかった？　それに『耐性が出来てしまったってこと？』みたいな見当違いのことも」

「そ、それはアレ。話を膨らませるためにわざと。あと、あなたに華を持たせてあげただけ。だから感謝するといい」

「はいはい、ありがとありがと」

「ぐ、ぐぬぬ。そのかわいそうな子を相手にするようなリアクション、腹が立つ」

「だってねえ？」

　バチバチと火花を散らすふたりに挟まれて一護は身を縮めながら、ちびりとレモネードを口に含んだ。

「相変わらず愛されちゃってるね～、千せん畳じよう敷じきくんは」

　クロネコが楽しそうな、それでいて少しゲンナリしたような複雑な表情でそう言って、この情報収集会はお開きになったのだった。
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「ふんふふ～ん、ふんふん、ふふ～ん♪」

　東京聖塔トウキヨウジグラート十六階、通称『熱帯雨林』と呼ばれているエリアを一護と淡雪は冒険していた。

　エリア名が示す通り、このフロアは気温と湿度が高く、熱帯系の植物が所狭しと生い茂っている。

　そんな、濃厚な植物の匂においが充満している中を淡あわ雪ゆきはゴキゲンそうに鼻歌を歌いながら歩いていた。

「ずいぶんと機き嫌げん良さそうだね、淡雪」

「うん。なんせこの場には邪じや魔ま者ものがいないから」

　淡雪の言う邪魔者はモンスターでもトラップでもなく、間違いなく葉は桜ざくらのことだろう。

　学校の昼休み、及び、放課後の塔内は一いち護ご、葉桜、淡雪の三人で過ごす。

　それが三人の基本的な取り決めになっているけど、毎週火曜日はお昼が葉桜、放課後が淡雪、木曜日は逆にお昼が淡雪、放課後が葉桜とふたりっきりで過ごす時間が設けられていた。もちろん、そこに一護の意見は組み込まれていない。

　一度『俺おれの意見は考こう慮りよされたりしないんですかね？』と言ってみたところ、

『あら、もちろん大歓迎よ。こっちとしてはずっと待ってたことだし。自分の意見が言いたいってことは、つまり、どっちを選ぶかいよいよ結論が出たってことでいいのよね？』

『私も歓迎する。一護くんは私と祇ぎ王おう寺じ先せん輩ぱい、どっちとずっと一緒にいたいの？　好きなだけ一護くんの意見を言って』

『え、あ、い、いや、そういうことじゃなくてですね……って、いうかいいです！　俺の意見とか全然無視しちゃっていいですから！』

　という感じで藪やぶ蛇へびになってしまったので、それ以来、口を挟まないようにしている。

　そして、今日はお昼が葉桜とふたりで、放課後が淡雪とふたりで過ごす火曜日なのだ。

「それで、なんで今日は十六階だったの？」

　淡雪とふたりっきりでの冒険の時は、なるべく安全性のマージンを取るためにすでに攻略済みの低い階層を冒険するようにしている。

　それでも、最近は二十階台の後半から三十階台の前半を選ぶことが多く、そのレベルであれば十分にふたりでも何とかなるので、このタイミングで淡雪が十六階を選んだことが一護には不ふ思し議ぎだった。

　実際、さっきからのバトルも余裕で、レベルアップにも期待が出来なさそうな感じだ。

「前にクロネコさんの攻略本を読んで、絶対に一回来てみたいって思ってたから。一護くんは嫌だった？」

「ううん、嫌じゃないよ。十六階は一回も来たことなかったから楽しいし。ただ、淡雪がめちゃめちゃプッシュしてたからどうしてなんだろ？　って不思議に思ってただけで」

「その理由はもうすぐわかると思う。このフロアにしか登場しない特別なモンスターが出るから」

「特別なモンスター？　もしかしてはぐれなんちゃらみたいな？」

「ううん。経験値の高いモンスターは出ない。けど、ある意味、経験値がものすごく上がるアイテムが手に入るかも」

　そう言って淡あわ雪ゆきは「ふふふ」と意味深に笑った。

　──ある意味、経験値がものすごく上がるアイテム、か。そんなアイテム、あったかな？




　それから三十分後、深く茂ったジャングルの奥地で一いち護ごと淡雪は窮きゆう地ちに陥っていた。

「はぁ、はぁ……はぁ、はぁ……」

　荒くも色っぽい吐息が、淡雪の薄うす紅べに色の唇の隙すき間まから漏れる。

　雪のように白い肌は朱色に色づき、ルビーレッドの瞳ひとみは熱く潤んでいる。

　にじみ出た汗で色素の薄い髪が頬ほおや首筋に張り付き、なんとも言えない色気を醸かもし出していた。

　普段は色気とは真逆の幼い雰ふん囲い気きを纏まとっている淡雪だからこそ、まるで見慣れないこの色っぽい姿が一護の脳をクラクラとさせていた。

　激しく鼓こ動どうする心臓が急ピッチで全身に血液を巡らせ、一護の身体からだはカッと熱くなっている。

「一護くん、たす、けて……」

　苦しみと快感が同居した淡雪の声。

　淡雪の両腕は身体の上方へと縛り上げられ、両の足は肩幅以上に広げられた上、腕と同様に拘束されている。

　淡雪の身体を縛っているのはうねうねと動く緑色の蔦つただ。

　巨大な蔦と毒々しい花弁を持つ植物型のモンスター『ラヴァズトラップ』──それが淡雪を捕らえ、一護の目の前に立ちはだかるモンスターの名前だ。

　体長二メートルを超える食虫植物タイプのその姿は本能的な気持ち悪さと同時に、妙なエロスを感じさせる。

　ラヴァズトラップから発せられる甘い匂においも何か特殊な効果があるのかもしれない。

　何な故ぜか一護の身体にはあまり力が入らなかった。代わりに、モヤモヤとした感覚が下半身を中心に襲ってくる。

「はぁ……いち、ご、くぅん……んっ、あっ……は、はやく……」

　ラヴァズトラップの蔦は更に淡雪の身体に絡みつく。白い柔肌に緑の蔦が食い込み、焦らすように少しずつスカートをまくりあげていく。

「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……」

　淡雪の肌は更に上気し、その口端からはつーっと銀色の唾だ液えきが細く垂れ落ちた。その目はすでに虚うつろだ。

　──これは、確実におかしい。やっぱり、状態異常系の何かがあいつからは発せられているんだ。

「……であれば、これ以上時間を掛けるのは危険──なんだけど……」

　そう、一いち護ごは理解をしていた。と、同時に抗あらがいがたい誘ゆう惑わくが脳を侵食してきてもいた。

　それは体中をゾクゾクさせる快楽だった。

　脳を起点に痺しびれるような感覚と、人に優しく撫なでられている様なぬくもりが全身を駆け巡り、思考がクラクラする。

「一護、くん……ねえ、一護、くん……」

　このまま、この感覚に身を委ゆだねてしまいたい。堕だ落らくしてしまいたい。

「こっちに……きて……それで、私……と、はぁ……はぁ……」

　そして、淡あわ雪ゆきと──、

　目の前でみだらな姿を晒さらし、

　甘い吐息をこぼし、

　虚うつろな瞳ひとみで誘ってくる淡雪と、

　肌を重ねあわせ、互いに快楽を貪むさぼりあい、粘ねん膜まくを擦りつけあって、桃とう源げん郷きようという世界へと──、

「どうせこんなことだろうと思ってたわよ」

　そんな声が聞こえると同時に、

　──パカーン！！！！！！！！！！！！！！！！！

　強烈な衝撃が一護の後頭部を襲った。













「あいたっ！」

　一いち護ごが涙目で振り返ると、そこには葉は桜ざくらが立っていた。

　呆あきれたような表情で一護のことを睨にらんでいる。

「せ、先せん輩ぱい？」

「シャキッとしなさい！　油断しすぎよ。こんな低レベルな催眠に簡単にかかっちゃうなんて」

「……催眠？」

「はぁ……まったく。ラヴァズトラップの出すフェロモンには催眠効果があるの。催眠っていうよりは催さい淫いんかしら。三大欲求である性欲に働きかけ獲物を骨抜きにするっていうのがヤツの攻撃手段なの」

「そ、そうなんですね」

「けど、その催淫効果はそれほど強いわけじゃないから、普通はそんなに簡単に掛かったりはしないものなんだけどねー。よっぱどエッチな人以外には」

　葉桜はジト目で一護を睨んで、

「一護くんのスケベ」

　ぼそりと呟つぶやいた。

「すみません」

「一護くんの変態」

「面めん目ぼくないです」

「一護くんの浮気者ー」

「いや、浮気者って言われるとそれは反応に困るんですけど──っていうか罵ば倒とうは後で甘んじて受け入れますので、取とり敢あえず今は淡あわ雪ゆきを助けませんか？」

　正気に戻った一護とは対照的に、淡雪の様子はますます淫いん靡びに変化していた。

　ラヴァズトラップの蔦つたは更に強く淡雪の身体からだに巻きつき、そのボディラインが浮き彫りになっている。

　口はだらしなく開き、熱い吐息と一緒に甘い喘あえぎ声が絶え間なく漏れている。

　何かを耐えるように小刻みに震える肢し体たいがまた官能的だった。

「そ、それもそうね。これ以上、一護くんの前で淫みだらな格好になられても困るし。あ、あと一護くんはこれ以上近づかないように」

「へ？　どうしてです？」

「またさっきみたいに催淫状態になられたら困るからに決まってるでしょ!?　近づけば近づくほどヤツのフェロモンは強くなるんだから。それに……」

「それに？」

「と、とにかくダメなの。特に牧まき野のヶが池いけさんがアレに捕まっている時は絶対に近づいちゃダメ！　アレはそういう特性を持った怪物だから」

　葉は桜ざくらはそう言って一いち護ごを一歩下がらせるように押すと、愛刀『三み日か月づき宗むね近ちか』を鞘さやから抜いた。

　そこから先は一瞬だった。

　そもそもラヴァズトラップは十六階のモンスターである。剣聖である葉桜の相手ではない。

　響く断だん末まつ魔まの叫びと、蔦つたから開放される淡あわ雪ゆき。




　──そして五分後、一護と淡雪は葉桜の前で正座をさせられていた。

「で、どうしてわざわざラヴァズトラップの棲すみ家かになんて近づいたのかしら？　あそこは倫りん理り的にあまりよろしくないから基本的には近づかないこと。ギルド間の約束事でそう決まってるはずよね？」

「え？　そうなんですか？」

　一護の声に葉桜は脱力したように肩を落とした。

「やっぱり一護くんは知らなかったか。となると、あなたの差し金ね？」

「さ、さて、なんのことやら」

　淡雪がわざとらしく口笛を吹く真ま似ねをしながら視線を逸そらす。

「はぁ……。とぼけるならもうちょっと上手にとぼけなさいよ」

「ほ、本当にたまたまだし。私もそんなこと知らなかったし」

「ま、いいけど。ちなみに一応教えておくけど、昔ちょっと話題になったラヴァズトラップのエキスがバストアップに効果があるって噂うわさ、あれ、デマだからね」

「ええっ!?」

「というわけで、無駄な努力、お疲れ様」

「く、くっ……」

　隣となりで淡雪が悔しそうに呻うめく。

「せ、せっかくのラヴァズトラップのエキスを手に入れておっぱいバインバインで一護くんを悩のう殺さつしちゃおう計画が……」

　淡雪が絶望的な表情を浮かべながらがっくりと項うな垂だれた。

（──けど、悩殺って部分に関して言えば、正直かなりされているっていうか。さっきの淡雪の姿、かなりエロかったし）

　一護はそんな事を考えて、

「…………」

　ジト目で自分の顔を覗のぞき込む葉桜の顔が間近にあって、慌ててその気持ちを胸の奥に仕舞い込んだのだった。
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「さて、ここでお兄ちゃんに問題です。『妹』と書いてなんて読むでしょうか？　正しい読みを答えて下さい」

　夕食の後、テーブルを挟んで正面に座る一いち衣えがいきなりそんなことを言い出した。

「ええと、一衣、もしかして熱でもあるのか？」

「熱なんてないです。今の私にあるのはお兄ちゃんを問い詰めるための情熱だけです。さあ、答えてください！」

　確かに、今の一衣にはかなりの情熱があった。これは一衣が満足するまで付き合わないと話が終わりそうにない。

　一いち護ごは諦あきらめて一衣に付き合うことにした。

「答えるも何も、さっき自分で言った通り『いもうと』だろ？　もしくは『まい』？」

「ぶっぶー。不正解です」

　顔の前で両手をクロスさせて大きな×を作る。

「ええと、じゃあ『シスター』とか？」

「それも不正解です！　というか、どうして正解が出てこないかな～」

　一衣が肩をすくめ、やれやれといった表情を浮かべる。

「もしかして、ナゾナゾ的な問題？」

「ううん、ナゾナゾじゃなくて私は真理を問うています」

「真理って」

　真理──辞書で引くと、

　確実な根拠によって誰の目から見ても正しいと認められたこと。ありのまま誤りなく認識された物事のあり方。

　と出てくる。であれば、

「『いもうと』以外にないと思うんだけどな」

「んもう、正解は『せいさい』です。正しい妻と書いて『せいさい』。妹の正しい読みは『せいさい』に決まってるじゃないですか～。まったくこのお兄ちゃんは～」

「決まってないからっ！」

「え？　だって妹だよ？　正妻じゃん？」

「……一衣、やっぱり熱があるんじゃ？」

　めちゃくちゃだった。

「だから熱なんてないです。強いて言えばお兄ちゃんにお熱なだけです！」

　びしっ、と一いち護ごに向かって人差し指を突きつける一いち衣え。その表情はなぜかドヤ顔だ。

「だって妹といえば家族ですよ？　兄とは一番近しい関係にある異性とも言えます。ここまでは同意していただけますね？」

「うん、まあ、そこまではね」

「では、家族であり一番近しい存在である異性といえば、他に思いつくのはどんな存在でしょう？」

「母親」

「うわお。お兄ちゃんはマザコンですか！」

「いや、違うけど条件は満たしてるだろ？」

「むむむ。確かに満たしていると認めざるを得ません。けど、母親は家族というよりも親子といった方が良いこれまた特別な関係なのです。なので母親は却きやつ下かです」

「ええと、じゃあ、あ──」

「姉も却下ですっ！」

　間かん髪ぱつをいれず一衣が却下する。となると、答えはあとひとつしか残っていなかった。

「じゃあ、奥さん？」

「お兄ちゃんそれです！　ザッツライト！」

　一衣が爽さわやかな笑みを浮かべて親指を立てる。

「ここで完全に方程式が成り立ちましたね。妹と兄は家族であり一番近しい異性同士である。そして夫婦も家族であり一番近しい異性同士である。つまり、兄にとって妹は妻である。どうですか！」

「どうですかって、俺おれに出来ることは妹の頭の心配をすることぐらいしかないよ」

「私の頭は正常です。心配の必要はありません。そしてお兄ちゃんの貞てい操そうを心配しています！」

「貞操？」

「はい。お兄ちゃんの帰りが遅くなったことに関してはもう諦あきらめました。お兄ちゃんも高校生ですし、色々とお付き合いがあるのはわかりますから。しかし、しかしです！」

　どん、と一衣がテーブルを叩たたく。

「毎日毎日制服に女の匂においを付けて帰ってくるのはさすがに如何いかがなものかと私は思うわけですよ！　しかーも、最初はひとりだったのが、ここ最近はふたり分の匂いに増えています。つまり、お兄ちゃんは毎日女をふたりもはべらせてることになるわけです！」

「違うから！　別にはべらせていないから！」

「けど、一緒に行動しているのは認めるわけですね？」

　きらん、と一衣の目が光る。

「そ、それはまあ。っていうか、どんだけ鋭い嗅きゆう覚かくをしているんだよ、一いち衣えは」

「別に普通だよ。ただ、お兄ちゃんに付いている他の女の匂においに敏びん感かんなだけで」

「それはそれで凄すごい能力だけどな」

　めちゃめちゃピンポイントな上に、使い道は殆ほとんど無いけど。

「さらにその匂いから、ひとりは真面目まじめで凛り々りしい年上黒髪系美少女、もう一人はクールで幸薄そうなロリ系美少女と推測されますが、いかがですか？」

「す、すごいな」

　まさに先せん輩ぱいと淡あわ雪ゆきのイメージだ、と一いち護ごは驚きよう愕がくした。

「っていうか、なんでわかるんだよ？」

「ふふふ、私のお兄ちゃんに関する物事の観察力を舐なめてもらっては困りますねー」

「そのレベルで妹に観察されている俺おれの方が困るんだけど」

「それは諦あきらめて下さい。兄とは常に妹に観察される生き物なのです。そして、毎日ふたりの美少女とふしだらな放課後を過ごしている兄に対して私が言いたいのは、もっと正妻である私を構うべきだと言うことです」

　そして、両腕を一護の方へと突き出して、

「さあ、思う存分妹を可愛かわいがっちゃってください」

　そんなことを言った。

「ええと、要するにヤキモチを妬やいていたってことか？」

「ヤキモチじゃなくて、純粋に愛情が足りないと言っているのです。だから、さあ、思いっきり可愛がるのです！」

「って言われても、可愛がるってどうすればいいんだ？」

「ちゅー、とか」

「するか！」

「んじゃあ、今日のところはナデナデで許してあげるよ」

「まあ、そのくらいならいくらでもしてやるよ」

　そして一衣の頭の上に手のひらを載せると、ふんにゃりと一衣の表情が緩む。

　やっぱり、一衣との時間は楽しくて、幸せで──こんな日常がずっと続いていく。

　今は少し大変だけど、やがて塔を攻略して、一衣の病気は治り、元気になって、これからもずっと楽しい日々も続く。

　そんな風に思っていた。

　そんな風に願っていた一護の希望は、一週間後、あっさりと崩れ落ちるのだった。







２章　─終わるゲーム─




　軽快な音楽とともに目が覚める。

　窓からは朝の光が差し込んで、部屋の中を照らしていた。

「あれ？　今日はまだ起きてないのか？」

　一いち護ごは上半身を起こして枕まくら元もとのスマホを手にした。そしてアラームを止める。

　時間はいつも一いち衣えが起こしに来る時間から十分も過ぎている。

　どうやら久しぶりの寝坊のようだ。

「たまにはこっちが起こしに行くとしますか」

　一護はベッドから降りると、部屋を後にした。




「一衣、入るぞ」

　一衣の部屋の前でドアをノックしながら声をかける。

　そして三秒ほど待って部屋の中に入ると、ベッドの上で一衣が上半身を起こした体勢で困った顔をしていた。

「あれ？　起きてたんだ？」

「うん。いつもどおりの時間には起きてたんだけど、ベッドから出るに出れなくて」

　そう言って、一衣はまた困ったように笑った。

「なんだ、おねしょでもしたか？」

「し、しないよー。っていうか、今まで私がおねしょをしたことがあるような感じでさくっと言わないでよー」

「いやあ、前にそんなことあったなあと思って」

　一衣が石化病に掛かってすぐの頃、今日と同じように起きているのにベッドから出てこないことがあったのだ。

　心配した一護が部屋に入るなり、『お兄ちゃんは入っちゃダメー』と叫びながら枕を投げつけてきた。

　さらに心配した一護が一衣の制止を無視してベッドに駆け寄ると、一衣は泣きながら『お兄ちゃんは見ちゃダメ』と言っていた。

　下半身が思い通りに動かせなくなってすぐの時だったため、思うように自分の身体からだをコントロール出来なくて、一衣はおねしょをしてしまったのだ。

　それから二週間くらいは顔をあわせても背けられ、話しかけても無視されるという状態が続いてしまったのだが、それも今では思い出として──、

　──って、まさか！

　ドクン、と心臓が大きく跳ねる。その後、何者かにギュッと鷲わし掴づかみにされたかのように縮みあがった。

　嫌な予感がこみ上げてくる。

　目は覚めていたのに、ベッドから降りることが出来なかった。

　そして、今の困ったような表情。

「一いち衣え、もしかして、身体からだが……」

「あ、あはは……」

　一衣の眉まゆ尻じりが更に下がってハの字になる。

「……そうなのか？」

「うん。朝起きたら、昨日までよりも身体が動かなくなってて、びっくりしちゃった」

　無理をしたように明るく笑う一衣の元に駆け寄る。

「どこが動かなくなったんだ？　どのくらい進行しちゃったんだ？」

「え、ええとね、足は太ふと腿もものあたりからほとんど全部と、あと、右手が上手に動かせなくなっちゃった」

「…………」

　一いち護ごはきゅっ、とキツく唇を噛かみ締めた。

　昨日までは両足の膝ひざから下だけが動かせない状態だった。それが一気に両足全部と、さらに利き腕だ。

　急激にここまで症状が進行してしまうなんて……。

　まだ時間的には大丈夫だと思っていた。過去の症例から、症状を進むのは早くてもまだ半年はあると、そう考えていた。

　──けど、甘かった。

　過去の症例はあくまで過去の症例でしかないのだ。

「お、お兄ちゃん、そんなに思いつめた顔しなくても大丈夫だよ。私はまだまだ元気だから」

「でも──」

「でも、じゃなくて大丈夫。自分の身体のことだから自分が一番よく知ってるんだよ。症状は進んじゃったけど、まだまだ最悪の状態にはならないよ」

　一衣はそう言って、一護の手にまだ動かせる左手を重ねた。

　その温かさに、一護の涙るい腺せんが思わず緩んで、慌てて引き締めた。

　辛つらさで言えば、苦しさで言えば、ショックさで言えば、当人である一衣の方が何倍も辛くて、苦しくて、ショックなはずだ。

　なのに、そんな一いち衣えが無む邪じや気きに強がって、自分はまだ大丈夫だと励ましてくる。

　それなのに、本来であれば支えなくちゃいけない自分が泣いてどうするんだ！

　一いち護ごは心の中で自分に活を入れて、そっと一衣の頭をなでた。

「そうだな。一衣の病気は絶対に治るもんな」

　絶対に、治してみせる。その決意を込めながら、一護は言う。

「うん。絶対に治して、そしてお兄ちゃんと結婚するんだから」

「それは病気を治すよりも難しそうだな。なんせ法律から変えないといけないからな」

「おおう、病気以外にも法律という邪じや魔ま者ものが存在していましたか。けど、私は負けませんよ！　病気と法律を倒して、絶対に幸せな未来を手に入れてみせます！」

　むん、と左手の拳こぶしを可愛かわいらしく握りしめて、一衣はそう言った。

　そんな健気けなげな姿を見て、一護は再び鼻の奥の方がツンと痛くなる。顔を上方へと向けて、なんとか涙がこぼれ落ちるのを堪こらえた。

「とは言えですね、お兄ちゃん。今現在、私の身体からだが不自由になってしまったことは事実ですので、今まで以上にお兄ちゃんのサポートが必要になってくるわけです」

「うん、そうだな」

「なので、早速ですが、私を車いすに乗せて貰もらってもいいですか？」

　今までであれば車いすへの乗り降りは自分の力で出来た。

　けど、利き腕と両足の太ふと腿ももから下の感覚を失ってしまった現在ではそれすらも自分では難しい状態になってしまったのだ。

「これで合法的にお兄ちゃんに甘え放題だね？」

　そう言って笑う一衣に、一護は三度目の零こぼれそうになる涙を堪えて、

「おう、任せておけ。どんどん甘えてこい」

　一衣の身体を支え、車いすへと乗せたのだった。








　　　　◇◇◇









「ほい、お待たせ」

　一衣をダイニングへと連れて行った後、一護はキッチンで朝食を作りテーブルへと並べた。

　トーストにハムエッグ、オニオンスープ、レタスとトマトのサラダとシンプルな洋風の朝食だ。

　そして、いつもの様に一衣の向かい側に座ろうとすると、

「お兄ちゃん、違うよ。お兄ちゃんは今日からこっち」

　一いち衣えが自分の右隣どなりを指さす。

「ん？　なんで？」

「だって私、上手にお箸はしとかスプーンとか使える気しないもん」

「あ、そうか」

　利き腕が動かなくなったってことは、そういうことだ。

「ごめん、気づかなくて」

　一いち護ごは椅い子すを持って一衣の隣へと移動する。

　と、一衣は嬉うれしそうに笑った。

「わーい、念願のお兄ちゃんにあ～んをしてもらい放題だ」

「どれから食べたい？」

「まずはオニオンスープからで。さっきからものすごく美お味いしそうな匂においがしてるし」

「んじゃあ、スプーンで掬すくって、と」

　透明度の高い琥こ珀はく色いろのスープをスープボウルから掬って、一衣の口元へと運ぶ。

「ほれ、あ～ん」

「って、手順がひとつ省略されているよー」

　一衣は不満そうに唇を尖とがらせた。

「手順？」

「スープはアツアツなのです。このまま飲んだら口の中を火傷やけどしてしまうかもしれません。そんな時、お兄ちゃんならどうしますか？」

「息を吹きかけて冷ます？」

「はい正解です。ということで、お願いします」

「おう、好きなだけ息を吹きかけなさい」

　一護はスプーンを一衣の口の前で止めると、一衣はジト目で一護を睨にらんだ。

「って、わざとやってるでしょ？」

「いや、だってさ」

　一衣が何を言いたいのか、それは一護にもわかる。けど、それはさすがにちょっと恥ずかしいという気持ちがあった。

「ダメ。お兄ちゃんがふ～ふ～して食べさせて。私はお兄ちゃんに思いっきり甘えるって決めたんだから」

　しかし、一衣にその言葉通り、甘えられてしまっては嫌だと言える一護ではなく、

「仕方ないなあ」

　スプーンの中のスープをふ～ふ～して冷ましてから一衣の口元へと差し出した。

「ほら、あ～ん」

「あ～ん」

　一いち衣えがスプーンの中のスープを啜すすって、こくりと喉のどを鳴らす。

「えへへ～、すっごく美お味いしい♪」

　そして明るい声でそう言って、満面の笑みを浮かべた。

「うんうん、こんな風にお兄ちゃんに甘やかしてもらえるんだったら、今の状況も中々に悪くないものですなー」

　実際にそんな風に思っている気持ちもほんの少しはあるのかもしれない。

　けど、この笑顔は、この声音は、このテンションは無理をしているもので、

　一いち護ごに心配をさせないために一生懸命演技しているもので、

　だからこそ、一護も昨日までと同じように、普通の感情で接しないといけない。

「パンは自分で食べられるよな？」

「うん。あ、でも、バターは塗ってね」

「いちごジャムは？」

「う～ん、今日はバターだけで良いかな」

「了解」

　けど、パンにバターを塗ることも簡単に出来なくなってしまったわけか。ほんと、これからの生活は今まで以上に色々と気を遣ってやらないと。

「って、あー、これならご飯を炊いておいた方が良かったな」

「ん？　どうして？」

　一衣が首を傾かしげる。

「だって、お昼、片手で簡単に食べられるものじゃないと困るだろ？」

　昨日まではお昼は一衣が自分で作れていたし、作らない時でもデリバリーで頼むとか出来たはずだ。けど、今日からはそうはいかないわけで。

　朝のうちに片手だけで食べられるものを用意しておかないと、一衣が困ってしまう。

「だから、ご飯炊いておけばおにぎりに出来たのになって思って」

「ああ、そっか。けど、大丈夫だよ。まだ食パン残ってるから、適当にそれを食べてるよ。飲み物だけ、コップに用意しておいてもらえると助かるけど」

「いやいや、ご飯くらいはちゃんと食べないと。昼休み、一瞬戻ってこれるかな？」

　ここから学校までは走れば十五分ほどで着くはずだ。だから往復で三十分。さすがに作っている時間は無さそうだけど、コンビニのお弁当とかなら一衣に食べさせながらでもギリギリ間に合うか？

「そこまでお兄ちゃんに迷惑は掛けられないよ。毎日できる事でも無いし。代わりにお兄ちゃんにはお家に居る時に思いっきり甘えさせてもらうからお昼は大丈夫だって」

　むん、と左手で力こぶを作るようなポーズを取る一衣。

　確かに、一いち衣えの言うとおり、お昼に帰ってくるなんてことは毎日できる事じゃない。

　学校でやらないといけない用事が入ることもあるし、雨や雪が降ったら時間的にも間に合わないだろう。

　けど、かと言ってお昼に何も用意しないまま学校に行くのはやっぱり心配だった。

（ええと、冷蔵庫の中には卵とハムの残りに、きゅうりと、あ、あとツナ缶もあったか。なら、パンも残ってるしサンドイッチなら作れそうだ。時間は今からだとさすがに朝の生徒会の活動には間に合わなそうだから、今日は先せん輩ぱいに連絡して休ませて貰もらおう）

「一衣、サンドイッチ嫌いじゃ無かったよな？」

「え？」

「だから、サンドイッチ。ハムときゅうりのサンドに玉子サンド、あとはツナサンド。嫌いなものは無かったよな？」

「うん、ないけど？」

「じゃあ、今から作るよ」

「ええ!?　そんな、悪いよー」

「大丈夫だって。材料は全部あるし」

「でも、時間」

「それも大丈夫。っていうか、一衣がお昼に食べるものをちゃんと用意しておかないと、逆に俺おれが心配すぎて色んな事に集中できないんだよ。だから作らせて下さい」

　一いち護ごがそう言って顔の前で拝むように両手を合わせると、一衣は少しだけ困った顔をした後、肩の力が抜けたように柔らかく笑った。

「しょうがないな～。妹のことが好きすぎて気になりすぎて勉強に集中できなくなっちゃうほどシスコンな兄を困らせるのは私の本意ではありませんので、サンドイッチを作らせてあげます」

「ははー、ありがたき幸せ」

「で、お礼はキスでいい？」

「いや、それは要らなから」

「ええー！　なんでよー！　妹からの心からの感謝の気持ちをー」

「感謝の気持ちは一衣の病気が治った時に、全部まとめて返してもらうから」

「むむ」

　一護の言葉に一衣は一瞬言葉に詰まった後、すぐに口元をにんまりと緩めた。

「それはつまりあれですね？　キス程度じゃ足りないと。わかりました、では今回の感謝ポイントは貯ためておきますね。そして、私の病気が治った時、覚悟しておいて下さい！　もう、行き着くところまで行き着いちゃうようなお礼をしますから！」

　眉まゆをキリリとさせる一衣の頭を優しくぽんぽんと叩たたいて、一護は声をかける。

「ああ、期待してるよ」

　病気が治って、また元気いっぱいの姿を見せてくれる。

　それが一いち護ごにとって何よりのお礼になるから。

「だから、絶対に病気を治そうな」

「んもう、お兄ちゃん、そこまで私のお礼に期待しちゃうなんて、エッチなんだから」

　そんな一いち衣えの言葉は、微かすかに震えているようにも聞こえた。








　　　　◇◇◇









　カツカツ、とチョークが黒板を叩たたく音が教室の中に響いている。

　午前中の現国の授業。一学期の期末テストが近づいてきているので、生徒たちは皆、いつもよりも真剣に授業に耳を傾けている。

　そんな中、一護はまるで授業に身が入らなかった。自然と考えるのは一衣のことだ。

　急激に進行した症状は、この後さらに進行の速度をあげていく可能性だってある。

　つぎは左手、そして腰、胸へと進行は進んでいく。そうなれば自発的に排はい泄せつや呼吸が出来ない状態になってしまい、入院して様々な機械を身体からだに取り付けられ──その先に待っているのは死だ。

　ぶるり、と一護の身体が震えた。

　入院、生命維持のための機械、そのことを想像して、一衣の死が急激にリアルなものへと変化したのだ。

　今までもずっと考えてきた。死を意識してきた。

　だからこそ、まわりからは無む茶ちやだって言われるような冒険を、戦いをしてきた。

　けど、それでさえ一衣の死はどこか漠ばく然ぜんとしたイメージのようなものだった。それを、今、気付かされてしまったのだ。身体の震えが止まらない。

　季節はすでに夏だというのに、全身が凍えるように寒い。それなのに汗は止まらない。

　冷たい、嫌な汗がだらだらと背中を流れていく。

　──もう、一刻の猶ゆう予よも許されるような状況ではないのだ。

　──のんびりと戦闘経験を積んでいる時間なんて、どこにもないのだ。

　無意識にシャーペンを握る右手に力が入る。

　今すぐにでも塔に向かって、攻略を再開したい。

　出来ることならば、ずっと塔の中に篭こもっていたい。

　けど、そんなことをすれば、塔に入ることすら出来なくなってしまうだろう。

　だからルールは守らないといけない。でも、そんな余裕はどこにもない。

　焦しよう燥そう感かんが、不安感が、不ふ甲が斐いなさが、ぶつけ様のない怒りのようなものが一いち護ごの体内を駆け巡って、さらに不安を増幅させていく。

（ダメだ。気持ちばっかり焦ったって良いことなんてない。こんな時こそ落ち着かないと。冷静にならないと）

　呪じゆ文もんのように何度も頭のなかでそう呟つぶやいて、自分に言い聞かせる。そして、

「一護くん？」

　背中から掛けられた声で、いつの間にか授業が終わっていたことに気がついた。

「ん、なに？」

　振り返ると、そこには心配そうな淡あわ雪ゆきの顔があった。

「えっと、何かあった？」

　しっかりと一護のことを見つめながら、淡雪が首を傾かしげる。

「何かって？」

「心配事とか、もしくは体調が悪いとか」

「いや、特にないけど」

　一護がそう答えると、淡雪は少し寂しそうに息を吐いた後、さらにじっと一護を見つめながら続けた。

「嘘うそ。一護くん、授業中、ずっと考え事をしていた。それで、何か調子悪そうだった。首筋が白くなっていたし、汗もかいていた。それに身体からだが震えているみたいだった」

「そ、そんなことないと思うけど。いつもと一緒じゃない？」

　淡雪の鋭い指摘に冷静を装いながらしらを切る。けど、

「一緒じゃない。ストーカー乙女の観察力を舐なめてはいけない」

　淡雪は絶対的な自信のある顔でそう言った。

「あ、自分でストーカーって言った」

「違う、今のは言葉の綾あや。私がどれだけ一護くんのことをずっと観察していて、常日頃から一護くんのことばかりを考えているかをわかりやすく比ひ喩ゆ表現しただけ。実際はストーカーじゃなくて、人よりもちょっと一いち途ずで好きな人に対する好奇心が旺おう盛せいでただ見ているだけで幸せを感じられるいじらしい乙女なだけ」

　やっぱりそれをヒトはストーカーと呼ぶんじゃ、という葉は桜ざくらと同じツッコミは胸の中に仕舞いこんで、一護はもう一度首を横に振った。

「本当になんでもないよ。強いて言えば、昨日ちょっと寝不足で授業中にめちゃくちゃ眠かったくらいかな」

　当り障りのない答えでこの話題を終わらせようとする。

　だって本当のことを言えば、淡雪に余計な心配をかけるだけだから。

「…………」

　淡あわ雪ゆきのルビーレッドの瞳ひとみがたっぷりと十秒ほど一いち護ごを見つめて、

「……そう」

　淡雪は残念そうに言葉をこぼした。そして、すぐに笑みを作ると、

「わかった。一護くんがそう言うなら信じる。でも、もし本当に何かあったら言ってね。私はいつだって一護くんの味方だから。一護くんのことを手伝うから。私じゃ頼りないかもしれないけど、力になりたいって、いつだって思ってるから」

「ううん、頼りないなんてそんなことないよ。淡雪にはいつも助けられている」

　お弁当を作ってきてくれることは心から嬉うれしいし、塔の中で魔法でのサポートは本当に助かっている。

「だから、ありがとう。すごく感謝してる。そして、これからも助けてくれたら嬉しいなって思ってるよ」

　一護がそう言うと、淡雪はその名にぴったりな真っ白い肌を朱色に染めて、嬉しそうに笑った。そして、

「それで一護くんは昨日あまり眠れなかったんだよね？」

　意味深な表情を浮かべてそう続けた。

「う、うん」

「なら、さっそく私が一護くんの力になれると思う」

「力に？」

「一護くんが寝不足の理由のひとつに就寝時にリラックス出来ていないから、というのがあると思う」

「うん、まあ、そうだね」

　睡眠不足の理由のひとつとしてはオーソドックスなものだろう。

「そこで私の登場。私が一護くんの隣となりで寝て、側そばに人が居ることによって安心感を与えると共に、触れ合う人肌の温かさでリラックスさせてあげる。これは素晴らしいアイディアだと思う」

　淡雪が薄い表情のまま力いっぱいに言う。

「一護くん、さっそく昼休みに試してみよう？」

「い、いやいやいや、それはおかしいから！」

「どうして？　一護くんは私にこれからも力になってほしいと言った。そして一護くんは昨夜あまり眠れてないと言った。その原因がリラックスできていないからという部分に同意した。そして世間一般的な認識として側に人が居てくれるのは安心できる要素のひとつだし、人肌の温かさもリラックス効果のあるものだと言うことができると思う。ここまでで間違っているところはある？」

「い、いや、無いけど」

　一いち護ごが淡あわ雪ゆきの迫力に押されるようにして答えると、淡雪は満足そうに頷うなずいた。

「そして、一緒にいると逆にリラックスすることが出来ない人もいるのは事実。それは一緒にいることすら嫌なくらいに嫌いな相手。そして私は一護くんに問う。私のこと、嫌い？」

「も、もちろん嫌いじゃないよ」

「ふふふ、ありがと。そして、これですべての問題がクリアされた。結果、一護くんはお昼休みに私と添い寝をするのがベストだと思う」

　驚きの論理展開力だった。その勢いで、思わず納得してしまいそうになるくらいに。

「で、でもそれは却きやつ下か。っていうか、逆に眠れなくなるし」

「どうして眠れなくなるの？」

「そ、それは……」

　女の子と、それも好意を抱いている女の子と添い寝をしたら、間違いなく緊張で眠れないから──と言うのが理由だけど、それをそのまま言うのは妙に恥ずかしくて、

「ねえ、どうして？　本当は私のことが嫌いだから？」

　けど、淡雪はその本心を言うまで許してくれなさそうだった。

　むしろ、最初からその言葉を聞くのが本当の目的で、上う手まいことそこに誘ゆう導どうされていたと言うか。

「こ、好意を持っている女の子と添い寝なんてしたら、ドキドキしてさらに眠れないから」

「そっか。うん、それじゃあ、仕方ない。そうね、嫌いだけじゃなくて、好きな場合も逆にリラックスできなくなっちゃうよね」

　少しいたずらっぽく、そしてすごく嬉うれしそうにそう言う淡雪に、一護の心臓は大きく跳ねてしまうのだった。
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「一護くん、ダメ！　ここは一いつ旦たん退いて！　私達だけじゃ勝ち目はないから！」

　葉は桜ざくらの絶叫が一護の耳に届く。

　けど、一護は敢あえてそれを無視した。

　意識を集中し、迫り来る電撃をギリギリのタイミングで避よけ、敵に向かって駆けていく。

　塔の攻略はさらに一階分進み、場所は東京聖塔トウキヨウジグラート三十九階、ボスの部屋。

　龍りゆうの顔に鹿しかの身体からだ、牛の尾と馬の蹄ひづめを持ち、その額には立派な角がそそり立つ伝説上の霊獣『麒き麟りん』──それが一護たちが対たい峙じする三十九階のボスだった。

　五色の体毛に包まれた全身に雷を纏まとい、並大抵の塔覇士ハンターでは目で追うことすら不可能なほどの高速で直線的に移動する姿はまさに稲妻。

　近づくだけでも全身からの放電による高熱のダメージと、感電によって麻ま痺ひ状態になってしまう危険性があり、連続して角から放たれる強烈な雷撃はただ一度でも浴びてしまえば致命傷を負ってしまうほどに強烈な威い力りよくを誇っている。

　だから、ここは葉は桜ざくらの判断が正しい。

　一度退き、体勢を立て直す。他のギルドと協力し、攻略チームを結成して安全第一でボスの撃破を目指す。

　──けど、そんなことをしている余裕はもう無いんです！

　このタイミングを逃せば、再びこのボス討伐のチャンスを得られるのがいつになるのかわからないのだから。

「高こう速そく剣けんっ！」

　一いち護ごはさらに麒き麟りんへと接近しながら、唯一持つ──そして最強であるスキルを発動した。

　その瞬間、一護の視覚が捉とらえる世界が一変する。

　色彩は薄く、音は遠く、世界のすべてがスロー再生されているような世界。

　そんな中で、唯一己だけが高速で動くことが出来るという反則とも言える性能を持った高速剣だが──今回ばかりは圧倒というわけにはいかなかった。

　麒麟は高速剣を使用した一護の感覚と速度を以もってしても、ほぼ互角のスピードを誇っていた。

「くっ！　さすがは麒麟、霊獣の長と言われるだけのことはあるっ！」

　驚きと共にそう吐き出す一護。

　だが、驚きの表情を見せたのは麒麟も一緒だった。霊獣の長である麒麟には当然高い知性がある。

　稲光のような速さで動く自分と同等の速度で行動する敵に興味が惹ひかれたのか、鋭い目を見開くようにしてじっと一護を凝ぎよう視しした。

　その一瞬に近しい間が、一護にとっての最大のチャンスだった。

　まともにぶつかり合えば勝ち目はない。そもそも近づくだけでダメージを受けるのだ。

　──だから、最初から奥の手を使う！

　まともにぶつかって倒す手段がないのであれば、その手段を省略して、倒したという結果だけを引き寄せれば良いまでだ。

「──籠手解除アームガード・パージっ！」

　強い決意を込めて、奥の手を使うための言葉を唱える。と、一護の両の手を覆っていた籠こ手てが光りに包まれた後、弾はじけ飛んだ。

　一護の全身がカッと熱くなる。

　特に籠こ手ての外れた両腕は内側から火傷やけどをしたかのような熱さと痛みを一いち護ごの脳に訴え、その代償として得たのが羽が生えたかのような軽さだ。

「具足レツグガード、肩当てシヨルダーガード、解除パージ！」

　続けざまに一護は具足と肩当てを解除する。

　大地を蹴けるたびに足裏から膝ひざまでの内側を鋭い針で貫かれたかのような激痛が走り、両肩には骨が木こっ端ぱ微み塵じんに砕かれたみたいな衝撃と痛みが襲ってくる。

　アトロポスからはもう二度と使ってはいけない。使えば、次はもう命の保証は出来ないと言われ、葉は桜ざくら、淡あわ雪ゆきからも使用を禁じられている奥の手『真名の解放』。

　絶対的な威い力りよくを誇るからこその代償。

　奇跡を起こすための苛か烈れつな軌跡。

『一護くん、あなた何を!?』

『真名の解放は危険だから使っちゃダメ！』

　背中に何かの声が聞こえたような気がするが、それも一護の脳までは届かない。

「胸当てブレストガート、腰当てチエストガード、兜ヘルム、解除パージ！」

　麒き麟りんの目には奇異な行動に見えただろう。己の身を守る装備を自ら外していくのだ。

　さらに、その表情は苦痛に満ちている。

　そんな一護の姿に好奇心を持ってしまった。

　この人間の男はこの先どんな突飛な行動をするのか、最後まで見届けてみよう──麒麟の瞳ひとみにはそんな色が浮かんでいた。

　人間程度には負けることは無いという、霊獣の長であるが故の絶対的な自信と誇り、そしてそれを裏付ける圧倒的な能力。

　──それが結果的に敗因となった。

「外套マント、解除パージ！」

　最後の言葉を一護は高らかに張り上げる。

　淡く光を放った外套は吹き荒れた風に舞い上がり、その外套の中から現れた一護の身体からだは麒麟のそれに負けず劣らずの黄金に輝く。

　その瞬間、一護の身体を襲っていた耐え難き数あま多たの苦痛が和らぐ。

　体内で莫ばく大だいなエネルギーが生産され、そのエネルギーが永久機関のようにさらに尋常でないエネルギーを創りだす。

　一護の放つ一撃。

　それは、この世の理ことわりすらも捻ねじ曲まげ、紡ぎ直す絶対不可避の一いつ閃せん。

「我が剣は最速なり！　因果すらも超越する、三世最速の剣なり！」

　最後の拘束を解除するための暗号コードを発すると、それに呼応するように一護の持つ無銘の刀が真の姿を現す。

　皇剣、一いち期ご一ひと振ふり。

　対たい峙じするものにとっては、生涯ただ一度きり──生涯最期に目にするその斬ざん撃げき。

「因果こうそくを断ち切りしこの一いつ閃せんを、避さけられる者は無しっ！」

　麒き麟りんからはまだ五メートルも離れているその位置で振り下ろした刃は、

　──ザシュッ！！！！！！！

　一瞬の後、本来では絶対に届くはずのない位置にある麒麟の角を切り落としていた。

「Ｇｕｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！！！！！！！！！！！！」

　霊獣の断だん末まつ魔まの叫びが響き渡り、四し肢しを折る。

　そして麒麟は不ふ思し議ぎそうに一いち護ごのことを見た後、黄金色のパーティクルとなって爆発するように消滅した。

　消滅のその瞬間まで、霊獣は自分の身に何が起きたのかを理解できなかっただろう。

　こうして三十九階は一護の手によって攻略された。

　それはボスの発見から討伐までの最短記録だった。
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「──くん！　一護くん！」

「──きて。一護くん、目を覚まして！」

　耳元で聞こえる誰かの悲痛な声と身体からだを揺さぶられるような感覚に、一護の意識はゆっくりと覚かく醒せいしていった。

「ん、んん……」

　瞼まぶたをあけると、視界に映るのはほぼ真っ暗の世界にぼんやりと見える天井。一護は最初、カーテンの閉められた自分の部屋で眠っているのかと思った。

　しかし、自分の部屋にしては広い。

　そして徐々に視界に色が戻っていく。見慣れない風景。

　──ああ、そっか。俺おれは麒麟と戦って、それで意識を……。

　ようやく脳が現状を理解したところで、

「がはっ！！！」

　身体の至るところから発せられる激痛に一護は呻うめいた。

　取り戻した意識を再び失わんばかりの激痛だ。さらには目眩めまい、嘔おう吐と感、寒けに怠だるさ、ありとあらゆる苦痛が一護の身体を支配していた。

「あぐっ……ん、あ、くっ……」

　葉は桜ざくらと淡あわ雪ゆきを心配させないように大丈夫ですと言葉にしようとするが、それすらも苦く悶もんの喘あえぎにしかならない。

「一いち護ごくんっ！」

「す、すぐにヒールポーションを飲んで」

　ふたりの顔色は更に青ざめ、一護の身体からだに触れる手は震えていた。

「だ、大丈夫です……」

　ようやく音に出来た言葉は老人のようにしゃがれていた。

「って、ぜんぜん大丈夫じゃないじゃない」

「とにかくヒールポーションを飲んで」

　淡雪が一護の口にビンの飲みくちを突っ込む。苦味の強いエナジードリンクのような味の液体が一護の喉のどを通って体内へと取り込まれた。

　すぐに身体がぽかぽかと暖かくなり、ポーションの効果が全身に回っているのがわかる。

　本来であれば、これで幾らかは痛みが和らぐはずだ。

　けど、一護の全身を襲う激痛はまるで緩和されていなかった。心臓が鼓こ動どうをするたびに、身体の内側から突き刺すような痛みが走る。

　喩たとえるなら、まるで体内にぎっしりとガラス片を詰められているような感じだ。

　けど、これ以上醜しゆう態たいを晒さらすわけにはいかない。

　大したことないと、真名の解放をしたところで大丈夫だというところを見せないといけない。今後の為ためにも。

「本当にもう大丈夫です。淡雪、ポーション、ありがとう」

　そして立ち上がる。僅わずかに身体を動かすだけでも失神しそうなくらいの痛みをギリギリのところで我慢する。

「一護くん、無理はしないで」

「というか、もう無む茶ちやなことはやめてよ」

　一護を見る葉桜と淡雪の瞳ひとみは涙で潤んでいた。心から一護のことを心配している──それがはっきりとわかる表情だった。

　だから、もう無茶はしませんと、心から言いたくなる。

　けど、それは出来ないのだ。

　事態はもう、無茶をしなければ、どれだけ無茶だろうともそれを押し切らなければならない状況にまできているのだ。

「わかってます。無茶なことはしませんよ」

　だから、表面の言葉だけでそう言って、

「これで三十九階クリアですね。一いつ旦たん、一階の街にもどりましょう」

　歩き出す一護の背中を、葉桜と淡雪は心配そうな眼まな差ざしで見つめていた。
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「んもう、お兄ちゃん、そんな妹のおっぱいばっかり見てちゃダメだよ？」

「見てないからっ！」

　湯ゆ気げの篭こもる千せん畳じよう敷じき家の浴室に一いち護ごと一いち衣えの声が響いた。

　聖塔での冒険をいつもよりも少し早く切り上げた後、一護は大急ぎで家へと帰ってきた。

　一衣が心配だったのと、どこか追求をするような葉は桜ざくらと淡あわ雪ゆきの視線から逃れる為ためだ。

　そして一衣と晩御飯を食べ、今は一緒にお風ふ呂ろに入っていた。

　下半身のほぼすべてと利き腕の自由を失った一衣は服を自分で脱ぐにも一苦労で、服を脱がせる所から湯船への移動、そして頭や身体からだを洗うことまで全部一護が手伝っていた。

　この前、一衣がお風呂に乱入してきた時はなるべく見ないように気をつけていたけど、今回はそうもいかず、一衣の身体の隅から隅までをしっかりと見ることになってしまったのだ。

　最初は恥ずかしがっていた一衣も、途中からは開き直ったのか、はたまた別の感情が生まれたのか、

「ねえねえ、お兄ちゃん。で、私のおっぱいをじっくり見た感想は？」

「だから見てないから！」

「嘘うそだー。ブラ外す時も身体を洗う時もじっくり見てたじゃない。っていうか、見ただけじゃなくて触っちゃってたしねー。お兄ちゃんのえっちー」

　左手で湯船に張られたお湯をちゃぷちゃぷと弄もてあそびながら、いたずらっぽく言う。

　その表情には小悪魔っぽい笑みが浮かんでいた。

「えっちーって、触れちゃうのは仕方ないだろ？　服を脱がすのも、身体を洗うのも一衣の身体に触れなくちゃ出来ないんだから」

「うん、だから別に責めてないし。ただ感想を聞きたいだけでー」

　どうやら完全に小悪魔モードに入ってしまったようだった。

　多分、照れ隠しの部分もあるのだと思うけど。

「そんな風に兄をからかうと、今後一緒にお風呂入ってやらないぞ？」

「あー、ごめんなさい、ウソですウソです。感想とか聞いたりしないから明日からも一緒に入って下さい」

　慌てて一衣が白旗をあげる。その表情は相変わらずイタズラっぽい笑顔のままだったけど、でも、そんな表情に安心しているのも事実だった。

　正直に言えば、もっと落ち込んでいると思っていたから。

　無理をしている部分は絶対にある。一いち護ごに気を遣って、心配させないようにとわざと明るく振舞っているのも、もちろんわかっている。

　けど、無理をしてでも一いち衣えがまだ笑顔を浮かべられている。そこに少しだけ安心した。

　まだ手遅れではない。自分がもっと頑がん張ばれば、間に合う可能性があるのだから。

「さて、んじゃ、そろそろあがろっか」

「えー、もう？」

「もう？　って、もう一時間くらい入ってるぞ、俺おれたち」

　ひとりで入る時は長くても三十分くらいで出てきてしまうから、少しのぼせ気味だ。

「ウソ？　そんなに経たってる？」

「ああ。長湯しすぎてのぼせるのも良くないから、あがるぞ」

「わかりましたー。まあ、明日からも一緒に入るんだもんね。今日、欲張る必要なんてどこにもないもんね？」

　一衣が確認するように小さく首を傾かしげる。

「うん、そうだな」

「わーい♪」

　一衣が本当に嬉うれしそうに左手だけ上にあげてバンザイをした。

　その瞬間、一衣の胸がこれでもかと言わんばかりにあらわになる。

「それと、もうちょっと慎つつしみを持つように」

　少し照れながら一護が注意すると、

「お兄ちゃんのえっちー」

　一衣は嬉しそうな声のままで、そう言ったのだった。
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「わーい、お姫様だっこだー」

　ベッドへと一衣を寝かせるために車いすから抱きかかえたところで、一衣が嬉しそうな声をあげた。

「小さい頃からずっと夢だったんだー」

「お姫様だっこが？」

　確かにお姫様だっこに憧あこがれる女子は結構多いと聞くけど。

「違うよー。お姫様だっこが、じゃなくて、お兄ちゃんにお姫様だっこしてもらうのが、だよ」

「どうして俺おれ限定なんだか」

「そんなのお兄ちゃんが好きだからに決まってるじゃない」

　なぜか誇らしげに言う一いち衣え。

「それにしてもあれだね。お兄ちゃんにあ～んでご飯を食べさせてもらえて、一緒にお風ふ呂ろに入ってもらえて、さらにはお姫様だっこまでしてもらえる。こうしてみると、症状が進行しちゃったってのも悪いことばかりじゃないね」

　そして一衣が一いち護ごの胸元に顔を押し付け、くんくんと匂においを嗅かぐ。

「お兄ちゃんの匂い、安心する」

「今、一緒にお風呂に入ったばかりだから一衣と同じ匂いだと思うけど」

「そんなことないよ。お兄ちゃんの匂いはお兄ちゃんの匂いだから。お風呂に入る前は、そこに怪しげな女の匂いがふたつも混じっていたけど」

　そう言いつつ、一護の顔をジト目で見上げる一衣に、一護は苦笑いした。

「相変わらず凄すごい嗅きゆう覚かくだよな」

「お兄ちゃんのことですから」

　自慢気に言ってから、一衣の表情が少し曇る。

「で、ひとつ質問なんだけど、今日のお兄ちゃん、なんかちょっと良くない匂いがしたんだけど、何か変なことした？」













「え？　汗臭かったとか？」

「ううん、そうじゃなくて、なんだろう。血の匂におい、みたいな。よくわかんないんだけど、不安になるような匂い。お兄ちゃんが怪け我がしちゃってるみたいな。一緒にお風ふ呂ろに入って、どこも怪我してなかったから少し安心したんだけど」

　一いち衣えが左手でぎゅっと一いち護ごのパジャマを握る。

　本当に──本当に凄すごいなと一護は思った。そこまでわかるものなのかと。

「なら気のせいだよ。実際、どこも怪我してなかっただろ？」

「うん」

「んじゃ、下ろすぞ。正直この体勢はちょっと辛つらかったりするんだ」

「なによー。それは私の体重が重いってこと？」

「そんなことは無いよ」

　重いどころか、一衣の体重はこの年の女の子の平均からすれば軽すぎる方だろう。

　今日、今まで以上に一衣と触れ合うことによって、その事実に気づいてしまった。気付かされてしまった。

「けど両腕で支えるにはやっぱりちょっと重いかなって。１・５リットルのペットボトルを三十五本も持ってるようなもんだからな」

「さ、三十五本も無いよー。多く見積もって三十本だよ。っていうか、やっぱり私のこと重たいって思ってるじゃないですかー」

「冗談だよ、冗談。んじゃ、下ろすぞ」

　ベッドに一衣を横たえて、布団を掛けてやる。と、一衣は寂しそうな表情を浮かべながら唇を尖とがらせた。

「う～、お兄ちゃん、一緒に寝ようよ」

「一衣のベッドはシングルなんだから、狭すぎてふたりで寝られないだろ？」

「大丈夫。ぴったりとくっつけば。むしろ私的には狭い方が嬉うれしいし、みたいな」

「ダメだ。俺おれはまだやることがあるし、一衣は病気なんだから寝る時はぐっすり寝ないと。少しでもきちんと身体からだを休めること」

「う～」

「唸うなってもダメ」

「お兄ちゃんのケチー」

「ケチじゃなくて、一衣のことを思ってのことだから」

「お兄ちゃんのシスコンー」

「それは事実だから反論のしようがないな」

「あはは。じゃあ、しょうがないね。シスコンのお兄ちゃんに『私のことを思ってのこと』って言われちゃったら従うしかないもん」

　一いち衣えは降参とばかりにそう言った。

「それじゃあ、おやすみ」

　一いち護ごは最後に一衣の頭を撫なでて、電気を消して、部屋を出ていこうとする。その背中に、

「ねえお兄ちゃん」

　小さく一衣の声がかけられた。

「ん？」

「ええと、ありがとね」

　それは、素直な感謝の気持ち。

　静かで、飾り気のない、だからこそ胸に響くそんな言葉。

「私、お兄ちゃんの妹で本当によかった。私ね、すごく幸せだよ。えへへ」

　そんな真まっ直すぐな一衣の言葉に、一護は小さく頷うなずくことしか出来なかった。








　　　　◇◇◇









「んくっ……」

　一衣の部屋を出ると同時に、堪こらえていた感情が小さな吐息となってこぼれ落ちた。

　同時に、目頭から熱い雫しずくが溢あふれ出る。

　──どうしてなんだろう？

　今まで何回も、何十回も繰り返してきた疑問。

　──どうして、一衣なんだろう？

　一衣が、なぜこんな低確率の重たい病気にかからなければいけなかったのか。

　全世界で六十億人もの人間がいるというのに、どうしてその中で一衣がこんな過酷な運命を背負わなければいけなかったのか。

　あんなにも無む邪じや気きで、あんなにも健気けなげで、あんなにも良い子なのに、

　どうして一衣だけが……。

　そんなことを考えても、一衣の運命を嘆いたところで何の解決にもならないのはわかっている。

　けど、それでもやっぱり考えてしまう。

　どうして一衣だったんだろうって。

　他の子と同じように学校に通わせてあげたい。

　他の子と同じように思いっきり運動させてあげたい。

　他の子と同じように自由に外に遊びにいかせてあげたい。

　そんな、ささやかで、普通のことですらさせてあげることが出来ない。

　それなのに、無む垢くな笑顔で、無む邪じや気きな声で「私はすごく幸せだよ」と、そんなことを言って。

　ポタポタとこぼれ落ちる雫しずくが廊下を叩たたいて、雨のような小さなリズムを刻む。

　ぎゅっと、拳こぶしを握りしめていた。

　固く、固く、ぎゅっと。

　それは、一いち護ごの決意だ。

　やっぱり止まるわけにはいかない。

　葉は桜ざくらに、淡あわ雪ゆきに、アトロポスに何を言われようとも、たとえこの身がボロボロになろうとも、そこに可能性があるのであれば、その道を突き進むしかない。

　──絶対に、絶対に俺おれがなんとかしてやるからな。

　一いち衣えの部屋のドアを振り返る。

　一護の目には、もう涙はなかった。
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「ダメ。却きやつ下か。それは認められません！」

　塔覇士ハンターの街の酒場に葉桜の厳しめの声が響いた。

「どうしてですか？」

　対する一護も食い下がる。

　いつものように行われている、冒険前の打ち合わせ中での出来事である。

　今日からは自分たちも積極的にボス部屋の探索をし、ボスの討伐を最優先にするべきという一護の提案を葉桜が却下し、口論になったのだ。

「どうしてって、無む謀ぼうだからよ。私たちは三人しかいないんだし、探索系のスキルは持っていない。だから探索に加わってもほとんど戦力にならないし、ボス戦に加わるかどうかはその時に判断すればいい」

「けど、前の階では俺たちが最初にボス部屋を見つけて、瞬殺しました」

「あれはただ運が良かっただけ。四十階はそんな簡単にボス部屋まで辿たどりつけないわ」

　東京聖塔トウキヨウジグラート三十九階──通称『無限回かい廊ろう』と呼ばれたエリアは幾つもの孤立した部屋が転送装置で繋つながれ、さらにその転送先がランダムで決定されるというマッピングの意味が無い完全に運任せのフロアだった。

　そして、たまたま一いち護ごたちの通った転送装置が直接ボス部屋に繋つながったという幸運があったのだ。

「さらに、麒き麟りんを倒せたのも一護くんが高こう速そく剣けんの真名解放を行ったから。でも、あれはもう使用禁止だから」

　麒麟討伐後の一護の状態は、数分間とは言え仮死状態と言っても良いくらいにボロボロの状態だった。

　だから、これ以上は絶対に真名の解放をさせるわけにはないかない──葉は桜ざくらの瞳ひとみは雄ゆう弁べんにそう語っていた。

「牧まき野のヶが池いけさんも同じ意見よね？」

「うん」

　淡あわ雪ゆきも素直に頷うなずく。表情は葉桜に負けず劣らず真剣だ。

　それだけふたりは一護のことを真剣に心配してくれている。一護もそのことはわかっている。けど、

「なら──」

　ここで一護の言葉が止まった。

　出来る事なら、こんな言葉は口にしたくない。こんなの、心にも思っていない言葉だし、今までの恩を仇あだで返す、最悪の一言だからだ。

　けど、それでも一護はその続きを言葉にした。

「だったら、これでパーティーは解散です」

「「なっ！」」

　葉桜と淡雪が驚きで口を開いたまま固まる。

「俺おれはひとりでボス攻略を目指しますので」

「な、なに言ってるのよ、いきなり！」

　バンッ、と葉桜がテーブルを叩たたいた。

「もう、決めたことですから。俺は塔の攻略を最優先で目指します」

「そ、それは私たちも一緒よ。塔の攻略を最優先に考えてる。一護くんに願いを叶かなえさせてあげたいって思っている。けど、それはただ闇やみ雲くもにボスを目指せば良いってものではないでしょ？　私たちのチームは少人数なんだし、戦力としても大きなギルドには敵かなわない。だから、適材適所で行動しましょうと言ってるだけで」

「けど、俺には高速剣があります。その気になれば、誰よりも最速でボスを倒せます」

「それはそうかもしれないけど、その結果一護くんが倒れちゃったら何の意味もないじゃない」

「これ以上、高速剣の真名解放を使うのは危険すぎる。それは一番近くで見ている私たちが一番よく知ってる」

　ふたりの言葉に一いち護ごは首を横に振る。

「危険でもなんでも、俺おれはすぐに塔を攻略しないといけないんです。先せん輩ぱいと淡あわ雪ゆきには本当に感謝してます。先輩たちが言っていることが正しいって俺もわかってます。けど、これだけは譲れないんです」

　その目には固い決意が浮かんでいる。

　葉は桜ざくらと淡雪は少しの間、唖あ然ぜんとした表情で一護のことを見つめていた。

　そして、ようやく声を絞り出す。

「どうしてそこまで無む茶ちやなことをしようとするのよ？」

「理由を教えて欲しい」

　ふたりの声は微かすかに震え、その瞳ひとみには透明な雫しずくが溢あふれていた。

　ずきり、と一護の胸が痛む。

　ふたりにこんな表情をさせてしまったのは間違いなく自分のわがままのせいで、ふたりは何も悪くないのに。

　一護は大きく息を吐き出す。そして、すべてをふたりに伝えることにした。

「先輩には前に少し話したと思いますけど、俺が塔の攻略を目指す理由。叶かなえたい願い。覚えてます？」

「一いち衣えちゃん、よね？　一衣ちゃんの病気を治してあげたいって」

「はい。一衣の病気なんですけど……石化病って言うんです」

「石化病？」

　淡雪が初めて聞く病名だ、と首を傾かしげる。

「うん。全身が徐々に石のように固まっていってやがて死に至る現代の奇病。発症者は世界でも五十人に満たない、本当に珍しい病気なんだ」

　身近にその患者がいない限り、一生その名を知ることもないであろう珍しい病気。

「だから、その原因も治ち療りよう方法も不明。数が少ないだけに研究もほとんどされていない。治療方法が見つかる可能性は限りなくゼロに近い」

「「…………」」

　一護の説明に葉桜と淡雪の表情が曇る。

「そして、その致死率は百パーセント。身体からだの硬化は十年ほどの時間をかけて緩やかに全身に及んでいって、過去の症例を見ると最初の数年でまずは両足の膝ひざ下したが硬化し歩行が難しくなる。その後は暫しばらく症状の進行は無くなり、最後の十年目で一気に進行して死に至る。それが過去に共通していた症状で、でも──」

　一護が唇を噛かみ締める。

「この数日で一衣さんの症状が進行しちゃったってこと？」

　葉桜の問いかけに一護は頷うなずいた。

「まだ八年目なんです。だから、油断はできないけれど少しは時間があると思っていた。過去の例を見ればあと二年、そこからマージンをとってもあと一年は余裕があると」

　だから、一年で攻略できることを目標に、ある程度の余裕を持ちながら攻略に挑めていた。

「けど、過去の例はあくまで過去の例だったんです。最近、一いち衣えの症状は急激に進行して、今では下半身と右腕の自由がきかなくなってしまいました。そして、さらに症状が進行するのは明日──いえ、今この瞬間にも一衣の身体からだの自由は奪われてるかもしれないんです。だから、俺おれは……」

　言葉につまり、テーブルに視線を落とす一いち護ご。その肩は小刻みに震えていた。

「そういうことだったのね」

　葉は桜ざくらが重たい吐息と共に、そう言葉にした。

　淡あわ雪ゆきは沈痛な表情で一護のことを見つめている。

　一護の気持ちが理解できるなんてことは簡単には言えない。けど、どうして一護がパーティーを解散するとまで言ったのか。

　その理由と覚悟は理解できた──そんな表情だった。

　少しの時間、三人の間を沈黙が支配した。

　そして、その沈黙を破ったのは葉桜だった。

「ねえ、一護くん。一護くんが無む謀ぼうともいえる行動をしようとしている理由は理解しました。そうなってしまう気持ちも、わかったつもりではいます。でも、今日だけは私の言うことを聞いてくれないかしら？　まだ私のことを仲間と思ってくれてるんだったら、お願いします」

　そう言って、葉桜は真しん摯しな瞳ひとみで一護のことを見つめる。

「先せん輩ぱいの言うことって？」

「今日の攻略は他のギルドに任せて休みましょう。で、一護くんの時間を私にください」

　葉桜の意図がわからなくて、一護は微かすかに首を傾けた。

「ええと、先輩がどんな説得をしても、俺の気持ちは変わらないですよ？」

「うん、それはわかってる。だから一護くんの説得をしようとか思ってないわ。本音を言えば心変わりしてくれることを願っていないとは言わないけど。でも、時間が欲しいのはどちらかと言えば自分のため。色々と自分の気持ちを確かめるための時間」

　葉桜が何を確かめたいのか、一護にはわからない。けど、その瞳はどこまでも真剣で、そして必死だった。だから、

「わかりました。今日は先輩の言うことをききます」

　一護はそう答えた。

「うん、ありがと」

　葉は桜ざくらはホッとしたように少しだけ口元を緩めた後、

「──それと、今日、一いち衣えちゃんに会わせてもらえないかな？」

　そう付け加えたのだった。
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「ってことで、今、外に葉桜先せん輩ぱいと淡あわ雪ゆきが来てるんだけど、会ってくれるかな？」

「ほほう、それはそれは、なかなかに面白い展開を用意してくれますねー」

　一衣の眉まゆがきりりと吊つり上がる。

　いつもよりもかなり早い時間に帰宅した一いち護ごに一衣は最初喜んだが、一護から葉桜たちが一衣に会いたがっていると聞いた途と端たん、その表情は険けわしくなった。

「正妻であるこの私に浮気相手風情が堂々と会いに来るとは。それもふたり同時に。これはあきらかに私に対する挑戦だと思っていいわけですね？」

「いや、挑戦じゃないと思うぞ。それに正妻でもないし、浮気相手でもない。っていうか、ツッコミどころが多すぎてツッコミきれないし」

「よろしい、ならば戦争だ！」

　一衣はまるで話を聞いていなかった。

　ひとりで興こう奮ふんしているようだ。けどまあ、

「それはつまり、家の中に入れても良いってことで問題ないよな？」

「もちろん。私はいつ如い何かなる時でも逃げたりはしませんから。それに純粋に興味がありますし。お兄ちゃんの浮気相手が、果たしてどのような女子なのかに」

「んじゃ、連れてくるよ」




「──負けた……美び貌ぼうでは明らかに私の負けです……」

　リビングへと入ってきた葉桜と淡雪を見て、一衣ががっくりと項うな垂だれた。と思ったら、

「な、なんですか、この反則級のふたりは。ひとりは完かん璧ぺきな大和やまと撫子なでしこ風の黒髪美人。容姿が整っているのはもちろん、見るからに勉強も運動も得意そうで、それでいてフレンドリーな雰ふん囲い気きも漂わせている。まさに理想的な姉とも言えるその驚きよう愕がくのスペック。思わず私も無条件で懐いてしまいそうです！」

　いきなりハイテンションでそんなことを言い出した。

「さらにもう一人の方。小さな身体からだに整いまくった容姿、陶とう器きのように白く美しい肌。赤い瞳ひとみは可愛かわいらしさと妖よう艶えんさが同居し、何よりもシルクよりも滑らかそうな髪の毛は思わず撫なでたくなってしまいます！　なんですか、あなたはお人形さんですか！」

　あまりのテンションの高さに葉は桜ざくらと淡あわ雪ゆきがリビングの入り口で唖あ然ぜんとしていた。

「ええと、こんな妹なんだけど、基本的にはまともなんで、あんまり警戒しないで仲良くしてもらえると嬉うれしいです」

「基本的にはまともってなんですかお兄ちゃん！　私はすべてにおいてまともですよ！」

　そんな一いち衣えの抗議は無視して、ふたりをテーブルへと案内する。

「ふたりとも飲み物はどうします？　一応、紅茶とコーヒー、あと牛乳もあるんでカフェオレとかなら作れますけど？」

「それじゃあ紅茶をいただこうかしら」

「私はカフェオレでお願い。砂糖たっぷりの甘めで」

「了解です。一衣は？」

「私もカフェオレでお願いします。いつもどおりお兄ちゃんの愛情たっぷり甘めで！」

　一衣がドヤ顔でそんなことを言う。

　本人的には上う手まいことを言ってやった！　というリアクションだったけど、空気的にはダダ滑りだった。

　葉桜と淡雪は一衣のテンションについて行けなくて、唖然としたままだった。

　にしても、この後、果たしてどんな展開になるやら……。

　そんな一いち護ごの心配は──、




「へえ、葉桜先せん輩ぱいは生徒会長さんなんですねー」

　──意外なことに杞き憂ゆうに終わったのだった。

「ええ。って言ってもまだまだ未熟な身だから、他の役員のサポートのお陰で何とか務まっているようなものだけど」

「またまた、ご謙けん遜そんを。こうやってお話してるだけでもわかります。葉桜先輩が立派な生徒会長さんだっていうことは。むしろ、ウチの兄が足を引っ張ったりしてませんか？」

「全然。ひとりだけ一年生なのに他の役員よりも率先して仕事をしてくれるし、仕事を覚えるのも早いし、細かい部分に気が利くから先輩たちからも可愛かわいがられているし」

「ま、まあ、そうですよね～。なんせ私のお兄ちゃんですから～」

　大絶賛する葉桜の言葉に、一衣は嬉しさを隠せないように頬ほおを緩ませる。

「淡雪さんはお兄ちゃんとは幼なじみだったんですよね？」

「うん。私にとって一護くんは白馬に乗った王子様みたいな存在」

「は、白馬に乗った王子様とは、これまた大げさな」

「全然大げさじゃない。あの時、ひとりぼっちだった私に手を差し伸べてくれた一護くんは、本当に私にとって王子様だったから」

「良かったら詳しく聞かせて貰もらってもいい？　私も牧まき野のヶが池いけさんの一いち護ごくんとの出会いを聞いてみたいから」

　葉は桜ざくらの促しに、淡あわ雪ゆきはこくりと頷うなずく。

「私と一護くんが出会ったのは小学校の低学年の時。私は転校生で、一護くんと同じ学校に通っていたのはたった二ヶ月ほどだったけど。だけど、あの二ヶ月は私にとって宝物だって言えるくらいに大切なもの」

「ええと、どうしてお兄ちゃんが淡雪さんの王子様になったんですか？」

「ひとりぼっちだった私を一護くんが助けてくれたから」

　淡雪がうっとりとした表情でそう言う。

「助けてくれたって？」

「私、あの時イジメられてたの。最初、男の子たちから意地悪されるようになって、女の子たちからは無視されて。それで気がついたら男の子たちからも無視されるようになった。私、みんなから嫌われるようなことをしたつもりは無いのに、誰も私と話してくれないし、見てもくれない。どうしてなんだろうって毎日悩んで、辛つらくて、ひとりぼっちで。そんな時、一護くんが手を差し伸べてくれたの。良かったら一緒に帰らない？　って」

「おお！　さすがお兄ちゃんです！　困っている人がいたら放ほうっておけない隠れ熱血ヒーロー！」

「あんまり隠れって感じでもないけどね。むしろ、最近は熱血すぎて手を焼いてるし」

　葉桜がジト目で見てきて、一護は肩をすくめた。

「あの時の一護くん、本当にカッコ良かった。周りからお前も一緒に無視するぞって言われた時も、無視するんならすればいい。そんなヤツ、俺おれの友達じゃないって言ってくれて」

「おおお！　見たかったです！　そのシーン、私も見たかったですよー！」

　鼻息荒く興こう奮ふんする一いち衣えに、葉桜と淡雪が苦笑する。

　けど、その表情は優しかった。

「他にもないんですか？　お兄ちゃんのカッコイイ伝説。いくらでも聞きますよ」

「ええと、それじゃあ一護くんが入学式に大遅刻してきた時の話でもしましょうか」

「おお、例のあの事件ですね！　楽しみですー」

　こんな会話がもうかれこれ三十分は続いていた。

　なんせ一護のことが大好きすぎる三人だ。

　奪い合い、意地の張り合い、ヤキモチ合戦になるかと思いきや正反対。

　誰かが一護を褒ほめると他のふたりがそれに同意し盛り上がり、そして自分の好きな人が他人に褒められているのを聞くのは気分が良いものなので、結果的にみんなしてご機き嫌げんになる。

　どんどん気分がよくなり、みんなしてますます一護を褒めまくるという、妙な甘々空間が出来上がってしまったのだ。

　楽しそうな女性陣に対し、一いち護ごはなんとも言えない居心地の悪さにソワソワしていた。

　なんせ自分の目の前で女の子たちがこれでもかとばかりに自分を褒ほめ称たたえ、持ち上げるのだ。

　この状況を楽しめるのはよっぽどの自信家かナルシストだろう。

　かと言って逃げ出すための場所も理由を見つけられず、小さくなって女性陣たちの楽しそうな会話を聞き続けること、さらに一時間。

「──けど、お兄ちゃんのことを一番愛しているのは間違いなくこの私ですけどね！」

　一いち衣えの放ったそれが宣戦布告の一言だった。

「「む」」

　さっきまで笑顔だった葉は桜ざくらと淡あわ雪ゆきの表情に緊張が走る。一瞬にして千せん畳じよう敷じき家のリビングにはピリピリとした空気が充満していた。

「そ、それはどうかしらね？　一衣ちゃんがいくら血の繋つながった妹とは言え、一護くんのことを一番愛してるかどうかはわからないんじゃないかしら？」

「うん。兄妹きようだいの愛情は確かに強いと思う。けど、兄妹だからこその限界がある。それ以上に強い愛情で結びつき合う存在はいると思う。たとえば幼いころに偶然の転校で知り合った運命の相手とか」

「牧まき野のヶが池いけさん。何勝手に自分が運命の相手、みたいな言い方をしてるのかしら？」

「私は事実を言っただけ」

　バチバチと火花が散っていた。

　さっきまでの褒め殺し合戦もキツかったけど、この空気はそれ以上に厳しいものがある。

　そして、今までの経験則からして、この流れは最終的に一護に飛び火してくる可能性が非常に高いのだ。

『なら、誰の愛情を一番感じているか、一護くんに決めてもらいましょう？』的な感じで。

　それは絶対に答えの出ない──というか選ぶことの出来ない選択肢。そうなった時にどうやって切り抜けるか、今から考えておかないと。

　一護が危険回避のために脳をフル回転させていると、助け舟は意外なところからやってきた。

「あ、お兄ちゃん。私、コーラが飲みたいからちょっとコンビニで買ってきて」
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「もう一度言いますね。お兄ちゃんのことを一番愛しているのはこの私です」

　一いち護ごが家の外に出ていったのを音で確認した後、一いち衣えはもう一度言葉にした。

　そして葉は桜ざくらと淡あわ雪ゆきの顔をしっかりと見つめた後、

「だから、お兄ちゃんの将来の幸せを一番願っているのも、この私だと思います」

　そう続けた。

　その声音は穏やかで、でもどこまでも真剣で、

「私、お兄ちゃんのことが大好きなんです」

　そして切実だった。

「多分、聞いてると思いますけど、八年前、私は突然病気になりました。治ち療りよう方法の見つかっていない難病です。私の両足は自分の意思で動かせなくなり、私の生活は誰かに介護してもらわなければ成り立たないものになりました」

　まるで他人ごとのように淡々と語るその口調が、逆に一衣の心の痛みを物語っていた。

「そんな私をずっと介護してくれたのはお兄ちゃんでした。まだ小学校の低学年の時からです。放課後は友達といっぱい遊びたかっただろうし、部活動や習い事だってしたかったと思います。けど、お兄ちゃんはいつだって私のことを最優先にしてくれました」

　それも、いつも笑顔で、そのことを苦痛になんてまるで思っていないような態度で。

「学校が終わるとすぐにお家に帰ってきてくれてずっと私と遊んでくれて、私が困っていれば何でも手伝ってくれて、自分のお小遣いで私のためのオヤツとかも買ってきてくれて。毎日、そんな風に私のために時間を使ってくれて、私のために生きてくれて、それが嬉うれしくて、でも心苦しくて。それで、私、小学校五年生くらいの時だったかな？　一回言ったんです」

　一衣はそこで一いつ旦たん区切って、小さく息を吐いた。

「私のことはもう放ほうっておいて、自分の好きなことをしていいよって。そしたらお兄ちゃん、なんて言ったと思います？」

　ちょっとだけ嬉しそうな表情を浮かべて、一衣は続けた。

「俺おれは今、自分が一番好きなことをしてるんだから何の心配もするな、って。むしろ一衣が一緒に遊んでくれないって言ったら俺は盛大に落ち込むぞ、って。大好きな妹に嫌われちゃったんだって、もう立ち直れないくらいに落ち込んじゃうな、って、笑いながらそう言われて。だから私、言ったんです。もう、しょうがないな～お兄ちゃんは。ほんとに妹大好きのシスコン兄なんだからって。けどまあ、私もお兄ちゃん大好きのブラコン妹だからお似合いだねって。そうやって茶ちや化かさないと泣いちゃいそうでしたから」

　そう言う一衣の大きな瞳ひとみには涙が浮かんでいる。

「まあ、お兄ちゃん大好きなブラコン妹ってのは本当のことなんですけどね。私はお兄ちゃんのことが大好きです。兄妹きようだいとしての、家族としての愛情はもちろん、純粋に異性としても好きです。誰にも奪われたくないくらいにお兄ちゃんのことが大好きです。でも、でもね……」

　テーブルの上に載せられた一いち衣えの左手が小さく震えている。

　何度か迷うように小さく「でも……」と呟つぶやいた後、

「……でも、私はきっと助かりません」

　一衣はふたりの顔を見ながら、はっきりとそう言葉にした。

「私の病気は治らないんです。それほど先が長くないのもわかってます。自分の身体からだのことですから、自分が一番よくわかってるんです」

　笑おうとして、頬ほおが痙けい攣れんしたように震える。上手に笑えなくて、瞳ひとみに浮かんだ涙がつーっと頬を流れ落ちた。

「だから、お兄ちゃんのことをよろしくお願いします！」

　そう言い切って、今度はさっきよりも上手に笑ってみせた。

「私が死んでしまったら、お兄ちゃん、きっとすごい落ち込むから。そんなこと全然ないのに、自分のせいだとか言い出すから。もっと一衣のために色々出来たはずなのにって絶対に後悔するから。だから、お兄ちゃんのこと、よろしくお願いします」

　葉は桜ざくらと淡あわ雪ゆきの瞳にも涙が浮かんでいた。













　掛ける言葉は何も思い浮かばず、ふたりしてただ一いち衣えを見つめていた。

　優しい言葉をかけても、励ますようなことを言っても、全部気休めでしかない。

　それがわかっているから、ふたりは何も言えなかった。

「おふたりがお兄ちゃんに似合わない女の人ならすぐに追い返そうと思っていました。私と同じくらいにお兄ちゃんのことが好きじゃないようであれば叩たたきだしてやろうと考えていました。けどまあ、お二人は合格です。さっきのお兄ちゃん褒ほめまくり大会、すごく楽しかったですから。これなら安心してお兄ちゃんを任せても良いかなって、そう思えました。だから──」

　最後は一衣らしい、とびっきりの笑顔を浮かべて、

「私が死んじゃった後、お兄ちゃんのことをよろしくお願いします！」
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「ねえ、牧まき野のヶが池いけさん」

　あの後、一いち護ごの手作りの夕飯をご馳ち走そうになり、そろそろ良い時間になったところでお開きになった。

　生ぬるい夜の風が吹く中、葉は桜ざくらと淡あわ雪ゆきは言葉数少ないまま帰宅の途へとついていた。

「なに？」

　振り返る淡雪の顔にはいつもよりもさらに感情が浮かんでいないように見える。

「正直、参ったわよね」

　葉桜がそう呟つぶやいて、髪の毛をワシャワシャとかき混ぜた。

「かなり参っちゃった。ほんと、もう、困っちゃうわよね」

「うん」

「あんな風にさ、あんな風に言われちゃったら、なんとかしてあげたいって思っちゃうじゃない」

「うん」

　一護がどうしてあそこまで必死だったのか、葉桜と淡雪にも理解できてしまったのだ。

　もちろん一護ほどの感情があるわけでは無い。

　今日出会ったばかりで、話した時間は多分三時間くらいだと思う。

　けど、それだけの時間にも拘かかわらず、なんとかしてあげたいって思ってしまった。

　一衣のことを救ってあげたいって。

「いい子、だったわよね」

「うん」

「って、さっきから『うん』しか言ってないし」

「だって、他に言えることないから」

　そう呟つぶやく声は微かすかに湿っている様に聞こえた。

「私ね、こう見えてかなり欲張りなのよ」

「うん」

「って、ここは『うん』を求めてないから！」

「でも、今のところも他の返事はしようがないから」

「あのねえ」

　いつものようなふたりのやり取り。だけど、今はやはりいつもよりも元気がなかった。

「ま、いいわ。で、私はかなり欲張りな上にひとりっ子なの。で、昔からずっと思っていたわ。可愛かわいい妹が欲しいって」

「い、いきなりそんなことを言われても困る。私にも都合がある」

「別にあなたを妹に欲しいなんて言ってないわよ！」

「わかってる。軽い冗談」

「まったく。普段冗談なんて言わないくせに、こんな時だけ冗談言わないでよ。で、私は可愛い妹が欲しかったの。そして今日、巡り合っちゃったわけよ。理想の可愛い妹に」

「それは私も一緒。一いち衣えちゃんなら私の妹に文句なし。一生、面倒をみてあげても良いくらい」

「なら、やることは決まってるわね」

「うん」

　顔を見合わせる葉は桜ざくらと淡あわ雪ゆき。その瞳ひとみには、もう悲しみの色は無かった。

「塔を攻略して、一衣ちゃんの病気を治してみせる」

「そして、一いち護ごくんだけじゃなく、一衣ちゃんも含めてよろしくお願いしますと言わせてみせる」

　こくり、と頷うなずき合うふたり。

「これ以上、一護くんには無理はさせられない。ということは、私たちが今まで以上に無理をしないといけない。牧まき野のヶが池いけさん、本当に覚悟は出来てる？」

「そのセリフ、そっくりそのままお返しする」

「なら、明日から頑がん張ばりましょう。一護くん争奪戦も塔を攻略するまでは一時休戦ってことで」

「うん」

　ふたりはしっかりと握手を交わしたのだった。
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「本当にいいんですか？」

　翌日、東京聖塔トウキヨウジグラートを訪れた一いち護ごは葉は桜ざくらと淡あわ雪ゆきにそう尋ねた。

　昨日は反対していた積極的なボス部屋の探索＆ボス討伐をふたりが認めると言うのだ。

「ええ。ダメって言ったところで、じゃあ一人で行きますってなるだけでしょうし」

「それで放ほうっておけるくらいだったら最初から止めたりしない」

「つまり、こっちとしてはお手上げなわけ」

　言葉通り、呆あきれ気味の顔で両腕を上にあげる葉桜。

　その隣となりで淡雪も無表情のまま同じポーズをとった。

「そんな。俺おれの無む茶ちやなわがままの為ためにふたりを巻き込むのは──」

「仕方ないじゃない！」

　一護の言葉を葉桜が遮さえぎる。

「仕方ないじゃない。放っておけないんだもん。これで一護くんに付いていかなくて、それで一護くんが死んじゃったりでもしたら、私は一生それを後悔し続けちゃうもの」

「私も一緒。だったら、無茶でも無む謀ぼうでも一護くんと一緒に行動したい」

「先せん輩ぱい、淡雪……」

　一護が困った顔でふたりを見る。

　自分の無謀な行動にふたりを巻き込むつもりなんて無かった。だからこそ、パーティーの解散を提案したわけで──っていうのは綺き麗れい事ごとか。

　ふたりの好意を知りつつ攻略を手伝ってもらっていた段階で、すでに巻き込んでいたのだから。

　ふたりが自分のことを見捨てることは出来ないって、わかっていたようなものなんだから、こんな時だけ綺麗事を言って、責任逃れをするのはズルいよな。

「それと、私達も守りたいって思っちゃったのよ」

「一いち衣えちゃんのこと。できる事なら治してあげたいって」

　そう言うふたりの表情は真剣そのものだった。

　心から本気でそう思ってくれている、真しん摯しな瞳ひとみをしていた。

　それが嬉うれしくて、一護の目頭が熱くなる。

「ありがとうございます。先輩、淡雪」

「いいわよ。私たちは好きでやってることだから」

「ここで一護くんと一衣ちゃんに恩を売っておくのもわるくない」

「そういうこと。全部上う手まくいったら、後で倍返ししてもらうし」

「一いち護ごくんを一生私たちに頭が上がらなくする予定だから」

　もう、この時点で一生頭があがらないくらいの恩義を感じている。本当に自分はなんて幸運に恵まれているんだと、一護は心から感謝した。

「本当にありがとうございます。じゃあ、引き続き俺おれに力を貸してください。けど、ひとつだけ約束をしてください」

「約束？」

「はい。絶対に無む茶ちやはしないって」

　一護のその言葉に葉は桜ざくらと淡あわ雪ゆきはなんとも言えない表情を浮かべた。

「よりによって一護くんがそれを言うかなあ」

「自分は私たちのそのお願いを突っぱねたくせに」

「うっ！」

　ジト目のふたりにそう言われて一護が言葉に詰まる。

「で、でも、こんな俺の無茶のために、先せん輩ぱいたちに無理をさせるわけには」

「無茶をしなけりゃどうにもならない問題だから、一護くんも無茶とわかってて我を通そうとしたんでしょ？　そして私達はそれに付き合うって言ってるの。つまり無茶をしないという約束は出来ないわ」

「一護くんと同じくらいの無茶はすると思う」

「うぅ……」

「これで、今まで私たちが散々感じていた不安とか不満とかを少しはわかってもらえたかしら？」

「どれだけ私たちが気をもんでいたか、少しは一護くんも思い知るといい」

　ここぞとばかりに反撃されて、一護はタジタジになった。

　一護の眉まゆがハの字になって、葉桜と淡雪は少しだけ溜りゆう飲いんが下がった表情を浮かべる。

「それじゃあ、とりあえず行きましょうか。四十階へと。みんな、無茶をし過ぎない程度に無理をする方向で！」

　葉桜がそう宣言して、一護と淡雪は頷うなずいた。
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　砂漠のフィールドの中央に位置する巨大なピラミッド──それがこの階層の攻略エリアだ。

　ピラミッド内は複雑に入り組んだ迷宮になっており、徘はい徊かいする怪物もマミーやリビングデッドなどアンデット系が多く非常に耐久性が高い。

　さらに落とし穴や隠し扉、回転床、毒や呪のろいなど致命的なステータス異常を引き起こすトラップの数々。

　正統派のダンジョンとして非常に高難易度のステージとなっていた。

　本日の冒険を開始してすでに三時間ほどが経たち、三人の疲労も結構溜たまってきている。

　どこか重苦しくなってきた空気を打ち払うように、一いち護ごは葉は桜ざくらに話しかけた。

「この階のボスはどんな敵なんでしょうね？」

「ダンジョンがピラミッドなんだから、やっぱりそれにちなんだモンスターなんじゃない？」

「スフィンクスとか、ツタンカーメンとかですか？」

「うん。可能性は高いと思うわ。あ、ちなみに言っておくけど、もしボスを見つけても麒き麟りんの時みたいにいきなり高こう速そく剣けんの真名解放は止やめてね。それ以外に方法がないとなったら使用を認めるしか無いけど、その前にきちんと私たちに出来る手段を色々と試してみること。ＯＫ？」

　葉桜の確認に頷うなずく一護。

　自分のわがままに巻き込んで、思い通りにならなかったら解散しましょうとまで言ったのに、それでも手伝ってくれる人だ。

　その意見は最大限に尊重する。そう心に決めた。

「はやくボスまでたどり着けると良いけど」

「けど、このダンジョン、かなり難しい。クロネコさんの作ったマップを見ながらでも迷子になりそう」

　淡あわ雪ゆきの言うとおり、ピラミッドの通路の入り組み方は相当なものだった。

　マップ上では、ピラミッドの内部は七階層の構造になっているらしい。

　けど、傾斜のついた通路に大きさが不ふ揃ぞろいな扉の数々、ランダムに配置された階段などのせいで、自分が何階にいるのかさえも把握できないのだ。

　二階を歩いていたつもりが、緩やかに通路が上昇していて、いつの間にか四階の高さになっていた、なんてことがしょっちゅうあるマッパー泣かせの構造だ。

「にしても、相変わらず凄すごい完成度ね、クロネコのマップ」

　ピラミッドの探索は終わっていないので、当然マップも未完成のままだ。

　けど、その精度はまるで自分が直接探索しながらマッピングしたのではと思うほどに完かん璧ぺきなものだった。

　それをクロネコは塔覇士ハンターから仕入れた情報だけを元に書き上げている。

　ものすごい才能だった。現実の世界では一体どんな仕事をしているのか、思わず興味がわいてしまうほどに。

「けど、下手したら今回は探索だけで結構な時間を取られちゃうかもしれないわね。他のギルドがボス部屋を発見したって情報もまだ入ってこないし、クロネコも今回はまるで予測がつかないって言ってるし」

　数々のマップを書いてきたクロネコは、ある程度の情報が揃そろった段階で、大体どのあたりにボス部屋が配置されているかの予測が出来るらしい。

　その的中率は80％を超えるため、ボスの討伐をどうしてもしたい各ギルドが結構な値段でその情報を買っていたらしいけど、今回ばかりは予測は無理という判断をクロネコがしたのだ。

「やっぱり、ボスだけでなくダンジョンの難易度もかなりあがってきてるんですね」

　三十九階の無限回かい廊ろうも本来であれば攻略にもっと時間がかかっていたであろうダンジョンだ。

　たまたま一いち護ごが最初に選んだ転送装置がボス部屋へと繋つながり、さらに言えばボス部屋に辿たどり着いたのが高こう速そく剣けんを使える一護だった。

　その偶然がふたつ重なった結果、僅わずか一日で攻略するという幸運を手に入れることが出来たのだ。

「なんだかんだ言って、もう四十階だしね」

　残す階数はこの四十階を入れて、十一フロア。難易度があがるのは当然のことだ。

「今回も前の階みたいに運良く私たちでボス部屋を見つけることが出来ると良いけど」

「他のギルドに見つけられちゃうと、どうしても足止めされちゃいますしね」

　ボスを優先的に討伐する権利はその発見者に最大で九十六時間与えられることになる。

　これはボスを討伐することで得られる経験値とドロップアイテムの価値が非常に大きいため、誰がボスを倒すかで過去に大きな諍いさかいが起きた結果、塔覇士ハンター同士の間でこの取り決めが出来たのだ。

　あくまで取り決めである以上、破ることは出来る。が、これを破ってしまえば、今後、聖塔で活動していくのは実質不可能になるであろう。

　優先討伐権はそれくらいに重要な取り決め事なのだ。

「最悪、ドロップアイテムは全部譲じよう渡とするから的な条件で討伐権を譲ってもらえるように交渉したりも出来るでしょうけど」

「確実に足下見られると思う」

「そうね」

　淡雪の言葉に頷うなずく葉は桜ざくら。

　ボスの討伐で一番オイシイ部分はドロップアイテムにある。それを得るために命懸けともいえるボス戦をみんなこなすのだ。

　そのドロップアイテムを放棄してまでボス戦を行いたいというのは、普通であればありえないことで、そんな条件を提示する時点でこっちはワケありであるということを大々的に宣伝しているようなものだ。

　であれば、その交渉では確実に足下を見られることになるだろう。

「だから、その交渉も背に腹は変えられない時の最終手段になるけど。まずは自分たちでボス部屋を見つけられるように頑がん張ばりましょう」

「無限回かい廊ろうの時と同じように、一いち護ごくんの直感に期待する」

「直感というよりは運の良さかな」

　一護の能力値は総じて低い。現在活動している塔覇士ハンターの中では最低ランク──というより、まさに最下位の能力値だろう。

　しかし、運のパラメーターだけはずば抜けて高い。

　最初の段階で91、レベルアップした今では98というほぼ最大値と言える驚きよう愕がくの数値を誇っているのだ。

「じゃあ、次の分ぶん岐きはどっちに進むか一護くんに選んで貰もらおうかしら。ちょうどクロネコのマップも途切れているところだし」

　葉は桜ざくらがそう言って立ち止まったのは丁てい字じ路ろだ。正面は壁になっており、左右どちらに進むかの選択を一護に促してくる。

　左側の道はかなり急激に下っている通路でボス部屋が地下にあると考えればこちらが正解かもしれない。

　逆に右の道は突き当りに階段が見える。ボス部屋が三角形の頂点にあると考えればこちらに進むのが近道だろう。

「一護くん、どうする？」

「う～ん、そうですね」

　直感に頼ろうかと思いつつも、正直どっちにもピンと来ない。運の良さなんて意識的に実感できるものじゃないから仕方がないのだけど。

　ただ、ここでどっちを選ぶかは結構重要な選択だったりする。

　ピラミッド内をここまで冒険してきた感じだと、正解の方のルートは比較的進みやすい構造になっているのに対し、不正解の方のルートはトラップやモンスターの配置が多いのだ。

　なので、できれば不正解の方は避さけたいわけで。

「一護くん、どう？」

「何か感じる？」

　──い、意外とプレッシャーが掛かるな、これ。

「そ、そうだなあ。どっちも結構それっぽい感じで難しいんですけど、意外とこの突き当りの壁に隠し通路の仕掛けとかあったりして」

　そんなものが本当にあるとは思わないけど、取りあえず時間稼ぎでと壁に触れてみたところ、

　──カチッ

　とスイッチのようなものが入る音がみんなの耳に届き、一いち護ごの指先には石を押し込むような感触が伝わってきた。

　というか、ちょうど人差し指分のサイズだけ壁の中にめり込んでいる。

「「おおお！」」

　両隣どなりで葉は桜ざくらと淡あわ雪ゆきが同時に驚きの声をあげた。

　そこには歓喜の色も混じっている。

「さすが一護くんね。こんな何の変へん哲てつもない壁の、しかも指先サイズのピンポイントな仕掛けを見つけ出すなんて」

「か、完全に偶然ですけどね」

　まさか、本当にこんなところに隠しスイッチがあるとは思っていなかったわけで。

「それで、どうなるのかな？」

　淡雪がキョロキョロと周囲を見回す。

　スイッチを押した以上、なにか変化が起きるはずだが──。

　まず、左右の通路を交互に見やる。けど、そこには特に変化が起きてはいなかった。

　目の前の壁にも、指で押し込んだ部分以外に変化は無い。

　ペタペタと壁の他の部分にも触れてみるけど、そこにあるのは石の堅い感触だけだ。

「う～ん、何も起こらないわね」

「ここではないどこかで何か変化があるのかも」

「確かに、その可能性はあるわよね」

　ここのスイッチを押すことによって、別の場所で隠し扉や階段が出現しているパターンだ。場合によっては隠し宝箱とかが出現している可能性もある。

「けど、それはあまり嬉うれしくないパターンよね」

　一護たちのパーティーは三人組という少人数で、しかも一緒に行動をしている。

　今現在、別の場所で仕掛けが発動していたとしたら、最初にその恩おん恵けいに預かるのは不可能だろう。

「もしくは、仕掛けの始動までに結構時間が掛かるタイプかもしれませんよ」

「その可能性も結構あると思う。なんせこのエリアのモチーフはピラミッドだし、昔ながらのギミックとかを意図的に使用してそう」

　淡雪がこくこく、と頷うなずきながらそう言う。

　各フロアの世界観の作り込みの凄すごさは東京聖塔トウキヨウジグラートの特徴のひとつだ。

　樹海エリアにはものすごい数の本物の樹木が生い茂り、雪山エリアでは一日中冷たい雪が降り続く。

　火山エリアではマグマの海が広がり、海賊船エリアでは潮の香りがする本物の海の上に漂う船が冒険の舞台だった。

　そんな風に、とても現代の科学では再現できない技術で世界が構築されているからこそ、この塔を攻略すればどんな願いでも叶かなえてもらえるという夢のような話をみんな信じているのだ。

「起動するまでに時間の掛かる大掛かりなギミックか。それはそれで面白そうね」

　葉は桜ざくらが注意深く周囲を見回しながら、続ける。

「ちなみに一番私たちが望んでいないパターンは、このスイッチが罠わなの作動装置になっていて、この時間がこの場所から退避するためのものだった場合ね」

「罠、ですか？」

「ええ。たとえばこの周囲を突然壁で囲まれて毒ガスが噴き出してくるとか、この通路の幅とほぼ同じ大きさの巨大な石の玉が追いかけてくるとか、トゲトゲの付いた天井が落下してくるとか」

　ＲＰＧとかのピラミッドダンジョンでよくあるパターンの罠だ。

　確かに、そう言われるとそんな罠が発動しそうな気がしてくるのでちょっと怖い。

「あとは、今、私たちの立っている床が抜け──えっ？」

　葉桜の言葉は最後まで発せられなかった。

　今まで足の裏がしっかりと捉とらえていた感覚がとつぜん消失したのだ。

　視線を地面へと向けると、そこにはぽっかりとした穴が開いていた。

「ま、まじで!?」

　そう呟つぶやくと同時に内臓が強制的に持ち上げられるような感覚に襲われ、

「きゃぁぁぁぁぁぁあああああああ！！！！！！！！！！！！！！」

　一いち護ごたちは猛スピードで落下したのだった。
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「きゃっ！」「あうっ！」「イタッ！」

　お尻が地面に叩たたきつけられ、三者三様の声が漏れる。

　落とし穴のトラップに引っかかり、下層の部屋へと強制的に戻されてしまったみたいだ。

　体感的に落下時間は三秒くらいだろうか？

　となると、それなりの距離を落ちてきてしまったことになる。

　一いち護ごは自分たちが落ちてきた先を見上げる。そこは広い空間になっていて、天井は見えなかった。

　部屋内の薄暗さのせいもあるけど、どうやら天井まではかなりの高さがありそうだ。

「まったく、よりによって一番最悪のパターンだなんて、ツイてないわ」

「一護くんの運の良さも案外あてにならない」

「みたいですね」

　ここがピラミッドの一階部分──スタート地点の近くだったりするならば、今日一日の冒険はまるで無駄ということになるのだから。

　取りあえず現状の把握をしようと周囲を見回しながら、一護は立ち上がる。

　部屋の広さはかなりのものだ。１００平方メートルくらいの広さはあるだろうか。

　全体的に薄暗く、光源は壁に着けられたロウソクの明かりのみ。ゆらゆらと揺れるその炎の明かりがどことなく不気味さを漂わせている。

　そして地面には横幅２メートルほどの真紅の布が通路のように敷かれていた。喩たとえるならレッドカーペットだろうか。

　その布を視線で追っていくと、ちょうど部屋の中央あたりに黄金で出来た豪華な椅い子すが置かれていた。

　そこに人影があった。

「いや、やっぱりツイてたみたいです」

「そうみたいね」

「あれが、この階のボス？」

　葉は桜ざくらと淡あわ雪ゆきの視線も一護と同じものを捉とらえたらしい。

　黄金の椅子に座る人影。その身の丈は３メートルを超えている。

　人の身体からだにジャッカルの顔。手にはアンクと先端が二ふた股またにわかれた杖つえ。

　見るからに只ただ者ものではない雰ふん囲い気きを漂わせていた。

「先せん輩ぱい、あれの正体がなんだかわかりますか？」

　雰囲気で言えば、一護と葉桜がパーティーを組むキッカケとなった怪物『アスラ』に似ている。

　であれば、神の一種である可能性が高そうだが、残念ながら一護にはアレの正体が思い浮かばなかった。

「エジプト神話に出てくる神の一柱だと思うけど、ごめんなさい、私、あまり神話とか詳しくなくて」

　申し訳なさそうに言う葉桜の後を淡雪が引き継いだ。

「多分だけど、セトだと思う」

「「セト？」」

　一いち護ごと葉は桜ざくらの声が重なる。

「うん。エジプト神話の神様で九柱のひとり。ゲブとヌトの子供でオシリスの弟としても有名。神話の中ではオシリスを殺した悪役として扱われることが多い可哀かわい想そうな神様」

　淡あわ雪ゆきがスラスラとそう説明を続けた。

「へえ。っていうか、牧まき野のヶが池いけさん、神話とか詳しいの？」

「うん。今までの人生、ほとんどひとりで過ごしてきたから、本だけはたくさん読んだ。だから世界の大体の神話は頭の中に入っている」

「そ、そう」

　得意気に胸を張る淡雪に、葉桜は少しリアクションに困ったような表情を浮かべた。

「それで、具体的にはどんな感じの神様なの？」

「悪役として描かれるだけに非常に強い神様。『偉大なる強さ』という添え名を持っているくらいに」

「偉大なる強さ、ね。それは確かに強そうな名前ね」

「攻撃方法は、多分だけど砂と風を使ったものだと思う。砂漠の神様であり、嵐あらしの神様でもあるから。砂嵐を引き起こしているのはセトの仕業だって言われているくらいだから、砂嵐系の攻撃は絶対にあると思う」

「なるほど。となると、通常のダメージ以外に、目つぶし系の状態異常攻撃や足場変更などのフィールド干かん渉しよう系、さらには水分吸収などの特殊攻撃がある可能性も考こう慮りよする必要がありそうね」

　淡雪から得た情報を元に、葉桜がすぐに作戦を立てていく。

　この辺の頭の回転の速さはさすがだった。

「砂や風を障壁にして、防御に使ってくる可能性もありそうですよね」

　一護の指摘に葉桜と淡雪が頷うなずく。

「ちなみに近接戦闘の能力はどんな感じだと思う？」

「間違いなく凄すごいと思う。軍神として信仰されているし、『偉大なる強さ』の他に『王の武器の主人』という称号もあって、古代エジプトの君主であるファラオに武術を教える神様としても信仰されているくらいだから」

「接近戦でも油断ならない相手というわけか」

　なんせ相手は神なので当たり前のことだけど、かなりの強敵のようだ。

「ちなみに弱点とかわかる？　敵役の神なら、神話上で倒されたりしているはずだから、その時のシチュエーションや武器などが弱点になってると思うんだけど」

「うん、わかる。セトの弱点は──」

　そこまで言った後、淡雪は急に首を左右にふるふると振って、

「や、やっぱり言いたくない」

　そんなことを言い出した。

「い、言いたくないって、どうしてよ？　大切な情報なのよ？」

「だ、だって、一いち護ごくんにふしだらな女って思われたくないから」

　葉は桜ざくらのツッコミに淡あわ雪ゆきは少し恥ずかしそうにそう言った。

「ふしだらな女って、どうしてセトの弱点を言うだけで一護くんにそんな風に思われるようになるのよ？」

「俺おれも教えてもらえると嬉うれしいな。それに、何も聞いても別に淡雪のことをふしだらだなんて思わないし」

「ほんとに？」

「うん」

　一護が頷うなずくと、淡雪は白い肌をほんのり朱色に染めながら続けた。

「セトの弱点は、その、つまり、玉、なの」

「玉？　玉ってどこに付いてるの？　ぱっと見、見つからないんだけど？」

　葉桜がセトを凝ぎよう視ししながら首を傾かしげる。

「そんな簡単に見えたら困る場所に付いている玉だから」

「まあ、それもそうね。弱点なんだもの、見つかりやすい場所にあったら困るわよね。それで、どの辺りに付いているの？」

「腰から下のあたり」

　淡雪の言葉に従って、葉桜の視線が下降していく。

「あの腰巻きの下に隠されてるわけね。それで、何か特徴的な目印とかあるのかしら？　攻撃する時に目標にしやすいような」

「うん。色が金色なの。名前から察するに」

「金？　玉？」

　そこまで葉桜が口にして、ようやく淡雪が言わんとしている事が葉桜にも伝わった。

　一気に葉桜の顔が真っ赤になる。

「って、なななな、何を言わせるのよ、あなたは！」

「そっちが勝手に言っただけ。そんな卑ひ猥わいなことを言うなんて、ふしだらな女」

　フッ、と淡雪が勝ち誇ったような笑みを浮かべる。

「べ、別にふしだらじゃないし！　作戦の確認をしていただけだし！　って言うか、本当に弱点なの!?　そんな部分が!?」

「お、男であれば誰だって弱点だと思いますけど」

　自分の股こ間かんを剣で攻撃されることを想像して、一護は思わず身震いした。

　そこだけは絶対に攻撃されたくない場所だ。

「そ、それはそうかもしれないけど！　でも、神様の弱点って普通そういうものじゃなくて、こう、神話に基づいた」

「うん、神話に基づいた弱点がそこだから」

　淡あわ雪ゆきが冷静な声で続ける。

「兄であるオシリスを殺した後、その息子であるホルスとの八十年に及ぶ戦いの末に睾こう丸がんと片足を奪われ、地下世界へと逃げ出したの。つまり、そこが弱点」

「だ、だったら片足の方でも良いんじゃないの？」

「片足は本当の足ではなく、その、男根の比ひ喩ゆ、という解釈もあるから弱点としては弱いと思う。だから、より確実な弱点は玉だと思う」

「そ、そうなんだ……っていうか、よりによってなんて所を弱点にしてくれたのかしら」

　葉は桜ざくらがゲンナリとした表情でそう呟つぶやいた。

「ま、まあ、弱点がわかっただけでも良しとするべきでしょうね。で、一いち護ごくん、今回は一護くんに攻撃は全部任せてもいい？」

　葉桜が結構真剣な顔で訊きいてくる。

「い、いや、頑がん張ばりはしますけど、その、先せん輩ぱいも一緒に攻撃してもらえますと」

「……そうよね。うん、わかってる。冗談だから。ちゃんと私も攻撃するから」

　そう言いながらも葉桜の表情は浮かない。

「斬きるのかぁ。あいつのアレを私の三み日か月づき宗むね近ちかで斬るのかぁ」

「気持ちはわかりますけど、気合い入れていきましょう先輩。気合い入れて、俺おれと先輩であいつのこと、去きよ勢せいしてやりましょう！」

「きょ、去勢とか言うなー！」

　──それが戦闘の合図になった。








　　　　◇◇◇









　──そして、この戦闘は一護たちにとって悪夢そのものだった。

　エジプトの軍神はその名にまるで恥じない強さを誇っていた。

　近づけば手に持つ二ふた股またの杖つえと体術で隙すきのない攻撃を繰り出し、ダメージを与えた所で一瞬で回復してしまう。

　右手に持つ、生命を意味するアンクの恩おん恵けいであろう。

　そのアンクを奪おうと試みてみるも、単純な戦闘能力でいえば、セトはパーティー内で最強を誇る葉桜を軽く凌りよう駕がしていた。

　アンクを奪うどころか触れることすら出来ない。

　それどころか、一度目の高こう速そく剣けんを使用した一いち護ごの攻撃ですら、ほとんど防いでしまうくらいの技量を誇っているのだ。

　攻撃に関しては完全に手詰まり状態に陥っていた。そして、

「一護くん、右に避よけてっ！」

「んくっ！」

　淡あわ雪ゆきの悲鳴のような声に反応して、一護は右に転がるようにして身体からだを投げ出した。

　直後、耳をつんざくような轟ごう音おんが、さっきまで一護が居た場所を通り抜けていった。

　その風圧で一護の肌が切れ、血が吹き出す。

　一護はすぐさま立ち上がり、通り抜けていった何かに視線を合わせた。

　それは宙に浮かぶ矛ほこ。

　まるで矛自体に自我があるように自由自在に飛び回り、様々な角度から音速を超える速度で攻撃をしてくる、非常に厄やつ介かいな相手だ。

　コイツのせいで、一護も葉は桜ざくらもセト本体に意識を集中することが出来ないのだ。

　セトに意識を集中すれば、視界の外から一気に襲いかかってくる。それも、すべてが必殺と呼べるであろう威い力りよくの一撃だ。

　であれば先に矛をなんとかしようと攻撃をしてみても、まるでダメージを与えられている感触はなかった。ダメージの累るい積せきがまるで感じられないのだ。

　一撃で破壊できるくらいのダメージを一回で与えられない限りはいくら攻撃をしても無意味だと思う──というのが葉桜が出した見解だった。

　なので、無視するしかない、という結論に至ったのだ。

　攻撃は手詰まり。防御はなんとかギリギリ持ちこたえているという絶体絶命の状態。

　このまま戦闘が長引けば、蓄積されたダメージと疲労で、一護たちの敗北は間違いないように思われた。

「けど、神話の中のセトはあんな武器も持っているのか？」

　肩で大きく息をしながら一護は淡雪に訊きく。

「ううん、セトにはそんな武器は無かったと思う。だから、あれはバアルの持つ武器、マイムールだと思う」

「バアル？」

　ここにきて、いきなり聞きなれない単語が出てきて一護は首を傾かしげた。

「ウガリット神話に出てくる神様。右手に矛マイムールを持ち、左手には稲妻ヤグルシを握る姿で有名な」

「え？　でも、あいつはセトなんだろ？　エジプト神話の」

「うん。外見、持っている武器からして間違いない。そして、セトであると同時にバアルでもあるんだと思う」

「どういう、こと？」

　一いつ旦たん、後方まで引いてきた葉は桜ざくらが会話に加わる。

　その姿はすでにボロボロだ。全身の至る所を切り刻まれ、手足は血で赤く染まっていた。

「セトとバアルは同じ嵐あらしの神様として同一視されることが多いから。神話の世界では似たような神様が同一視されることは結構多いの。有名なところで言えばギリシア神話とローマ神話の神様。海の神様であるネプチューンとポセイドン、愛と美の女神であるヴィーナスとアプロディーテー、戦神のマルスとアレスとかは一いち護ごくんたちでも聞いたことくらいあると思う」

「ああ、確かにその名前なら聞いたことがある。で、そいつらは各神話で違う名前を持っているけど、ベースとなっているものは同じ──って解釈でいいのか？」

「うん。そして、目の前にいるあいつはエジプト神話のセトであり、ウガリット神話のバアルでもある。つまり、ひとつの身体からだに二つの神格を宿している存在」

「神様二人分の強さを持っているってわけか」

　──それなら、あいつのあの尋常でない強さの理由がよくわかる。

「そして、さらに厄やつ介かいなことにバアルは旧約聖書や魔術書であるグリモワールの中にも悪魔として登場する。蝿はえの王として有名なベルゼブブ。それがバアルのもうひとつの名前」

「つまり神様であり悪魔でもあるってこと？」

「うん」

「なるほどね」

　ごくり、と葉桜が生なま唾つばを飲み込んだ。

　東京聖塔トウキヨウジグラートの中にはたくさんのモンスターが徘はい徊かいしている。ボスの種別も様々だ。

　二十五階のボスであった飛ひ燕えんのような人間タイプの他に、クイーンタランチュラやサンドワームなど凶暴で巨大な昆虫や動物タイプのモンスター。

　ワイバーンやヒュドラなどのドラゴン。

　三十九階のボスであった麒き麟りんに代表される霊獣。

　凶暴で強大で強力なモンスターたちが今まで何度も塔覇士ハンターたちの前に立ちふさがり、命を奪ってきた。

　そして、そんなモンスターたちの中でも、特に戦いたくないと塔覇士たちの間で言われるのが神族と悪魔の二種だ。

「──つまり、最低最悪の相手ってわけね」

　葉桜の声は掠かすれていた。

　ふたつの神格を有し、さらには最大級の悪魔の名前も冠する、今までの中で間違いなく最強の敵。絶望的な緊張感が一護たちを支配する。

「先せん輩ぱい、ここはやっぱり俺おれが──」

「ダメよ」

　一いち護ごの提案を葉は桜ざくらがあっさりと却きやつ下かする。

「けど、それしか方法は無いです」

　葉桜の攻撃が、セト相手にまるで通じていないのは今までの戦いでわかっている。

　であれば一護の奥の手を使うか、一いつ旦たん退いて対策を考えるしか方法はない。

　けど、一旦退くという選択肢は選ぶことが出来なかった。

　時間がないというのも、もちろんある。

　けど、それ以前に、この場ではその選択肢を選ぼうにも選びようが無いのだ。

「この部屋に逃げ道はないんですから」

　百平方メートルくらいの正方形のこの部屋は、四方すべてが石の壁になっており、そこに扉の類はついていない。出口が無いのだ。

　もしかしたら、隠し扉的なものが用意されているのかもしれない。けど、それを探すには、まず目の前の敵を倒す必要があった。

　他にもレビテーションなど浮遊系の魔法があれば、落ちてきた上方から脱出が出来るかもしれないが、今の一護たちに浮遊系の魔法はない。

　つまり、セトを倒さない限り、どうやってもここから出ることは出来ないのだ。

　であれば、取れる手段はひとつしかなかった。

「俺が、高こう速そく剣けんの真名を開放して、アイツを倒します」

　刀の柄つかを強く握って、一護が軽く腰を落とす。

「だからダメだってば！　まだ他に方法はあるかもしれないでしょ？　それに、今の一護くんに真名の解放が使えるとは思えない」

　葉桜が強い口調で続ける。

「一護くん、自分で気づいてる？　さっきの一度目の高速剣。いつもよりも全然スピードが出ていなかったわよ。私の目でも一護くんの動きがはっきりと見えるくらいに。それに、発動時間だって短かったわよね？」

　葉桜の指摘に一護は言葉に詰まる。その自覚は確かにあったのだ。

　高速剣を発動した状態でもほとんどの攻撃がセトに阻まれた。

　それはセトの戦闘能力が非常に高いのも理由のひとつだが、ここにきて一護の高速剣の性能が落ちてしまっていたのが大きく影響していたのは間違いなかった。

　高速剣を発動した時点で感じた、今までにないほどの激痛。歯車がきちっと噛かみ合っていないような違和感。とてつもない身体からだの重さ。

　さっきの使用ではっきりと証明されてしまったのだ。すでに一護の身体と精神は、ただの高速剣の負荷でさえ耐えられていないことに。

　だから、今の状態で真名の解放が出来るかどうかは、葉は桜ざくらの言うとおり怪しい。

「だから、ここはもう少し私に任せて頂ちよう戴だい。一いち護ごくんの奥の手は、本当に最後の最後。もう、どうしようもなくなっちゃった時まで取っておいて」

　葉桜はそう言い残して、

「たぁぁぁああああああああああああああああああああ！！！！！！！！！！」

　気合いと共にセトへと突進していく。

　その動きは鋭く、優雅で可か憐れん。

　手に持つは神器、三み日か月づき宗むね近ちか。この聖塔内において最強の武器のひとつと言っても良いほどの業わざ物ものだ。

　剣士としての優れた才覚と長い年月をかけて培ってきた圧倒的な技術。最強クラスの装備。

　剣聖とまで呼ばれる葉桜の戦闘力は塔覇士ハンターの中でも極めて高い。

　けど、そんな葉桜でも、セトとまともに戦うには圧倒的に分が悪かった。

「──桜おう花か一いつ閃せんッ！」

　鋭い踏み込みと居合の応用で繰り出される葉桜の鋭い斬ざん撃げき。

　この技を受けられるのは塔覇士の中でもかなりの実力者に限られるだろう。

　そんな鋭い一撃でさえも、セトは最低限の動作で、事も無げにはじき返した。

「くっ！」

　弾はじかれた衝撃で体勢を崩した葉桜はたたらを踏む。が、葉桜の攻撃は止まらない。

　すぐさま体勢を立て直すと、その場でしっかりと足を踏ん張り、セトに対して鋭い突きを放った。

「まだまだぁーっ！　炎えん舞ぶ、桜さくら吹雪ふぶき！」

　そして、超高速の突きをその場で何度も繰り返す。三日月宗近の刀身は空気との摩擦により熱を持ち赤く色づく。

　やがてその熱は炎となり、斬撃に合わせ、まるで桜が舞うかのように火花を散らせた。

　──『炎舞、桜吹雪』。

　音速を超えるほどの速度で正確無比な突きを百回以上も繰り返し、さらに武器に炎の属性を付加することにより追加のダメージも期待できる、葉桜の持つ近接剣技の中で最大の威い力りよくを誇る技だ。

「──はぁぁぁぁあああああっっっ！」

　１回、10回、30回、50回、１００回と途切れること無く繰り返す突きは的確にセトを急所と呼ばれる箇所を狙ねらっていく。

　かなりの技量を持っていたとしても、このすべての剣けん戟げきを避よける事は不可能だし、武器や盾で受けたとしても、鋭い剣先を同じ箇所に何度も突き刺されることによって破壊されてしまう可能性が大きいという、葉は桜ざくらにとっては出せば必ず勝てると言っても良いほどの奥義。

　しかし、そんな奥義ですらも、

「──Ｆｕｎ！！！！！！！！！！！！！！！！」

　一見、無造作に繰り出されたようにも見えるセトの蹴けりで、刀の腹を払われた。

「えっ？」

　直線的な動きで繰り出される突きは正面からの衝撃には強いが、側面からの攻撃には弱い。

　葉桜の身体からだは突きを繰り出した体勢のままで、横に大きく揺らいだ。

　さらにセトの身体が反転し、グッと膝ひざが沈み込む。そして膝をバネのようにして勢いを付けた後ろ回し蹴りが、葉桜の腹の辺りに深く食い込んだ。

　ゴキッっと嫌な音が響き、

「──がはっ！」

　苦く悶もんに歪ゆがんだ葉桜の口から空気と鮮血がこぼれ落ちた。くの字に折れ曲がる葉桜の身体。

「先せん輩ぱい、上ですっ！」

　さらに葉桜の上方から襲いかかる矛ほこ。

「──くっ！」

　崩れ落ちそうになる膝に無理やり力を入れて、葉桜は何とか地面を転がった。

　一瞬の後、さっきまで葉桜の立っていた地面が爆発したかのように弾はじける。舞い上がる砂煙。

　やがて砂煙が消えると、そこには矛が突き刺さっていた。

　避よけるのが一瞬でも遅ければ、葉桜は間違いなく串刺しになっていただろう。

「はぁ、はぁ……はぁ、はぁ……」

　葉桜はすぐに立ち上がり、セトから距離を取るように大きくバックジャンプをする。

　そして左手で腹のあたりを押さえる。

　その顔色は最悪と言っても良いくらいに悪かった。唇は紫を通り越しどす黒くなり、脂あぶら汗あせが額に浮かぶ。

　先程のセトの一撃は間違いなく葉桜の内臓の一部を破壊したであろう。口端からは血が途切れること無く滴り落ち続けていた。

　膝はカクカクと笑い、立っているだけでも奇跡に近い。

　とても戦える状態でないのは誰の目から見ても明らかだ。

「先輩、やっぱり変わりますっ！」

　一いち護ごはそう叫ぶと同時に、高こう速そく剣けんの真名を解放する準備に入った。

　こんな葉桜の姿を見て、放ほうっておけるはずがない。

　今すぐにセトを倒し、この場から脱出する。そして葉は桜ざくらの治ち療りようを大至急で行う。それが、一いち護ごにとって、今一番に優先すべき事項だ。

「鎧アーマー、全解除フルパージ！」

　一護がそう叫ぶと、身にまとっていたダンボールの鎧よろいが光に包まれ、そして地面に落ちた。中から現れるのは一糸纏まとわない一護の姿だ。

「一護くん、ダメ！　まだ待って！　もうひとつ、とっておきの技が残っているから！」

　葉桜が一護の方を見て、そう叫んだ。

「もうひとつだけ、私に試させて」

　じっと葉桜が一護を見つめる。その瞳ひとみには強烈な意思が宿っていた。覚悟と言っても良い。その強い気迫に、一護は頷うなずいた。頷かされたと言った方が正解かもしれない。

　いつも気高く、力強い気を身にまとっている葉桜。しかし、今、その身体からだから発せられているそれは普段のものとはまるで比べ物にならなかった。

「私のとっておきを見せてあげるわ、エジプトの軍神さん」

　葉桜のまとう空気が、どこまでも研ぎ澄まされていく。近づいただけでも切り刻まれてしまいそうなくらいに鋭く尖とがった空気。

　両手にしっかりと刀の柄つかを握り、葉桜が瞳を閉じる。少しばかりの精神統一のあと、

　カッ！　と葉桜が目を見開いた。

　その瞬間、葉桜から発せられた覇気で四方の石の壁がビリビリと激しく振動した。

「──最終奥義、一之太刀っ！」

　鋭い声で剣技を発動させる。葉桜の全身は桜色のオーラに包まれた。

「はぁぁぁぁぁ！！！！！！！！！」

　気合いを放ち、葉桜は地面を蹴ける。

「は、速いっ！」

　一護は思わず驚きよう愕がくの声をあげた。

　高こう速そく剣けん使用時の一護を除けば、葉桜の速度は塔覇士ハンター一だ。普段からそのスピードはずば抜けて速かった。

　けど、今の葉桜の速度は普段とはまるで比べ物にならないくらいに速かった。

　高速剣使用時の一護と同等を誇るほどの速さだ。

「せいっ！」

　そして叩たたきつける剣けん戟げきはただ速いだけでなく重い。

　葉桜の剣を受けるセトの二ふた股またの杖つえを──大きく弾はじく。

「──ｔｕ！」

　ここにきて初めて、セトの体勢が大きく揺らいだ。

「たぁっ！！！！！！」

　続けて振るう刀。さっきよりもさらに大きくセトの杖つえを弾はじく。

　自分の倍以上はあろうかという巨体のセトに、まるで力負けしていなかった。

「いける！　いけますよ、先せん輩ぱいっ！」

　一いち護ごの声も大きくなる。

「もっと速く！　もっと強く！　もっと速く！　もっと強く！」

　そう叫びながら、葉は桜ざくらの動きはさらに加速していく。

　その瞳ひとみはセトだけしか捉とらえていない。猛獣が獲物を狩る時のように、ただセトを斬きるということだけにすべての意識が集中している。

「これで最期よ！　喰くらえ──────────！！！！！！！！！」

　そして、渾こん身しんの力を込めて放たれた上段斬り。

　頭上で受け止めようとしたセトの杖を真っ二つに切り裂いて、その刃がセトの身体からだに届こうとしたその瞬間、

　──世界が一瞬真っ白になった。

　そして、

「「え？」」

　視界が戻ると同時に、一護と葉桜の声が重なった。

　さっきまで、葉桜は圧倒的に有利な体勢だった。

　勝利を確信していたと言っても良いくらいに優位な状態だった。それが、

「きゃぁああああああああああああああああああああ」

　葉桜の身体は宙に浮き、後方へと吹き飛ばされていた。

　その胸元には穴が──直径５センチほどの穴がぽっかりと空いていた。

　一瞬の白の世界。それはセトの放った稲妻によるものだったのだ。

　そして、その稲妻は葉桜の胸元を貫通し、心臓を抉えぐり取っていた。

　一護の動きが完全に止まる。思考も停止する。

　今、目の前で起きていることが、自分の目に映っている光景がまるで理解できなかった。

（あの穴はなんだ？　先輩の胸に空いている、あの空くう洞どうはなんなんだ？　そもそも、なんで先輩が吹き飛ばされてるんだよ？　おかしいだろ？　先輩はもう少しでセトを倒せそうだったのに。何が起きているんだよ？）

　空転する一護の思考。

　そして、宙を舞う葉桜が顔だけを一護の方に向ける。

　そこには少し困ったような表情が浮かんでいた。

　唇が何かの言葉を伝えようと動いて、けど、それは言葉にならず、

　葉桜の身体が淡い光に包まれて、

　そして四散した。

　光のパーティクルへと変化して、弾はじけ飛んで、無へとなった。

「え？」

　一いち護ごの口から気の抜けたような声が漏れる。

「先せん輩ぱい？」

　問いかけるような声。けど、それに返す声は無く、どこを見ても葉は桜ざくらの姿を見つけることは出来ない。

　──先輩が、消えた？

　──先輩が…………。

「先輩────！！！！！！！！！！！！！！！」

　喉のどが張り裂けんばかりに絶叫する。けど、やっぱり葉桜の声はどこからも返ってこない。

　全身の血が沸ふつ騰とうしたかのように一護の身体からだが熱くなった。

　思考がグチャグチャになって、視界も感情もグチャグチャで、

　ただ怒りだけが沸き上がってくる。どす黒い感情が、すべてをぶち壊したい衝動が一護の身体を支配していた。

「き、貴様ぁああああああああああああ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　怒りで震える両手で、刀の柄つかを握りつぶさんばかりの力で握りしめる。そして、

「我が剣は最速なり！　因果すらも超越する、三世最速の剣なり！」

　真名を解放するための暗号コードを何の迷いもなく唱えた。

　巻き起こる突風。すべてを破壊する竜巻のような暴風が吹き荒れ、一護の髪を逆立てた。

　絶対許さない！　絶対倒す！　絶対殺す！　絶対壊す！

　絶対滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやる！

「この、俺おれの刀で、お前を─────────かはっ！」

　腰を落とし、刀を構えたところで、一護の口から大量の鮮血が吐き出された。

　そして、全身という全身の肌が裂け、血が噴水のように噴きだした。

「んぐううう！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　とてつもない激痛。吹き飛びそうになる意識。

　身体が、そして精神が限界を超えていた。

　身体を組織する細胞が破壊され、神経が焼き切れ、脳が煮立つ。

　鼻からも血が止めどなく滴り落ち、一護は膝ひざから崩れ落ちた。

　な、なんでだよ！

　なんで、力が抜けていくんだよ！　絶対に、絶対に許せないのに！　絶対に俺が──、

　俺が、アイツを、殺して──！

　そこで、一護の意識が漆しつ黒こくの闇やみへと落下した。
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　精神に絡みつく汚泥のような不快感。身体からだを一ミリたりとも動かしたくないほどの倦けん怠たい感かんと、一生眠りに落ち続けていたいほどの睡魔が一いち護ごを支配していた。

　自分は今、意識を失っている。そして、このまま眠りに、深い深い場所へと落ち続けていれば、この意識は二度と戻ってこれない。

　それがわかっていながらも、それでいいや、と一護はぼんやり考えていた。

　このまますべてを投げ出して、覚めない眠りに落ちれば楽になれる。辛つらい現実から目を逸そらすことが出来る。

　だって、ここで意識を取り戻したとしても、そこに待っているのは──、

　ズキンッ、と心臓が痛んだ。

　そしてとてつもない喪そう失しつ感かん。なにを失ってしまったのかは覚えていない。

　けど、心にぽっかりと穴が開いたような──いや、そんな生易しいものではなく、心そのものが抉えぐり取られたかのような喪失感に、ギリギリと心が軋きしんだ。

『……くん』

　遠くで自分の名前を呼ぶ声が聴こえる。

　けど、それは幻聴で、だって、その声で自分を呼んでくれる人はもう居ないのだから。

　その声の主は、さっき目の前で──、

「──先せん輩ぱいっ！」

　その瞬間、記憶がすべて戻り、一護の意識は一気に覚かく醒せいした。

　瞼まぶたを開き、霞かすんだ視界に入ってきたのは古ぼけたマンションの一室の天井だった。

（ここはどこだ？　俺おれはセトと戦っていたはずで──）

「ようやく目が覚めたみたいですね」

　そんな声と共に、一護のことを覗のぞきこんできた顔は少し意外な人のものだった。

「……アトロさん？」

「うん」

「どうしてここにアトロさんが？」

「どうしてって、ここが私の部屋だからですよ」

　言われて気がつく。この天井は見覚えのあるものだったってことに。

　そして身体を起こそうとして、

「んぐっ！」

　とてつもない激痛に視界が白く飛んだ。身体は一ミリも動かせなかった。

「まだ寝ていてください。多分、あと三十分もすれば、起き上がるくらいのことは出来るようになると思いますから」

「三十分って、そんなにのんびりしてられませんよ！　俺おれは先せん輩ぱいと淡あわ雪ゆきを助けないといけないんですから！　っていうか、どうやって俺はここに？」

「一いち護ごさんが意識を失っている間に私が連れてきたんです。管理者である私が特定の塔覇士ハンターに必要以上に干かん渉しようしちゃうのは本当はダメなんですけどね。どうしても見ていられなくて」

「アトロさんが？　じゃあ先輩？　淡雪は？」

　何とか首だけを動かして左右を見る。けど、そこに葉は桜ざくらと淡雪の姿は無かった。

「先輩と淡雪はどこなんですか？　一緒に連れて来てくれたんですよね？」

　必死な一護の声に、アトロポスの表情が曇る。そして、小さく首を左右に振った後、

「──葉桜さんは残念ながら消滅しました」

　アトロポスが呟つぶやいたその声は、どこか遠くの方で聞こえた。

　音は耳に入っている。けど、その意味がまるで頭に入ってこない。理解できない。理解、したくない。

「……消滅……って？」

「文字通りの意味です」

　けど、アトロポスは残ざん酷こくに真実を口にした。

「葉桜さんはセトの攻撃で致命傷を負い、この世界から消滅しました」

「嘘うそだ！」

　被かぶせるように叫ぶ一護の声に、アトロポスは静かにもう一度首を左右に振った。

「嘘ではありません。それは、一護さんが一番よく知っているはずです」

　言われるまでもなく、その通りだった。

　だからこそ、認めたくなくて、あの光景のすべてを嘘だと思いたくて。

「一護さんと淡雪さんも危ないところでした。一護さんは心身ともに高こう速そく剣けんの真名解放の負荷についていけずに昏こん倒とう、淡雪さんは葉桜さんの消滅と一護さんの昏倒を連続して目にしてパニック状態に陥っていました。なんとかふたりをあの場から救い出し、淡雪さんは外の世界へと帰しました。そして今、ようやく一護さんが目覚めたのです」

　その声は、やはりどこか遠くに聞こえた。真しん実じつ味みのない、雑音のような音で。

　でも、ノイズと共にやたらと耳にこびりついて。

「現実を受け止めて下さい、一護さん。いくら一護さんが現実を否定したところで、いくら一護さんが現実から目を背けたところで、起きてしまった事を無かったことにすることは出来ません」

　淡々と紡がれるアトロポスの言葉が、容赦なく一護に現実を突きつけてくる。

　脳裏に浮かぶのは葉は桜ざくらの顔だ。

　凛り々りしく引き締まった表情。

　無む邪じや気きに喜ぶ笑顔。

　照れ隠しで怒る子供っぽい一面。

　呆あきれながらも仕方ないなと浮かべた苦笑。

　そのどれもが鮮明で、ついさっきまで近くにあった現実で、でも──、

「……つまり、先せん輩ぱいは死んでしまったんですか？」

「はい」

「……もう、先輩はどこにも居ないんですか？」

「はい」

「……夢じゃないんですか？」

「はい」

　呆ぼう然ぜんとした意識の中で、鼻の奥に走るツンとした痛みだけが妙にリアルだった。

　目からは、蛇じや口ぐちの壊れてしまった水道のように涙が溢あふれ出て止まらなかった。

　喪そう失しつ感かんと後悔と虚無感と自分に対する怒りと。

　様々な感情が入り混じって、

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！！！！！！」













　一いち護ごは絶叫した。

　身体からだの中の全部を吐き出したくて、声の限り吼ほえる。

　それでも、心の中を支配している感情はまるで消え去ってくれず、ただただ声が無くなるまで叫び続けていた。




「少しは落ち着きましたか？」

　ずっと優しい表情で一護を見守っていてくれたアトロポスが声をかける。

「はい」

　掠かすれた声で一護は答えた。

　もちろん気持ちは落ち着いてなんかいない。

　消化しきれない感情が渦巻いて、後悔ばかりが押し寄せてきて、精神はボロボロになっている。

　けど、ここで泣き叫んでいても何の解決にもならない。現実は変わらない。ただアトロポスに迷惑をかけるだけだ。

　それがわかっているから、なんとか頷うなずいた。無理やりに平気なフリをして。

「それならば、私からひとつ提案といいますか、忠告があります」

　その声音は優しいままに、

「もう、塔の攻略は諦あきらめてください」

　一護にゲームオーバーを突きつけた。

「一護さんが塔を攻略できる可能性はもう無いです。今までが幸運すぎました。けど、その幸運も今日ですべて失いました」

　じっと一護の顔を見つめながら、アトロポスは続ける。

「一番の戦力であり理想的なパートナーであった葉は桜ざくらさんは亡くなりました。そして淡あわ雪ゆきさんも、多分ですけど、塔に来ることはもう二度とないでしょう。それくらいに淡雪さんは大きなショックを受けていました」

　仲間はすでにふたりとも失っていると、アトロポスは語った。

「そして、一護さん自身が一番よくわかっていると思いますが、高こう速そく剣けんの真名解放はもう使えないでしょう。身体の限界はとっくに超えてしまっています。通常の高速剣ですら使用すれば危険な状態にまで一護さんの身体は傷ついてしまっています」

　そして、仲間だけでなく一護の最大の武器──すべてを捨ててまで選択した高速剣さえも失ったんだと、アトロポスは言った。

「だから、諦めてください。もう二度と塔には入らないでください。それが一護さんのためです」

「そんなことは……」

　掠かすれる声で、なんとか言葉にする。

「そんなことは出来ないです。俺おれは、塔を攻略して、願いを叶かなえないといけないんです」

　願いを叶えないと、一いち衣えが死んでしまうから。

　近い将来、確実に一衣が死んでしまうから。

　だから、願いを叶えないといけない。

「でも、諦あきらめてください。塔の攻略ではなく──」

　そして、アトロポスの顔から表情が消えた。

「願うことを諦めてください。だって願いは叶いませんから。今の一いち護ごさんに願いを叶えられるだけの力はありません。願いを願うだけの資格がありません。はっきり言いますね、一護さん。あなたは敗北したんです」

　それは突きつけられた現実。

「徹底的に敗北したんです。この塔は攻略すればどんな願いでも叶えることのできる奇跡の塔です。それ故に、そのルールは厳格です。絶対です。無む慈じ悲ひと言っても良いかもしれません。葉は桜ざくらさんの命を失いました。淡あわ雪ゆきさんの心を打ち砕きました。一護さんはいくつかの大切な感覚を失いました。そして、奇跡は手に入れられません。失うだけ失って、致命的なまでにたくさんのモノを失って、一生後悔するだけの傷を負って、それでも何も手に入れることは出来ません。この現実を受け止めて、願いは諦めて、これからの人生を生き続けて下さい」

「で、でも、俺は──」

「今度は自分の命をただ無駄に散らせるのですか？　そんなことをしたら、葉桜さんが浮かばれませんよ！」

　その強い口調に一護は何も言い返せなかった。

　ある意味、彼女が命を賭かけて唯一救ったもの。それが一護の命と言えるのだから。

　それを無駄に使うことは絶対に許されないことだった。

「葉桜さんの為ためにも、一護さんは生きてください。そして、葉桜さんのことをずっと覚えていてあげてください。一護さんにはその責任があります」

　アトロポスのその厳しい言葉は一護のことを想おもってのものだってことは、一護にも理解できる。

　そして、その言葉には反論のしようもなくて、だってそれが百パーセント正しいってわかってしまっているから。

　これ以上、塔に挑み続けるのは負け犬の自己満足でしかないって。

　辛つらい現実から目を背けるための逃避行為──自分が満足するためだけの自傷行為に過ぎないって、わかってしまっているから。

　だから、一いち護ごは仰あお向むけに倒れたままで、ただ天井を見つめ続けることしか出来なかった。

　溢あふれ出る涙は、いつまでも止まらなかった。







３章　─リアルな世界─




　夏の強い日差しが屋上のアスファルトをジリジリと焼いていた。

　空は雲ひとつ無い鮮やかな青空。

　フェンス越しに見えるグラウンドでは、即行でお昼ごはんを食べ終えた生徒たちがサッカーやバレーを楽しんでいる。

　時折上がる大きな歓声。楽しそうにはしゃぐ声。

　それは一護たち高校生にとって当たり前の日常だ。

　ありきたりな学生生活。だけど、ありきたりだからこそ、とても尊いもので。

　それは失ってみて初めてわかるモノだった。

　一護は屋上にひとり、アスファルトに腰を下ろしながらぼんやりとその光景を眺めていた。

　一護の目の前にお弁当はない。

　一護の隣となりには誰もいない。

　ひとりだった。

　すでに習慣になっていた昨日までの日常。お昼休みに大好きな人と一緒にお弁当を食べるという、ありきたりで特別な日常。

　そんな日常は永遠に失われてしまって、

『ねえ、一いち護ごくん。今日のお弁当の出来、どうかしら？　今日はね、少し新しい味付けに挑戦してみたの』

　そんな幻聴が聴こえてきょろきょろと周りを見回して、そしてひとりであることを再認識する。

　大好きだった笑顔をもう二度と見れないんだと実感する。

「……先せん輩ぱい」

　視界がぼんやりと滲にじんできて、一護はぎゅっと瞼まぶたを閉じた。

　目を開けていたら、体中の水分がそこから溢あふれでてしまいそうだったから。

　喉のどの奥を締めて、全身に力を込める。

　そうしておかないと、嗚お咽えつが押さえられそうになかったから。

　消し去り方のわからない悲しみは、

　心が張り裂けそうなほどの痛みは、

　泣き叫びたいほどの衝動は、

　一度開放してしまえば、もう一度抑えられる気がしないから、

　だから一護は必死に堪こらえた。

　屋上でひとり、身体からだを丸めて、今にも溢れ出しそうなすべてを抱え込んで、必死に堪えた。

　蝉せみの声がやけに煩うるさかった。
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　黒板を叩たたくチョークの音と、老教師の眠気を誘う声が響く午後の教室。

　一護はひたすら黒板の文字をノートに写す作業に没頭した。

　そうしていれば、少しは気が紛れるから。

　──にしても、長いなあ。

　時計に視線を移す。授業時間はまだ三十分も残っている。

　いっその事、寝てしまおうかとも思ったけど、残念ながら眠気はまるでなかった。

　昨夜、一睡もできなかったというのに、それでもまったく眠くならないのだ。

　身体からだも脳もだるいのに、意識だけは妙に覚かく醒せいしているような感じだ。

　──昨日までであれば、お昼の後の授業は大抵眠くなったんだけどなあ。

　葉は桜ざくらも淡あわ雪ゆきも競い合っているせいか、日に日に作ってくるお弁当の量が増加していった。

　そして、それを食べるのはもちろん一いち護ごだ。

　結果、午後一の授業は非常に満腹な状態で受けることになり、毎日が睡魔との戦いだったのだ。

　そして、コクリコクリ、と船を漕こぎだすと、つんつんと背中を指先で突っつかれて、

『一護くん、居眠りはダメ。ちゃんと授業は受けないと』

　淡雪が小さな声でそんなことを言ってくる。

　けど、今日はその指先は無い。

　一護の後ろの席は朝から空席のままだった。

　担任の先生の話では体調不良ということらしい。

　昨日、あれから淡雪とは会っていない。本当であれば電話くらいするべきだった。

　けど、一護にもそんな気持ちの余裕はなく、ふらふらの状態で家に帰り、なんとか一いち衣えの面倒だけを見て、そのままベッドに潜り込んだ。

　そして、一睡も出来ないまま朝になり、何の気力も目的もなく学校に来て、今に至る。

（──って、これじゃダメだよな）

　せめて、淡雪にはきちんと連絡をしないと。

　昨日のアトロポスの話では、二度と塔に入れないほどの大きなショックを受けているようだと言っていた。

　今日の欠席は、間違いなく昨日のことが影響しているはずだ。

　──であれば、自分の責任だ。傷ついているのは自分だけではない。苦しい思いをしているのは自分だけではない。ならば、せめて少しでも淡雪の気持ちが晴れるように頑がん張ばらないと。

　何が出来るかはわからないけど、まずは話だけでもしよう。

　そう考えて、少しだけ前向きになれた一護だった。
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「わお、今日はお兄ちゃん、すごく早いお帰りだね！」

　学校が終わり、塔に行くこと無く家に帰ると、一衣がびっくりした表情を浮かべた後、すぐに満面の笑みへと変化させた。

「もしかして、お友達のお手伝いしなくて良くなったの？」

　一いち衣えが期待のこもった目で見つめてくる。

「うん。そんな感じかな」

「本当に？　やったー！　じゃあ、明日からもお兄ちゃん、早く帰ってくるんだ？」

「そうだな。今までみたいに遅くなったりはしないと思うよ」

「おお、それは願ってもない朗報ですよー」

　無む邪じや気きに喜ぶ一衣を見て、一いち護ごの胸は軋きしんだ。

　それは朗報なんかじゃなくて、むしろ悲報なのだから。

「これで今日から毎日六時間以上イチャイチャしまくりですねー」

「さすがに毎日六時間もイチャイチャしてたらすぐにやること無くなっちゃうと思うけどな」

「ふっふっふっ、私を舐なめてもらっては困りますよお兄ちゃん。私の日々の一人遊びで鍛きたえに鍛えぬかれた妄想力を全開にすれば、お兄ちゃんと一緒にする遊びの千や二千くらいすぐに思いつきます。つまり毎日何時間イチャイチャしたところで、やることなんて無くなりません！」

　一衣は動かせる左手でぽん、と得意気に自分の胸を叩たたいた。

「そっか。じゃあ思いっきりイチャイチャするか」

　それが、今一護の出来る最大限のことだから。

　一衣を救ってあげることは、もう出来なくなってしまったのだから。

「おおお、いつになくお兄ちゃんが積極的です。さては、いよいよ私の魅み力りよくに気づいてしまいましたね」

　だから、最期のその時が来るまで、一衣のために時間を使ってあげる。

　そうしようと、一護は決めた。

「魅力自体は前から気づいていたけどな。なんせ世界で一番可愛かわいい妹だ」

「あぅ」

　真正面からそんな風に言われて一衣が盛大に照れる。

「う～、今日のお兄ちゃんは中々に厄やつ介かいです。主導権をずっと握られっぱなしです。けどまあ──」

　そう言って、にこりと笑って、

「こういうのも良いものですね。うんうん、積極的なお兄ちゃん素敵です！　だからお兄ちゃん、いいよ？」

　一衣が瞼まぶたを閉じる。

「って、だからなんでそうなるんだよ！」

　ぽかん、と一衣の後頭部を叩く。

「アイタッ！　なんで叩たたくのよー」

「一いち衣えがツッコまれるようなことを言うからだろ？」

「えー、今の流れは結構自然だったと思うんだけどなー」

「そもそも、お兄ちゃん、いいよ？　のセリフはどんな流れでも不自然だから」

「そんなことないよー。自然だよー。世の中の兄妹きようだいの会話の中では比較的頻ひん繁ぱんに出てくるセリフだよ」

「そんな会話が頻繁にあってたまるか！」

「それがねー、本当によくあるんだよ。私の読む小説のふたつにひとつは大体そんな感じで、さらにその中にふたつにひとつは兄妹で一線をね、越えてしまってですね、つまり、一戦をね、交えてしまってですね」

「その小説、あとで没収な」

「うわーい、お兄ちゃんが横暴です！」

　そんなやり取りをしながら一いち護ごは笑う。これが今の自分に出来る、正しい日常なんだと言い聞かせながら。

　一衣と何気ないアホなやり取りをして、それで一衣が笑って、自分も笑って。

　でも、笑いながら、一護は気づいていた。

　これは逃避だって。

　葉は桜ざくらを永遠に失ってしまった絶望の世界からの、

　淡あわ雪ゆきの心を傷つけてしまった失望の世界からの、

　一衣の生命を諦あきらめてしまった自暴の世界からの、

　逃避だって、

　気づいていたけど、どうすることも出来なくて。

　だから、やっぱり無理して笑うことしか出来なかった。
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　──今日はとても喜ばしいことがあった。

　うん、やっぱり今日の日記の書き出しはこの言葉が一番しっくりくる。

　なんせお兄ちゃんが夕方のうちにお家に帰ってきたのだから。

　それからバカな話をして、一緒に晩御飯を作って（と言っても、私は後ろで見ていただけだけども）、一緒に晩御飯を食べて（と言っても、私が食べさせてもらうばかりだったけど）、一緒にお風ふ呂ろに入って（ここに関しては私の方がサービスしていると思う。色んな意味で）、それから一緒にテレビを見たり、紅茶を飲んだり。

　楽しい時間だった。やっぱりお兄ちゃんと一緒に過ごす時間は私にとって宝物のようなものだ。

　これが明日から毎日続くなんて、考えただけで鼻血が出そうだった。

　本当に喜ばしいことだ。何が一番喜ばしいって、

　これでお兄ちゃんが危険な目にあわなくて済むということだ。

　これでお兄ちゃんが無む茶ちやなことをしなくて済むということだ。

　私のためにお兄ちゃんの命が危険にさらされるなんて間違っているから。

　私のためにお兄ちゃんが東京聖塔トウキヨウジグラートに挑戦してくれていたのは最初の時からわかっていた。

　私のためにお兄ちゃんが毎日ボロボロになって帰ってくるのが心苦しかった。

　やめて欲しいって言いたかった。

　けど、それと同じくらい、やめないで欲しいって気持ちもあって。

　正直に言えば、期待もしていたのだ。

　お兄ちゃんが塔を制覇して、奇跡の力で私の病気を治してくれるって。

　そんな厚かましいことを期待してしまっていたのだ。

　だから、お兄ちゃんのことを心配しながらも、最後まで塔に挑むのはやめて下さいって言えなかった。

　ごめんなさい、お兄ちゃん。私、自分勝手でした。

　けど、今日からお兄ちゃんはまっすぐにお家に帰ってきてくれる。

　何があったのかはわからない。お兄ちゃんが挑戦を諦あきらめるなんて、よっぽどの壁があったってことだから。

　それくらい、お兄ちゃんは諦めない人だから。折れない人だから。

　それが何なのかはわからないけど、今はその壁に感謝しよう。

　お兄ちゃんを諦めさせてくれてありがとうございますと。

　うん、これで私もスッキリできた。

　覚悟ができた。

　私に残された時間はあと僅わずかしかないのだ。

　だから、明日からの毎日も一生懸命生きよう。

　一生懸命楽しもう。

　落ち込んだり、悲しんだり、悲観したり、嘆いたり、恨んだり、悔やんだり、そんなことをしている時間なんて一秒たりとも無い。

　笑って、喜んで、はしゃいで、ときめいて、興こう奮ふんして、安らいで、そんな思い出を目いっぱい私の記憶の中に刻み込んでいくのだから。

　そして、最後にこう言ってやるのだ。

「私の人生は喜びと幸せに満ち満ちた、とても素晴らしい人生でした！」と。

　さあ、思いっきり生きるぞ！
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「う～ん、出てくれないか」

　翌日の朝、一いち護ごは通学路を歩きながら淡あわ雪ゆきに電話をしてみるけど、数回のコール音の後、留守番電話サービスのアナウンスへと切り替わってしまった。

　昨日から何回か電話をしてはいるものの、毎回同じ結果だった。

「心配だな」

　ただ電話に出たくないだけなら良い。

　なるべくあの時のことを思い出さないように、一護とは話したくない。

　それであれば、気持ちはよくわかるし、少しの間そっとしておいた方が良いのかなって気もしなくもない。

　けど、身体的に影響が出てしまっていないかとか、精神的に参ってしまっておかしな選択をしないかとか、そういう心配はやっぱりあった。

「とりあえずもう一回メールだけでも打っておくか」

　淡雪を心配していること。

　自分は元気なこと。

　葉は桜ざくらのことに淡雪の責任は何もないこと。

　淡雪を追い詰めてしまって申し訳なく思っていること。

　今まで手伝ってくれて感謝していること。

　塔の攻略は諦あきらめたこと。

　そして、一回淡雪と会って話がしたいこと。

　今回の件は自分の中でもまだ処理しきれていない──多分、一生処理することは出来ないであろう出来事だ。

　だからメールの文章はめちゃくちゃだけど、今の自分の気持ちを正直に書けたとは思う。

「今日、ちゃんと学校に来てくれるといいんだけどな」

　今回のことを背負うのは自分だけで良い。

　淡雪は何も悪くないんだから、責任を感じたりせずに、今回のことは忘れて前向きに生きていって欲しい。

　心からそう思うから。




「なあなあ、一いち護ご」

　二時間目の授業が終わった休み時間。

　親友の大だい悟ごが話しかけてきた。

「ん？　なんだ？」

「お前ら、何かあったのか？」

　大悟の顔には心配そうな表情が浮かんでいる。

「何かって、なに？」

「お前と葉は桜ざくら先せん輩ぱいと牧まき野のヶが池いけさんの関係だよ。今、学校中で噂うわさになってるぞ。トラブってるんじゃないかって。昨日から葉桜先輩も牧野ヶ池さんも学校休んでるだろ？」

「あ、ああ」

　そういう反応もあるのかと一護は少し感心してしまった。そんなこと、まるで想定していなかったから。

　言われてみれば、今朝からずっと自分を見る周囲の様子がおかしかったことに気づく。

　目の前の大悟みたいに心配している風な表情を浮かべているヤツが少し。

　何やら期待しているような視線を向けてくるヤツも少し。

　単純に好奇の視線を向けてくるヤツが半分くらい。

　そして、どこか嬉うれしそうな、それでいて蔑さげすむような目で見てくるヤツが残り。

　なるほどな、と思った。

　今までの自分が誰にどのように見られていたのか、わかりやすいくらいに良くわかった。

　そして、目の前のコイツがとてもいいヤツだってことも。

「お前と何かトラブルがあって、葉桜先輩と牧野ヶ池さんは学校を休んでいるのか？」

「いや、別にそういうわけじゃないよ」

　本当はそれ以上に悲ひ惨さんな状態になってしまっているのだけど、それを伝えるわけにもいかない。

（というか先輩の件はまだ公おおやけになっていないのか）

　そのことに今、気がついた。

「そっか。一護も昨日から元気なさそうな感じだったし、てっきり三人で大きな喧けん嘩かでもしたのかと思ったよ」

「ううん、喧嘩はしてないよ。仲はめちゃくちゃ良いままだ」

「それは良かった。けど、それはそれでちょっとムカつくけどな」

　そう言って大悟はニカリ、と爽さわやかな笑みを浮かべる。

「けど、そうなると葉桜先輩と牧野ヶ池さんは何で休んでるんだ？　一護はもちろん聞いてるんだろ？」

「体調不良で欠席。朝、先生がそう言ってたろ？」

　昨日に引き続いて今日も淡あわ雪ゆきは体調不良で学校を休むと連絡があったそうだ。

　だから、これは嘘うそではない。

「体調不良か。それもふたり揃そろっての。なんだ？　もしかして感染源は一緒か？　っていうか、病気が伝う染つるようなことをしてんじゃないのか、お前ら三人で！」

「病気が伝染るようなことってなんだよ？」

「そ、そんなの決まってるだろ！　こう、体液とか粘ねん膜まくとかが直接触れ合っちゃうような大人なことだよ！　っていうか、したのか？　三人であんな事やそんな事、しちゃったのか？」

　大だい悟ごが興こう奮ふんした顔をグイグイと近づけてくる。

「あんな事やそんな事がどんな事か知らないけど、してないよ。っていうか、それだったら俺おれも一緒に体調不良になってないとオカシイだろ？」

「いや、お前はバカだから。昔から言うだろ？　バカは風か邪ぜひかないって」

「お前よりも成績はかなり良いんだけどな、俺」

「勉強が出来るのと頭がいいのは別だからさ。俺が保証してやる、お前はバカだよ。だから、心配なんだよ。お前、なんて言うか損得勘かん定じようとか自分の事とか無視して、他人の為ためにバカやるからさ」

　大悟の目に心配そうな、そして真剣な光が灯ともる。

「もう一度聞くぞ。本当に大丈夫か？　なにかトラブったりしてないか？　喧けん嘩かとかじゃなくても、大変なことになってないか？　もし困ってる事とかあるんだったら俺、いくらでも力貸すぞ？」

　本当にいいヤツだと一いち護ごは思った。そして感謝する。

　こんな風に気にかけてくれるのは素直に嬉うれしかったから。

　その気持ちだけで、助けられた部分はかなりあるから。

「おう、大丈夫だよ。んで、ありがとな、親友」

「ば、ばか、いきなり親友とか言うなよ。照れくさいだろうが」

「照れくさくてもいいだろ？　俺はお前のこと親友って思ってるんだからさ」

　大悟に向かって、一護はニカッと笑ってみせる。

「はあ、そういうところが女子にモテる要因なんかな。なんかズリいよな、一護って」

　そう言って、大悟は照れくさそうに頭を掻かいた後、

「ま、俺も思ってるけどな。お前のこと、親友ってさ」

　そんな大悟に一護はもう一度、心の中で感謝したのだった。
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「ねえ、お兄ちゃん、ちょっとお話があるんですけど」

　家に帰ると、一いち衣えが真面目まじめな顔でいきなりそんなことを言い出した。

「話？　なんの？」

「お兄ちゃんと私の将来に関係するお話」

　そんな一衣の言葉に、一いち護ごはまたいつものオフザケかと思う。けど、一衣の表情はずっと真剣なままだった。

「ちなみに言っておくけど、俺おれと一衣は結婚はできないぞ？」

　妹に将来の話と言われて、最初にそれを思いついてしまう自分もどうかと思いながら、一護はそう言った。

「その件に関しては同意しかねます。現行の法律とか、一般的な倫りん理り観とかで定められた規定なんてものは、私とお兄ちゃんの間には何の意味もないですから」

「いやいやいや、大いにあると思うけど！」

「それに関する話し合いは後日改めてしましょう。今日は別の件でお兄ちゃんに大事な話があるのです。だから、ちょっと私の部屋まで来てくれませんか？」

「うん、いいけど」




「机の上を見て欲しいんです」

　一衣の部屋へ入り、机の上を見てみる。と、そこには数冊の雑誌が置かれていた。

「お兄ちゃんのベッドの下から見つけ出したエッチな本です」

「そ、そんなところに隠してないから！」

　思わず全力でツッコむ一護に、一衣はニヤリと笑みを浮かべた。

「知ってますよ。お兄ちゃんのエッチな本は机の二段目の引き出しの二重底の下だもんね」

「って、なんで知ってるんだよ！」

「ふふふ、妹の好奇心を甘く見てはいけませんよ。大体、ずっと家に居る私には家や捜さがしをする時間が腐るほどありましたからね。お兄ちゃんの秘密はすべて私が握っています」

「それ、得意げに言うようなことじゃないからな」

「あ、あと、お兄ちゃん秘蔵のエッチ動画の中に妹ものがひとつも無いことに関しても後でゆっくりと話し合いをしようと思うので覚悟しておいてください」

「なんでだよ！」

　──っていうか、実の妹と自分のエロ動画の内容に関して話し合いをするとかどんな拷ごう問もんだよ！

「それで、その本なんですが」

　何事もなかったかのように一いち衣えが話を戻す。

　表紙に写っているのは今、一いち護ごが一番見たくなかった建物、そして人物だった。

「……先せん輩ぱい」

　東京聖塔トウキヨウジグラート内で、凛り々りしい衣装に身を包み愛刀である三み日か月づき宗むね近ちかを構えている葉は桜ざくら。

『週刊東京聖塔ＮＥＷＳ』のロゴから、それが雑誌のタイトルだとわかる。

「どうして一衣がこの雑誌を？」

「実は二ヶ月ほど前からこっそりと読んでました。どうしても確かめたいことがありましたので。あわせてネットの情報とかも細かにチェックしています」

　ぞわり、と一護の心がざわついた。

　それは一衣には知られていないと思っていたこと。

　絶対に一衣には知られてはいけないこと。

　なのに、一衣は確信を持った目で一護のことを見つめた。

「それの折り目の付いているページを開いて下さい」

　震える手で、雑誌のページを捲めくる。そこに載っていた写真。

　見慣れた場所──東京聖塔一階、塔覇士ハンターの街にある酒場だ。

　そこで楽しそうに歓談をしている葉桜と淡あわ雪ゆき、ダンボールの鎧よろいに身を包んだ男。

「葉桜先輩と淡雪さん、そしてお兄ちゃんだよね？」

「違う」

　即座に否定する。けど、一衣は静かに首を横に振る。

「お兄ちゃん、嘘うそは吐つかないで。本当のことを全部話して。とても大切な話だから」

　まっすぐに一護を見つめる一衣の瞳ひとみは、どこまでも真しん摯しだった。

「私ね、かなり前から知ってたよ。お兄ちゃんがお父さんと同じように塔に挑戦してること。で、何度もやめてってお願いしようと思った。危ないことはしないでって。でも、それと同じくらいにやめないでって気持ちもあって。お兄ちゃんが私のことを助けてくれるって、そう願いたい気持ちもあって。だから、ずっと気づかないふりをしていたの。その結果、お兄ちゃんがボロボロになっていくのを知っていながら、お兄ちゃんから言い出すまでは大丈夫だから、知らないふりを続けるのが正解なんだって、自分の都合の良いように考えてた」

　一衣が動かせる左手の方で、一護の右手にそっと触れた。

「でね、昨日、お兄ちゃんがこれからは遅くならないって言った時、嬉うれしい気持ちと残念な気持ちの両方があったの。これで塔の攻略は諦あきらめちゃったんだなって。けど、それがお兄ちゃんの下した決断なんだから正しいことなんだって思った。お兄ちゃんは自分が正しいと思ったことを実行する人だからね。そんなお兄ちゃんだからこそ、私は大好きなんだ」

　一いち衣えがにっこりと笑う。

「だけどね──」

　そこで一衣の表情が曇る。

「でも、どうしてなんだろうって疑問は残ってた。だってお兄ちゃんが自分から挑戦したことを途中で諦あきらめる姿って、今まで一度も見たことが無かったから。それで今日、ネットで色々と調べてみたんだ。そしたらね」

　カチ、カチ、と一衣がマウスを操作する。そしてモニターに表示されたページ。

　それは、東京聖塔トウキヨウジグラートの情報が集められているまとめサイトだ。

　そこの中のトピックスの一つに葉は桜ざくらの消息について書かれているものがあった。

　一昨日から姿を消した剣聖。情報では塔から出た形跡はない。

　そしてダンジョン内でもこの二日間、葉桜の姿を見たものはいない。現実の世界では、学校を休んでいるらしい。

　これは、葉桜が死亡したのではないか？　という予測と、

　さらに塔内では『剣聖を含むパーティーの三人が四十階を攻略中にボスモンスターに全滅させられた』という噂うわさが流れていることから、葉桜死亡説はかなり真しん実じつ味みを帯びている、という情報が書かれていた。

「ねえ、お兄ちゃん、これ、どうなの？　パーティーの三人ってお兄ちゃんと葉桜先せん輩ぱい、淡あわ雪ゆきさんの三人だよね？　この前、お兄ちゃんがふたりを連れてきた時にそれは確信したから」

　今にして思えば、迂う闊かつだった。

　葉桜ほどの有名人である。家に連れてくれば、そんな葉桜とどうやって繋つながったのか気になるのは当然だろう。

　そして、ちょっと調べれば東京聖塔での情報もすぐに出てきてしまうのだ。

　もともと一いち護ごが塔の攻略に挑んでいることを疑っていた一衣である。

　現実に葉桜を連れてきたことが、東京聖塔での関係性を確信させる裏付けになってしまったのだ。

「返事がないのは肯こう定ていだと捉とらえるね。それで、噂では三人とも全滅になっている。けど、お兄ちゃんは戻ってきている。ってことは、噂は間違っている。ここまではＯＫ？」

　一護の顔を見つめる一衣の瞳ひとみは、少しの嘘うそでも見逃さないように集中していた。

　長い間、一緒に暮らしてきたふたりだ。嘘をつけば簡単に見抜かれてしまうだろう。

　一護はすべてを諦めて、肩の力を抜いた。

「うん。半分正解、半分間違っているって感じかな」

　そう答えて、鼻の奥がツンと痛くなった。

　必死に忘れてようとしていた現実。目を逸そらそうとあがいていた事実。

　それをまた見ないといけないから。認めないといけないから。

「やっぱりそっか」

　一いち衣えの声も少し沈む。

「お兄ちゃんは助かった。けど……」

「……淡あわ雪ゆきの命も助かったらしい。ただ、その姿はまだ見れてないけど」

　学校は休んでいるし、電話にも出てもらえない。

「そして、先せん輩ぱいは……」

　一いち護ごの目の前で光の粒子となって消滅した。

　塔内での消滅──それは現実世界での死だ。正真正銘の消失だ。

「だからお兄ちゃんは塔の攻略を諦あきらめた。諦めざるを得なかった。そう決断せざるを得ないほどの状況に陥ってしまったから」

　覚悟はしていたつもりだ。自分の命を軽んじるつもりはもちろん無かったけど、それを賭かける覚悟はしていた。

　けど、目の前で葉は桜ざくらを失い、そして自分は何も出来ないままで、アトロポスからは敗北宣言を言い渡された。

　自分の無力さをこんなにも痛感したことは無かった。自分がいくら足あ掻がいたところで、こんな命を賭けた所で、もうどうにもならない。そんな現実を突きつけられたのだ。

「どうしようも、なかったんだ……」

　これは多分、一護が初めて一衣の目の前で吐いた弱音だった。

　一衣が小さく息を呑のむのがわかった。

　一衣にとっても、一護の反応はショックだったのだ。

　少しの沈黙。一衣は迷うように部屋の中に視線を彷徨さまよわせたあと、意を決したように言葉を続けた。

「お兄ちゃんはそれで良いの？」

「良いも悪いも、俺おれにできる事はもう何もないから」

「本気でそう思ってる？　もう何も出来ないって。葉桜先輩が亡くなっちゃったのに、自分には出来る事はないって、本気でそう考えてるの？」

「だって、それが事実なんだよ。もう、先輩は死んでしまったんだ。その事実は曲げようがない」

「普通に考えれば、でしょ？」

　ずっと視線を合わせない一護の目を覗のぞきこむようにして、一衣が無理やりに視線をあわせる。

「私の病気はきっと治らない」

　そう、はっきりと言葉にした。

「……一いち衣え」

「これが治らない病気だってことはずっとわかっていた。そして、お兄ちゃんもわかっていた。だから、塔の攻略に挑んだ。塔を攻略して、その奇跡で私の病気を治そうとした。違う？」

「……違わない」

　掠かすれる声で答える一いち護ご。

　一衣は少し嬉うれしそうに「うん」と頷うなずいた。そして続ける。

「普通であれば治せない病気。でも、塔を攻略すれば治せるかもしれない。少なくとも、その可能性はあった。つまりね、お兄ちゃん」

　ぎゅっと、一衣の左手が強く一護の右手を握る。

「葉は桜ざくら先せん輩ぱいを救える可能性もゼロじゃないんだよ？」

　その言葉に、ドクンッ、と一護の心臓が大きく跳ねた。

「限りなくゼロに近いかもしれないし、今の私が言っていることはお兄ちゃんに対してかなり酷ひどい言葉かもしれない。だって、もう一回、命を賭かけなさいって言ってるんだから。苦しみなさいって言ってるんだから。だけど、言わせて下さい。お兄ちゃん、塔を攻略すれば葉桜先輩のことを救えるんだよ。葉桜先輩は生き返るんだよ」

　カッ、と身体からだが熱くなる。

　どうして今までそれを考えなかったのだろうか？

　いつもであれば、それを一番最初に考えるはずなのに。

「なのに、なんでお兄ちゃんは簡単に塔の攻略を諦あきらめているのですか！」

　叱しつ責せきする声が心地よかった。

「出来る事があるのに、諦めて弱音を吐くお兄ちゃんなんて私は好きじゃありません！」

　叩たたきつける声が、一護の背中を力強く押した。

「……そう、だよな」

　出来る事はまだある。

　だって、自分はまだ生きているのだから。挑戦は出来るんだ。

　希望が、勇気が、気力が湧わいてくる。

「お兄ちゃん、もう一度訊きくよ？　お兄ちゃんはこれでいいの？　このままでいいの？」

「いや」

　一護は首を横に振った。

「もう一回、自分に出来る事を全力でやってみるよ」

「うん」

　一衣はその答えに満足そうに頷いた。

「けど、一衣。もし俺おれが塔を攻略できて、それで葉桜先輩の生を願ったら──」

「はい、ストップ！」

　一いち護ごの言葉を、一いち衣えは笑顔で止めた。

「お兄ちゃんが今考えるのは葉は桜ざくら先せん輩ぱいのことだけ。どうやって塔を攻略して、葉桜先輩を生き返らせるか、それだけを考えればいいの。私のことは、それが終わったあと、ゆっくり考えればいいよ」

　──でも、という言葉が出そうになる。

　けど、この「でも」に何の意味もなく、逆に一衣を辛つらくさせるだけの言葉だ。だから、

「ああ、わかった。塔を攻略して、絶対に先輩のことを生き返らせてみせる！」

　力強くそう宣言した。

「うん、それでこそ私のお兄ちゃんだよ。やっぱりカッコイイなー私のお兄ちゃんは！」

　一衣は本当に嬉うれしそうにそう言って、静かに瞳ひとみを閉じた。

「だからお兄ちゃん、いいよ？」

　柄にもなく真面目まじめな話をしたから、最後に茶ちや化かして終わろうという一衣の魂胆だろう。

　それがわかって、一護にちょっとしたいたずら心が芽生えた。

　一衣に諭された照れくささと、感謝の気持ちと、ちょっとだけ悔しい気持ちと。

　あとは純粋なる愛情だ。

　とても大切で大好きな妹。絶対に助けてあげたいと思っていて、これからも思い続ける。

　だから、

　──ちゅっ

　軽く、一衣の唇に自分の唇を重ねてやった。

「ふぇ？」

　予想外の箇所に、予想外の感触がきて、一衣が間抜けな声を漏らす。

　そして閉じていた目をあけて、目の前に一護の顔があるのを確認して、ようやくさっきの感触が何の感触だったのかを理解したらしい。

　瞬間湯沸器のように一瞬にして顔を真っ赤にして、

「わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ──────────────────────！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　一衣のテンパった叫び声が家中に響いた。

　一護は久しぶりに心から笑うことが出来たのだった。















４章　─掴みとる未来─




「さてと、行くとしますか」

　三日ぶりに訪れた東京都新宿区、東京聖塔トウキヨウジグラート前。

　一いち護ごが高くそびえる塔を見上げて、気合いを入れた。

　絶望的であることは変わっていない。可能性が限りなくゼロに近いことも。

　一緒に攻略をしてくれる仲間を失いひとりになった今、攻略の可能性はさらに下がっているだろう。

　つまり、塔の攻略を諦あきらめた三日前よりも状況としてはさらに悪くなっている。

　けど、気持ちだけは、強い意思だけは絶対に失わない。そう決めた。

　だから、まだ戦える。




「ようこそ、東京聖と──へ？」

　部屋の中へと転送されてきた一護の姿を見て、アトロポスの言葉が止まった。

「……い、一いち護ごさん。何をしに来たんですか？」

　困惑した顔で一護に訊きく。

「塔覇士ハンターが塔へ来る理由はひとつしか無いと思うけど。塔の攻略をしに、ですよ」

　その言葉に、アトロポスは少しムッとしたような表情を浮かべた。

「私は諦あきらめてくださいと言いました。一護さんに攻略は無理です。だから帰って下さい」

「と言われても、俺おれも帰るわけにはいかないんです」

　アトロポスに対して一歩も引かない一護。強い意志を持ってアトロポスを見つめ返す。

「一護さん、勇敢なのと無む謀ぼうなのとでは違います。ここは漫画やアニメの世界じゃないんですよ？　そして一護さんは主人公でもありません。だから、一護さんにとって都合の良い奇跡なんて起こりませんよ」

「けど、奇跡を起こせるのは諦めなかった人だけです。挑戦しなかったら、絶対に奇跡なんて起こらないんですから」

「葉は桜ざくらさんの想おもいを無駄にするつもりですか！　一護さんを守ったせいで葉桜さんは亡くなったんですよ！　葉桜さんの願いは──」

「だからです！」

　アトロポスの声を一護が遮さえぎる。強い、気持ちの篭こもった声だった。

「だから、俺はもう一度、塔に挑戦しないといけないんです。先せん輩ぱいが俺のせいで命を失ってしまったから、俺はそれを取り戻さないといけない。絶対にです！」

「なるほど。そっちでしたか。一護さんが再び無謀な挑戦をしようと思った理由は」

　アトロポスは困ったような、それでいて少し誇らしそうな、そんな顔をして、それから再び厳しい表情を浮かべた。

「けど、目的がどうであれ、不可能なものは不可能です」

　そう言い切る。

　そこは絶対に譲らない。そんな強い気持ちがアトロポスにもあった。

　けど、一護だって譲らない。絶対に譲れないのだ。

　そして、そんなふたりの硬直を打ち破る声は意外な所から降ってきた。

「ひとつだけあるでしょ？　可能性」

　女性の声。頭上から響く声に一護とアトロポスの視線が引き寄せられる。

　髪自体が発光してるように見えるほどに鮮やかな金色の髪をツインテールにした少女。

　つり上がった勝ち気そうな瞳ひとみと、感情豊かな大きな口。

　雰ふん囲い気きや、ぱっと見の印象はかなり違うけど、顔立ち自体はアトロポスとよく似ているその少女はゆっくりと降下して床に降り立った。

「ラキシス姉さん」

　アトロポスがそう呼んで、一護はこの少女が誰なのかを思い出した。

　葉は桜ざくらと塔内で初めて会った時、決闘の立ち会いをしてもらった塔の管理人──ラキシス。

　アトロポスと同じ運命の三女神の名を冠する少女だ。

「あ、あの、可能性がひとつだけあるって本当ですか？」

「ええ、あるわ」

　ふふん、と顔立ちによく似合う勝ち気な笑みを浮かべて、ラキシスはそう言った。

「本当ですか!?」

「本当よ。こんな時に嘘うそなんてつけないでしょ？」

　そしてラキシスが距離を詰めてくる。猫のような目が一いち護ごの心を探るように見つめる。

「名前は確かイチゴくん、だったよね？　幸運なことに、キミになら使えるとっておきの裏ワザがひとつだけあるのよ」

「それは無理です、ラキシス姉さん！」

「どして？」

「だって、それは、このシステムの崩壊に繋つながります。クロトお姉さまが協力してくれるはずがありません」

「だから、彼の力を使うんじゃない。アトロ、あんたの力を受け継いでいるイチゴくんの力を」

「未来の選択を無理やりに行うってことですか？」

「そうよ。だって、それ以外に方法はないでしょ？」

「ラキシス姉さんはクロトお姉さまを……このシステムを裏切るってことですか？」

「ええ、そうなるわね」

　緊張感のある空気の中、視線をぶつけあうアトロポスとラキシス。

「え、ええと、何の話をしているのか俺おれにも説明してもらえると助かるんですけど」

　さっきから困惑しっぱなしの一護がようやく口を挟めた。

「んとね、説明をするのはちょっと難しいっていうか、めんどくさいって言うか。あー、アトロ、パス」

　ラキシスが髪の毛を弄いじりながらアトロポスに話を振る。

　アトロポスは軽くため息をついてから、話を続けた。

「高こう速そく剣けんの真名の解放──これは相手を斬きりつけるという原因と、相手を切り倒したという結果を逆転させる、因果関係すらも超越する最速の剣技、と一護さんは捉とらえていると思いますが、正確には少し違うんです」

「え？　そうなんですか？」

「はい。正確には未来に広がる無限の可能性世界の中から、自分が望む未来を因果関係をすべて無視して選び取る。それが高速剣が実際に起こしている現象です」

「え、ええと、すみません。よくわからないんですけど……」

「つまりですね、剣を持って斬きりあえば、どれほどの実力差があったとしても片方が百パーセントの確率で勝利するということはありません。百億回戦えば、どんなに弱い相手でも一回くらいは勝てる可能性がある。この例でいえば九十九億九千九百九十九万九千九百九十九の敗北の未来と一の勝利の未来、合わせて百億の未来──可能性世界があって、その内のひとつを高こう速そく剣けんで選び取った、ということになります」

　アトロポスがピンと人差し指を立てて説明する。

「ごめん、やっぱりよくわかんないんだけど、つまり高速剣は敵を斬るためのスキルでは無いということ？」

「はい、その通りです」

「これはね、私とアトロポス、そして姉であるクロートー、モイライとよばれる私達運命の三女神の役割と力が密接に関係してくるんだけど」

　ラキシスが話を引き継いだ。

「私達の役割は人間の運命を司つかさどること。人間の運命は糸という形で表されるわ。クロト姉さんが無限の可能性を秘めた糸を紡ぎ、私がそれを人に割り当て、そしてアトロが断ち切る。それが私たちの基本的な役割ね。他にも色々とやってはいるんだけど」

「そして、高速剣は私の力です。運命という拘束の糸を断ち切る剣。糸を切り寿命の長さを決めるのが私の一番の役割ですが、それ以外に無限に存在する運命の糸の中から不要な糸を断ち切るという使い方もできます」

「じゃあ、俺おれは無意識の内に高速剣で自分が望む意外の運命の糸をすべて断ち切っていたってことになるのか？」

「その通りです」

　──なるほど。

　まだすべてに納得がいったわけではない。というか、完全に理解するのは不可能だろう。

　けど、何となく構造が見えてきた。

「だから、目の前の相手を斬り倒すだけがこのスキルの力では無いというわけです。たとえば、目の前の相手ではなく、地球の裏側にいる相手を一瞬にして攻撃することだって可能性で言えば可能なのです」

「でも、さすがにそれは物理的に不可能じゃないですか？」

　さっきの、剣を持って直接戦えば実力差があっても勝てる可能性がある、というのは理解できる。

　けど、一瞬にして地球の裏側の相手を倒すというのはどうやっても不可能なことだ。

「はい。それが人間の限界なのです」

　アトロポスがこくり、と頷うなずいた。

「高速剣は神の力。なので、一瞬で地球の裏側に移動して相手を倒し、一瞬で戻ってくる。そんな可能性も存在することになります。けど、使い手が人間であれば、そこには人間の常識が介在します。だから、一いち護ごさんの使う高こう速そく剣けんでは自分の手が届く範囲の、せいぜい一秒先に起こりうる可能性が存在する世界しか選び取れません」

「ああ、なるほど」

　可能性はあくまで無限大に広がる。けど、使い手によって可能性の数は限られてしまうというわけか。

「まあ、今の私では地球の裏側に行って、みたいな大きな力は使えませんけどね」

「え？　どうして？」

「神様の力っていうのは基本的には信仰の力なんです。心からの信仰が大きく失われている今、私たちにはそれほど大きな奇跡を起こすことは出来ません。無理してそんな奇跡を起こそうとすれば、運命という巨大なエネルギーに飲み込まれて、塵ちりのように存在が消し飛んでしまうでしょう。神族である私でさえも、です。私はこのアイデアには反対です。一護さんの危険が大きすぎます」

　アトロポスがラキシスを見ながらそう言う。

「だから私とアトロが協力するんじゃない。そしてクロト姉さんの力を利用する。そうすれば可能性はあるわ」

「え、ええと──」

　一護が再度質問しようとするのをラキシスが視線で制する。

「イチゴくんが望む未来。それは葉は桜ざくらちゃんが生き返って、妹ちゃんの病気が治って、ついでにキミの失われた感覚が戻ってくる、そんな世界だよね？」

「はい」

「でも、そんな世界は、今この現在から繋つながっている未来の中には存在しない世界なの。奇跡でも起きない限り存在しない未来。けど、想像はできた。その未来をたぐり寄せる手段は思いつかないけど、想像だけはできた。この時点で、その可能性世界──その未来へと繋がる糸は紡がれたことになるのよ」

「だから、高速剣の力を使って、他の可能性世界の糸をすべて断ち切り、その未来へと繋がる糸を選びとる。それが俺おれに残されたとっておきの裏ワザってわけですね？」

「うん、正解」

　ラキシスがにっこり笑顔で頷うなずく。

「けど、俺が人間である以上、そんな可能性を引き寄せることは出来ない。その糸を見つけることすら出来ない。無理やりやろうとすれば木こっ端ぱ微み塵じんにされてしまう。そういうことですね？」

「そうです」

　今度はアトロポスが頷く。

「そしてアトロさんとラキシスさん、クロートーさんの力を使えば、どうにか出来るかもしれない」

「それでも可能性で言えばかなり低い上に、相当なリスクはあるけど」

　その言葉に一いち護ごの胸は熱くなった。

　気持ちを奮い立たせてここまできた。葉は桜ざくらの為ために絶対に塔を攻略してみせると意気込んできた。

　しかし、具体的なアイデアが無かったのも事実だ。

　けど、ここでこうして具体的な可能性が見えてきた。それがどれだけのリスクがある方法だろうとも、可能性が見えたのだ。

「それで、具体的にどうすればいいのですか？」

「具体的な話をする前に確認しておくけど、命を賭かける覚悟はできているの？」

「当然です」

　迷うこと無く一護は頷うなずく。

「で、アトロは手伝ってくれる？」

　今度は、アトロポスにラキシスが視線を向ける。

「どうせ……」

　アトロポスは拗すねたように唇を尖とがらせてから、

「どうせ手伝わないって言ったとこで一護さんは諦あきらめてくれないんですから。だったら、私が最後まで面倒を見ますよ」

　ちょっと恨めしそうにそう言った。

「……まったく、一体誰に似たんだか」

「……正義感が強くて頑固なところはそっくりだと思うけど？」

　アトロポスとラキシスが小声で何かを話ながら、チラチラと一護を見る。

「ええと、何の話です？」

「ううん、こっちの話。で、イチゴくんとアトロの覚悟も聞けたから、具体的な話に進みましょうか」

「はい！」

「まず、イチゴくんは無限とも言える未来の中から、とても可能性の低い未来を選び取らないといけない。けどそれは、目の前の敵を斬きって倒すみたいなわかりやすい、つまり掴つかみ取りやすい未来ではない。なので、ただ闇やみ雲くもに高こう速そく剣けんを振るったところで、その未来を選びとることは絶対に出来ない。人間ではその過程を想像することすら出来ないような未来だからね。だから、イチゴくんはまず、その未来を見つけるところから始めないといけない」

「はい。でも、見つけるってどうやって？」

「通常、人間の目には運命の糸は見えないわ。だから、誰にでも運命の糸が見える場所へと移動する」

「もしかしてクロートーさんのところですか？」

「正解。糸の紡ぎ手であるクロト姉さんのところにはすべての可能性世界の糸が存在している。その数はまさに無限。無限だからこそ、たった一本だけ、イチゴくんの望む未来へと繋つながる糸も存在している」

「だけど、一いち護ごさんではその無限の中から一本を見つけ出すことは不可能です」

「だから、この私がその一本を見つけて目印をつけてあげる。運命を選より分わけるのが私の役目だからね」

「そして俺おれは他の可能性世界の糸をすべて断ち切り、その一本の糸を手に入れる、ってこと？」

「そうです。けど、それをクロトお姉さまが黙ってみているはずがありません」

「明らかにルール違反の行為だから、間違いなく攻撃されるわ」

「クロートーさんは強いんですか？」

「もちろん。なんせこの塔の主あるじでラスボスだもん。反則レベルで強いわよ」

　ラキシスが肩を竦すくめながらそう言う。

「けど、やるしかない。私とアトロでクロト姉さんの攻撃から可能な限りキミを守ってあげる。キミはひたすら高こう速そく剣けんを使って運命を切り開くことに集中して」

「こう見えて、私も結構強いですしねー。一護さんと一緒に戦えるのはちょっとワクワクします」

　ここまできて吹っ切れたのか、アトロポスがようやく笑顔を見せる。

「ありがとうございます、ラキシスさん、アトロさん。けど、どうしてそこまでしてくれるんですか？」

　こんなの、特別扱い中の特別扱いだ。ふたりがここまで協力してくれる理由がわからなかった。

「まあ、葉は桜ざくらちゃんは私のお気に入りだったからね。あの子を助けてあげたいって気持ちは私にもあるのさ」

　ちょっとだけラキシスが寂しそうな表情を浮かべる。

「それに、クロト姉さんの創ったこのシステムもそろそろ限界かなって気はずっとしていたのよね。クロト姉さんの大義には賛成だけど、その為ために誰かを犠ぎ牲せいにするやり方はちょっとって」

「大義？　犠牲？」

「ううん、こっちの話。神様の世界にも色々とあるわけよ。で、色々あった結果、ここらで一度責任を取っておかないとって思ったのさ。特に今回は最初の段階でキミたちにとても大きな迷惑をかけちゃったから」

「俺おれたちにとても大きな迷惑？　どういうことです？」

　ラキシス達に迷惑をかけられたことなんて無かったよな、と一いち護ごは首を捻ひねる。

「それも、まあ、こっちの話よ。あとは、立場上素直になれない妹の背中を押してあげたかったし」

　ラキシスがアトロポスの顔をじっと見つめる。

「多分、誰よりもイチゴくんとイチエちゃんのことを心配して、たとえ嫌われ役になったとしても厳しいことを言って守ろうとして、そのくせ自分はひとりで何とか出来ないかとずっと悩んでいるような健気けなげな妹のね」

「……ラキシス姉さん」

「アトロ、救えるものを救いましょ。貴方あなたにとって、とても大切な、何があっても絶対に守りたい存在なんでしょ？」

　ラキシスの問いかけにアトロポスはこくりと頷うなずいた。

「その結果、失われるモノも覚悟はしてるんでしょ？」

「うん。そもそも始まりからしてイレギュラーな関係だったわけだし、ここまで成長を見届けられただけでも満足」

「なら、私は全力で貴方の背中を押すわ。責任もすべて私が持つ」

　神妙な表情で交わされるふたりのこの会話にどんな意味があるのか、そのすべては一護にはわからない。

　けど、何かとても大切な、そして重大な決意がその裏にあったのを感じることは出来た。

　そして強い愛情も。

「アトロさんは、なんで俺に対してそこまでしてくれるんですか？」

　思い返してみれば、最初からずっとそうだった。

　ずっとアドバイスしてくれて、心配してくれて。

　セト戦の窮きゆう地ちの時も、ルールを犯してまで救い出してくれた。

「一護さんは、私の大切な──だから」

　アトロポスが慈愛に満ちた表情で、小さな声で呟つぶやく。その声は一護の耳までははっきりと届かなかった。

「え？」

「──一護さんは、私の大切な眷けん属ぞくだからですよ！」

　今度は少しイタズラっぽい顔でそう言った。

「ってことで、そろそろ行きますか！」

　この話はこれで終わりとばかりに、アトロポスがむんっ、と気合いを入れる。

「そうね。あんまりのんびりしている時間もないし」

　ラキシスが頷うなずく。

「あ、でも、行くって言っても、塔の攻略はまだ四十階までしか進んでいませんよ？」

「そんなの私のシステム権限で最上階までひとっ飛びよ」

「あ、ああ、なるほど」

　塔の攻略を進めている塔覇士ハンターたちに申し訳ないなという気持ちもありながら、今はそんなことを言ってる余裕はない。

「それじゃあ、お願いしま──」

「──待って！」

　一いち護ごたちが出発しようとしたその瞬間、バタンと勢い良くドアが開かれ、女の子が駆け込んできた。

　息を切らせ、滲にじみ出した汗で髪が頬ほおに張り付いている。

「私も連れてってください！」

「あ、淡あわ雪ゆき！」

　駆け込んできた少女は淡雪だった。

　その顔色はいつもよりも白い。身体からだが震えているのは息が切れているからだけが理由ではないだろう。

「淡雪、どうしてここに？」

「一いち衣えちゃんから連絡を貰もらって」

　そして、淡雪はぴんと背筋を伸ばした。

「私も一護くんと一緒に戦わせてください。あまり出来る事はないかもしれないけど、少しでも力になりたいから。祇ぎ王おう寺じ先せん輩ぱいの為ために出来る事をしたいから」

「大丈夫、なのか？」

　アトロポスは淡雪はもう二度と塔に入れないほどの精神的ショックを受けていたと言っていた。

　実際、学校にも来れず、一護からの電話に出ることも出来ないほどに弱っていた。

　顔色の悪さも、身体の震えも、それが原因だろう。だけど、

「うん、大丈夫。今度は逃げたりしない。あんな後悔はもう二度としたくない」

　そう言う淡雪の赤い瞳ひとみには強い決意の色が浮かんでいる。

「そっか。よし、じゃあ一緒に行こう。そして、絶対にもう一度先輩と会おう！」

「うん！」








　　　　◇◇◇









「……ここが塔の最上階？」

　一いち護ごたちがラキシスに連れられて降り立ったのは緑の生い茂る、どこまでも続く平原だった。

　その広さは地平線が霞かすんで見えるほどだ。

「そうよ。ここが東京聖塔トウキヨウジグラート最上階──名付けるなら『世界樹』かしらね」

　ラキシスがそう言って、エリアの中央に立つ巨大な樹きを見上げる。

　その樹は、幹みきの太さが直径五メートルはあるだろうか。高さは正直どのくらいなのかわからないが、少なくとも百メートルは超えていると思われる。

　広げた枝の数は数え切れないほどで、さらにその一つ一つの枝から百以上の細い枝が分かれていた。

　世界樹──確かにその名を冠するにふさわしい、とてつもなく巨大な樹だった。

「そして、あの樹自体がクロトお姉さまです」

「え？　あれが？」

「はい。幹のあそこの部分を見て下さい」

　アトロポスが指さした先を視線で追う。

　そこには女性の上半身が幹から生えるようにして存在していた。

　金色の髪が放射状に広がり、エメラルド色の瞳ひとみがじっと一護たちを見つめている。

　その顔立ちは非常に美しかった。ただ、そこに表情は何も浮かんでいない。

　三姉妹だけあって、アトロポスやラキシスと顔立ちは似ていた。

　けど、受ける印象はまるで違っていた。

　活発で楽天的な印象のあるラキシス、真面目まじめで世話好きそうな雰ふん囲い気きのアトロポス。

　に対して、クロートーから受ける印象は神々しさだ。

　人間っぽさが、感情がまるで見えないのだ。だからこそ、底知れぬ力を見るものに与える。

「なるほど。確かに、あれは神様ですね」

　ごくり、と一護は生なま唾つばを飲み込んだ。

「ビビっちゃった？」

「いえ、大丈夫です。願いを叶かなえる為ためにも、ビビってるわけにはいきませんから」

　ラキシスにからかうように訊きかれ、一護は気合いを入れ直す。

「うんうん、その意気。ここでクロト姉さんに飲まれてるようじゃ、絶対に作戦は成功しないからね。じゃあ、最後の作戦会議をはじめるわよ」

「はい、お願いします」

「まず、あの一本一本の枝からさらに分かれている無数の細い枝──あれがすべてイチゴくんの運命の糸──つまり可能性世界そのものだと思ってちょうだい」

「あ、あれ全部がですか？」

「うん。なんせ未来の可能性の数だもの。その数は無限。そして、あの無限の未来の中から私がイチゴくんが望む未来を見つけて印をつけてあげる。金色に輝く糸、それがイチゴくんが望む理想の未来だから」

「俺おれはそれ以外の糸をすべて断ち切る、と」

「はい。ただ、物理的にすべての糸を断ち切る必要はないです。まずはラキシス姉さんが印を付けた金色に輝く糸を見つけてください。そして強く願って下さい。理想の結果を、その未来を手に入れたいと強く願い剣を振るって下さい。そうすれば自然と他の可能性世界へと繋つながる糸は消滅していきます」

「ああ、なるほど。人間の力では到底辿たどりつけない未来へと繋がる糸は、人間である俺では見つけること、つまり想像することすら出来ない。けど、ラキシスさんが目印を付けてくれることによって俺にもその糸を──未来を見つけることが出来るようになる。そして、一度見つけてしまえば、人間である俺でもその未来を具体的に想像することが出来るようになる。その未来が本当の意味で実現できる未来へとなる。だからその未来へ向けての想おもいを、意思を強く持てば持つほど、俺の未来はその未来に近づいていき、逆に他の未来へと繋がる糸は消滅していく。そういう事？」

「はい、その通りです」

　こくりとアトロポスが頷うなずく。

「だけど、クロトお姉さまも黙ってみていてはくれません。一いち護ごさんに対して激しい攻撃をしてきます。それは糸を、つまり一護さんが望まない未来をぶつけ、その未来を現実のものへとしてしまう、非常に危険な攻撃です」

「なるほど、そういうことか」

　あの糸の一本一本にはそれぞれ異なる未来が内包されている。そこには一護がクロートーに破れ、消滅してしまうような未来も数多く存在しているだろう。

　その未来をぶつけられた瞬間、その未来が現実となり一護は消滅してしまう。

　それは物理攻撃では無く、どちらかと言えば呪のろいだろう。

　攻撃の威い力りよくとか、当たった場所とかは関係なく、単に触れるだけでアウトなのだ。

　即死の未来を確定させる呪い。

「私とアトロ、そして淡あわ雪ゆきちゃんの三人でイチゴくんを守る。糸の動き自体はそれほど激しいものでも無いから、ほとんど防げると思うけど、いくつかはイチゴくんの所まで届いてしまう可能性はある。それは自分で何とかしてね」

「はい、わかりました！」

「と、最後にもうひとつ。とても大切なことを話しておかないといけないんだけど──今回の作戦が成功すれば、今のこの世界から本来であれば繋つながらない、奇跡的な未来へと世界が強制的に書き換えられることになるわ。私たちがやろうとしていることはそういう事なの。で、新しい未来へと繋がった場合、世界の調整が行われる」

「世界の調整？」

　初めて聞く言葉に淡あわ雪ゆきが問い返す。

「ええ。その世界に矛む盾じゆんが生じないように、必要最低限のレベルで過去が書き換えられるの。そうしないと世界そのものが安定しないから。そして、今、イチゴくんが改変したいと思っている事象はすべて、とある一つのモノが要因になっているの。逆に言えば、そのひとつのモノが存在しなければイチゴくんの望む世界へとなる」

「ひとつのモノって何ですか？」

「ここ、東京聖塔トウキヨウジグラートよ。この塔がなければ葉は桜ざくらちゃんは命を失うことは無かったし、イチゴくんが無む茶ちやをして感覚を無くすこともなかった。イチエちゃんの病気もね。だから、イチゴくんが望む未来を無事に手に入れた時、この塔にまつわる情報、記憶はすべて消し去られる。最初から東京聖塔なんてなかったかのように」

「つまり、一いち護ごさんの中の塔に関する記憶もすべて消去されます」

　アトロポスがラキシスの後を引き継いでそう言った。

「この数カ月間の、塔にまつわるすべての記憶も一護さんの中からも消えてしまいます。葉桜さんとの出会い、冒険、淡雪さんとの時間も、そのすべてが無かったことになります。皆さんは多分、知り合いじゃなくなり、葉桜さんを助けたとしても、そのこと自体を覚えていない。だから、命を失ったこの世界の葉桜さんと再会するなんてことは起こりません。ただ一護さんとは何の関かかわりあいもない葉桜さんが生きている世界、そんな世界になってしまいますけど、それでもいいですか？」

　本音を言えば、やっぱり少しだけ残念な気持ちはある。

　この数カ月間は、一護にとってとても大切な時間だったのだから。

　本当に夢のような、失いたくないって心から思える奇跡的な時間だったから。

　けど、それでも葉桜が死んでしまったこの世界よりはよっぽど良い。

　他人同士の、一生関わりあいのないそんな世界でも、葉桜が生きていてくれるだけで素晴らしい世界だ。だから、

「もちろんです」

　一護は力強く答えた。

　淡雪もこくりと頷うなずく。

「うん。それじゃあ、作戦開始といきましょう！」




　──そして、最後の戦いが幕を開けた。

　すぐにでも真名を解放できるようにすべての鎧よろいを解除パージした状態でクロートーへと接近する。

　クロートーの大きく広げられた無数の枝、そしてその先に伸びる未来を内包した糸が四方八方から一いち護ごめがけて襲いかかってきた。

　その一本一本を、

「はぁっ！」

「これでどうですっ！」

　アトロポスと淡あわ雪ゆきが撃退していく。

　クロートーの攻撃自体は単調だ。ただ、その物量はものすごいものがあった。

　なんせすべての可能性未来を相手にしているのだから。

　ひとつの糸を退けたとしても、そこから派生する未来はまた無限に広がっていく。

　つまり、どれだけ糸を切り裂こうとも、それが尽きることはない。

　対して、一度でもその糸に一護が触れてしまえばダメージ値など関係なく一護は消滅してしまうだろう。

　とてつもない緊張感が一護たちを襲っていた。

「ラキシスさん、まだですかっ!?」

「もうちょっと待って！　さすがにこの数の中から探し出すのは簡単じゃないから！」

　叫ぶようにして言うラキシスの表情に余裕はない。額にはびっしりと汗をかいていた。

　さっきから息をつく暇もなく、糸を退ける為ために剣を振り続けているアトロポスと淡雪も流れる汗の量では負けていない。

　息もかなりあがってきていた。このままでは間違いなく先に倒れるのはクロートーではなく淡雪たちだ。

「ここは一いつ旦たん退いた方が──」

「ぜんぜん大丈夫」「一護さんは私たちを信じていてください」

　一護の提案を、淡雪とアトロポスは即座に一いつ蹴しゆうする。

「余計な心配はしないで、一護くんも自分の仕事に集中して」

「そういう事です。私達はまだまだ平気ですから！」

　──そして、一時間後だろうか？　それとも十分後？　実際には一分ほどしか経たっていないのかもしれない。

　極度の緊張感と、止めどなく繰り返されるクロートーの攻撃でメチャクチャになった体感時間から、とてつもなく長く感じた時間が過ぎた後、

「見つけた！　イチゴくん、あれがイチゴくんの目指す未来よ！」

　ラキシスが叫んだ。そして指差す。

　そこに、一本だけ黄金色に輝く糸があった。

　──あれが、あれが俺おれの望む、先せん輩ぱいが生きている未来なのか！

　黄金の糸は、すぐにそれを隠そうとする他の無限の糸に覆われてしまう。けど、一度しっかりとこの目に焼き付けた。

　その未来を、確信することができた。

　だから、繋つなぐことが出来る。この場所から、あの未来へと。

　先輩の下へと！

「我が剣は最速なり！　因果すらも超越する、三世最速の剣なり！」

　高こう速そく剣けんの真名を解放するための暗号コードを唱え、鎖を断ち切るように、刀を振るう。

　刀から巻き起こる突風に、無数の糸が弾はじけ飛んだ。

　皇剣、一いち期ご一ひと振ふり。

　本来はアトロポスの持つ、人の一生──一期の長さを切り出すための一振り。

　だからこそ、クロートーの糸に対しては絶対的な威い力りよくを発揮する。

　不必要な未来を、否定するだけで消滅させていく。

「一いち護ごさん、その調子です！」

「頑がん張ばって、一護くん！」

「強く、強く想おもうのよ。イチゴくんの望む未来を。たったひとつの理想の世界を！」

　──先輩！　先輩！　先輩！

　ずっと憧あこがれていた。塔の中での出会いはある意味最悪だったかもしれない。けど、だからこそ親しくなれた。

　一緒にアスラと戦って、普段は見せない心の弱い部分も見せてくれて、それから更に仲は深まって。

　意外とお茶目だったり、感情表現が豊かだったりと今まで知らなかった顔もどんどん知ることが出来て。

　そして好きと言ってくれて、最後は自分の身代わりになるようにその生命を賭かけてくれた。

　とても大切で、大好きで、二度と失いたくない。

　たとえ他人になったとしても、今後一生話すことさえないとしても、生きていて欲しい。

　幸せでいて欲しい。

　俺は、その世界を望む！

「因果を断ち切りし絶対不可避のこの一いつ閃せん、受けてみろクロートー！」

　一護が刀を振るう。剣けん戟げきは光の刃となって糸を断ち切る！

　一、十、百、千、万、十万、百万、千万、一億、十億、百億、千億、一兆、十兆、百兆、千兆、一京─────────！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　すべてを、不要な未来のすべてをなぎ払う。

　たったひとつの、理想的な未来を願って、望んで、信じて、そして──、

「これで最後だ─────────────！！！！！！！！！！！！！！！！」

　最後に残った、たった一本の黄金色の糸。

　その糸に一いち護ごが触れた瞬間、春を感じさせる桜色の風が吹いて、




　──世界は純白に染まった。







エピローグ　─開かれた扉─




「おっはよー、お兄ちゃん！」

　やたらとハイテンションな声と、ボフンッ、というお腹なかへの衝撃で一護は目を覚ました。

　瞼まぶたをあけると、そこには中学校の制服を着込んだ一いち衣えが満面の笑みを浮かべながら一護の顔を覗のぞきこんでいる。

　一衣の身体からだはベッドの上、というより一護の身体の上だ。お腹の辺りにまたがるようにして乗っかっていた。

　さっきのボフンッ、という衝撃は一衣が飛び乗った衝撃だったわけだ。

「おはよう、一衣」

「うん、おはよ、お兄ちゃん」

「で、一衣にひとつ質問があるんだけど」

「ん？　なになに？」

「ええと、一衣は何をしてるんだ？」

「何って見ての通りだよ？」

「見てわからないから聞いてるんだよ」

「えー。そんなのお兄ちゃんを起こしにきたに決まってるでしょー。っていうか、毎日こうやって起こしてるじゃない。お兄ちゃん、寝ぼけてる？」

　一いち衣えが首を傾かしげる。

　言われてみれば、確かにそうだった。

　こうやって毎朝一衣に起こされて、一緒に朝ごはんを食べて、そして途中まで一緒に登校する。

　そんな毎日をずっと送ってきた。はずなんだけど、なんでだろう？

　急に目頭が熱くなって、勝手に涙が溢あふれだしてきた。

「わわ、お、お兄ちゃん、どうしたの!?」

　急に泣きだした一いち護ごを見て、一衣が盛大に取り乱した。

「よかった。本当によかった……」

　一護の目から溢れ出る涙の量はどんどん増えていく。

　そして、一護は大切なものを愛いつくしむように一衣の太ももを撫なでた。

「って、お兄ちゃんが『よかった、よかった』と意味不明なことを呟つぶやきながら号泣して私の太ももを撫でてるー。私は一体どんなリアクションを取るのが正解なんでしょうか！」













　一いち衣えはさらに盛大に取り乱した。

「ってか、なんで号泣してるんですかー！　なんで私の太ももを撫なでてるのですかー」

「いや、一衣の身体からだが、足がちゃんと動くんだなって。もう大丈夫なんだなって思ったら安心して涙が出てきたんだよ」

　一いち護ごの涙は止まらずに、一衣の太ももを擦さする手の動きも止まらなかった。

「う、うわーい。お兄ちゃんがまるで意味のわからないことを言ってるよー！　っていうか、大丈夫かどうか心配なのはお兄ちゃんの頭の方だよー。安心したいのは私の方だよー。っていうか、色んな意味で涙が出そうだよー」

　まったくの正論だった。

　これが逆の立場だったら一護もまったく同じリアクションを取ったであろう。

　──っていうか、なんで泣いてるんだ、俺おれ？

　自分でもよくわからない感情に一護も首をひねる。そして気持ちを落ち着かせるために深呼吸を数回繰り返した。

「ごめん、もう落ち着いたよ」

「本当に？　頭大丈夫？」

「実の兄に向かって頭大丈夫？　は酷ひどくないか？」

「じゃあ、実の妹の太ももを号泣しながら撫で続ける兄にかける正しい言葉を教えてください」

「うっ」

　ここは完全に一衣に分があった。

「っていうか、本当にどうしたの？」

「多分だけど……」

　中身をまるで覚えていないので、多分としか言いようが無いのだけど、

「夢を見てた──んだと思うんだ」

「夢？」

「うん。なんかすごく辛つらい夢で──って言っても内容はまったく覚えてないんだけどさ。けど、夢の中の一衣はきっと何かの病気にかかってて」

「ベッドで寝たきりだったとか？」

「そんな感じだと思う。で、それを心配する気持ちだけが凄すごい残ってて」

「思わず私の太ももを擦っちゃったと？」

「うん」

「ものすごく強引な理由付けだね」

「自分でもそう思う」

「けど、そっかー。そんなに私のことが心配だったんだ。病気してた私が夢だったってわかって安心して号泣しちゃうくらいに」

　そう言う一いち衣えはすごく嬉うれしそうだった。

「んもー、相変わらずシスコンだなー。このお兄ちゃんは」

　一衣はさらに嬉しそうに言いながら、満面の笑顔で一いち護ごの胸の辺りを人差し指でグリグリした後、

「お兄ちゃん、いいよ？」

　そう言って目を閉じた。

　いつもどおり、アホなリアクションだった。

　やっぱり「頭大丈夫？」と言いたいのは自分の方だ、と一護は思いながら、

「んじゃ、遠えん慮りよなく。朝からなにバカなこと言ってるんだ」

　ペチン、と一衣の額が奏でる乾いた音と、

「アイタッ！」

　一衣の声が部屋の中に響いたのだった。








　　　　◇◇◇









「おーっす、一護！」

　一護が朝の通学路を歩いていると、その背中に声をかけられた。

　振り返って確認するまでもなく、親友の大だい悟ごだ。

「おっす大悟。今日も朝からテンション高いな」

「おう。なんせ今日は一限目から体育だからな。しかも、この時間の体育は葉は桜ざくら先せん輩ぱいのクラスとかぶってるからなあ。いやが上にも気合いが入るってもんよ！」

「ああ、そういえばそうだったっけ」

　律りつ教きよう学がく園えんのグラウンドは都内の高校にしてみればかなり広い方である。

　そのため、時間割的に体育の時間が他のクラスとかぶって、グラウンドを半分ずつ使うってことも珍しいことでは無いのだ。

「この時間だけは合法的に葉桜先輩の体操着姿を凝ぎよう視しできるし、体育で活躍しちゃえばもしかしたら葉桜先輩が俺おれに惚ほれてくれるって可能性もゼロじゃないだろ？」

「いや、ゼロだと思うけど」

「なんでだよ！」

「だって葉桜先輩、俺らのことなんてまったく見てないと思うぞ」

　なんせ真面目まじめなことで有名な生徒会長だ。授業中によそ見をして後こう輩はいたちの姿を見てるとは思えない。

「そうかもしれないけど、でも、もしもってことがあるだろ？　ほら、過去に偉人は言った。諦あきらめたらそこで試合終了だと」

「まあ、それもそうだよな」

　さっきは可能性ゼロって言ったけど、どんなことでも可能性がゼロってことは無いと一いち護ごは思っている。

　どんなに不可能なことだって、それを信じて行動すれば奇跡が起きるかもしれない。

　逆に言えば、信じて行動しなければ決して奇跡は起きたりしない。

　──ドクン、と心臓が跳ねた。

　なぜだかわからないけど、急に鼓こ動どうが速くなって、頭がくらくらする。

　と同時に、目頭が熱くなるのを感じていた。

（まただ）

　なんだろう、この感覚は。突如として感情が高ぶってしまう。

　違和感とか焦しよう燥そう感かんとか、喪そう失しつ感かんとか安心感、なんだかわからないけど様々な感情がごちゃ混ぜになって、涙が溢あふれてしまう。

「おお、噂うわさをすれば影ってやつだ。ほら、葉は桜ざくら先せん輩ぱいだぜ！」

　大だい悟ごが前方を指さす。そこには葉桜の後ろ姿があった。

　きちんとアイロンのかかった制服。

　しゃんと伸ばした背筋。

　毛先まで手入れの行き届いた艶つややかな黒髪。

「やっぱ美人だよな、葉桜先輩──って、お、おいっ！　なんで泣いてるんだよ、お前は!?」

　大悟がいきなり泣きだした一護を見て、驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

「先輩の姿を……また……見ることが出来たから」

　一護は嗚お咽えつ混じりに答えた。

「い、いやいやいやいや、感動しすぎだろ！　そ、そりゃあ、朝から葉桜先輩の姿を見れて嬉うれしいのは俺おれも一緒だけど、そのリアクションはオカシイだろ!?」

「それは、そうなんだけどさ、なんか、感情が抑えられなくて」

「……一護ってそんなに葉桜先輩のこと、好きだったっけ？」

「今まではそんなに意識したことなかったんだけど、さっき先輩の後ろ姿を見たら急に感情が爆発しちゃって。もう会えないと思ってたから、会えたことが嬉しくて」

「もう会えないって大げさな。そもそも、こんなのこっちから一方的に見かけてるだけで会ったことにカウントされねえし。っていうか、大丈夫か、お前。熱でもあるんじゃないか？」

　大悟が心配そうに一護の額に手を当てる。

「う～ん、熱は無さそうだな」

「大丈夫だよ。いつもどおり健康。熱なんかないって」

「じゃあ、なんでそんなに情緒不安定なんだよ？」

「それが自分でもよくわかんないんだよな。朝起きてから、急に感情が昂たかぶることがあってさ」

　一いち護ごが首を傾かしげる。

「まあ、病気じゃないんだったら別にいいけどさ。けど、朝の公道で急に号泣するのはやめてくれ。っていうか、このシチュエーションは周囲に色々と誤解される」

『お、おい、なんか泣かされてるぜ。もしかして喧けん嘩かか？』

『イジメじゃね？　泣かせた方、なんか柄悪そうだし』

　ヒソヒソを周囲の男子生徒たちの声が聞こえてくる。

『ねえねえ、もしかしてあれ、別れ話とかじゃない？』

『あー、あるかも。なんかお似合いの雰ふん囲い気きあるもんね、あのふたり』

『泣いてる男の子には悪いけど、ちょっとキュンってしちゃうかも。なんかいいよね、男の子に別れ話を切りだされて泣いている男の子』

　女子生徒たちの声も聞こえてくる。

「誤解だけじゃなくて妄想もされているみたいだな」

「だから早く泣き止やんでくれ。変な噂うわさを立てられたくない」

「わかった」

「あと、今後いきなり泣き出すのは絶対に禁止な！　人前では特に！」

「了解」
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「──って、なんでお前は教室に入るなりまた号泣してるんだよっ！」

　一護の視線は教室の後方にある自分の席──のさらに後ろ、最後尾の席に釘くぎ付づけになっていた。

　そこに座る少女。

　キラキラと輝く白金色の髪。純白に近い透き通った肌。真紅の大きな瞳ひとみ。まるでお人形さんのような整った容姿。

　牧まき野のヶが池いけ淡あわ雪ゆき。その姿に一護の目は釘付けになって、そして感情が昂ぶる。

「淡雪が普通に席に座ってるなって」

「悪い、一いち護ご。それで号泣する意味が俺おれには全然わかんないんだけどっ！」

「俺にもわかんないよ！」

「いや、そこで逆ギレされても」

　大だい悟ごが困ったように首をポリポリと掻かく。

「っていうか、本当に今日はどうしたんだ？　マジでオカシイぞ、お前」

「わかんない。けど、なんかすごく嬉うれしいんだよ。あそこに淡あわ雪ゆきが普通に座っていることが」

「泣くくらいにか？」

「ああ、泣くくらいに」

　本当になぜだかわからないけど、それがすごく嬉しかった。

「はあ。まあ、いいけど。で、それはそうと、一護。お前、牧まき野のヶが池いけさんと親しかったっけ？」

「いや、特には。始業式の日に挨あい拶さつして、それ以来、話してないな」

　容姿だけで言えば学校のアイドル的存在である葉は桜ざくらを上回っているとも言える淡雪。

　もちろん、男子生徒たちの間でかなりの注目を集めた女の子だ。

　ただ、その性格にはかなりの難があって、彼女とまともに会話をしたことのある男子は一人たりともいないと言われている。

　もちろん、一護も例に漏れず、だ。

「けどお前、すんげえナチュラルに名前で呼んでるぞ？　牧野ヶ池さんのこと」

「あ、ああ……」

　大悟に指摘されて、一護もその違和感に初めて気づいた。

　昨日までは間違いなく牧野ヶ池さんと呼んでいたはずだ。そもそも、まったくと言っていいほど接点が無かったため、名前を呼ぶ機会すら滅めつ多たになかった。

　けど、今は何な故ぜか淡雪と、ずっとその名前で呼んでいたみたいに自然に口をついて出てきた。

「お前、実はこっそりと牧野ヶ池さんと親しくしてるんじゃないだろうな？　たとえばお昼休みにこっそりと屋上で手作り弁当を食べたり」

「アホか。そんな夢のようなシチュエーション、あるわけないだろ？」

「まあ、それもそうだよな。牧野ヶ池さん、相変わらずいっつもひとりで居るし、手作り弁当って感じでもないしな」

「意外と料理、上う手まいかもしれないぞ。家では結構家庭的、みたいな」

「だったら食べてみたいよなあ。つーか、別に美お味いしくなくても食べてみたいよ、牧野ヶ池さんの料理だったら。どんなにまずくても笑顔で完食できる自信あるぞ、俺」

「その気持ちは俺もよくわかるよ」

　淡あわ雪ゆきは、やっぱりそれだけの魅み力りよくがある女の子だった。

「ま、夢のまた夢だろうけどな。まず、会話をしてもらえるところまでたどり着けるとも思えん」

「だよな」

　大だい悟ごに同意して、そしてお互い自分の席の方へと歩いて行く。

（ま、こうして一番近い席ってだけでも幸運なんだよな。この席を狙ねらっていた男子はたくさん居るだろうし）

　そんなことを考えながら一いち護ごがカバンを机の横に掛けていると、

「おはよう」

　風鈴の音のような涼し気な声。

　まったく予測していなかった声に、一護は一瞬、何が起きたのか理解できず反応できなかった。

「おはよう」

　もう一度、その声が聞こえてくる。

　声の方に視線を移すと、そこにはルビーよりも美しいんじゃないかって思える大きな瞳ひとみがあった。じっと一護のことを見上げている。

　そして、ようやくこの声は淡雪が発したものだと脳が理解した。

「え、あ、お、おはよう」

　一いつ旦たん理解した上で、さらに理解不能になった。

　どうしていきなり朝の挨あい拶さつをしてきたのか？

　どうしてこんな風にじっと見つめられているのか？

「あわゆ──ま、牧まき野のヶが池いけさんが話しかけてくるなんて珍しいね」

「え？」

　一護の言葉に淡雪が少し驚いた表情を浮かべる。それから、

「あ、うん、そうだね。なんでだろ？」

　自分でも不ふ思し議ぎそうに首をひねっていた。

「もしかして嫌だった？」

「ぜ、ぜんぜん嫌じゃないよ。むしろ嬉うれしいし。ただ、ほとんど話したことなかったから不思議で」

「私も不思議。なんか、一護くんを見ていたら挨拶しないとって気持ちになって。今までこんな気持ちになったことなんてなかったのに。ほんと不思議」

　不思議でもなんでも、こうして話すキッカケが出来たことは一護にとって幸運だった。僥ぎよう倖こうと言っても良いかもしれない。

「それじゃあ、これからはもう少し話ししようよ。せっかく席が前後ろなんだし」

「うん、そうね」

　淡あわ雪ゆきは少し考えてからそう答えて、はにかんだように笑った。

　そんな淡雪の顔を見て、なぜだか一いち護ごの涙るい腺せんはまた緩んだのだった。
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　──それから少し時間が流れ、金曜日の夜。

　一護はベッドに寝そべってぼんやりと天井を見上げた。

　この一週間、楽しい時間を送ってきた。

　朝、一いち衣えに起こされて、ドタバタしながら朝食を食べ、途中まで一緒に登校する。

　一衣と別れた後は大だい悟ごと合流し、学校へ。

　そして教室では毎日少しずつではあるけれど、淡雪とも会話するようになった。

　普通に会話をする淡雪の姿を見て、クラスの（主に男子生徒の）中に衝撃が走った。

　そんな周囲のリアクションに一護は少しだけ優越感を抱いたりした。と同時に、あからさまに向けられる嫉しつ妬との視線に軽くビビったりもしたけど。













　そんな感じの学校生活を送り、家に帰ってから一いち衣えと一緒に時間を過ごす。

　一いち護ごの家庭は幼いころに母親を亡くしているため、家事は一護と一衣が持ち回りでしているのだ。

　一緒に晩御飯を作って、食べて、ご飯のあとは紅茶を飲みながらテレビを見る。

　そして十時くらいになったらお風ふ呂ろに入って、こうしてベッドに寝そべって、あとは眠るだけ。

　特別に何かが起きているわけじゃないけど、すごく楽しくて、充実している毎日。

　どこにも不満なんてない。

　──無いはず、なんだけど、

「どうしてなんだろう？」

　一護の胸の中にはなぜか、ずっと喪そう失しつ感かんのようなものが残っていた。

　それが何なのかはわからない。

　なのに、何かとても大切なものを忘れてしまっているような感覚がずっとあった。

　そんなものは無いはずなのだ。

　どれだけ考えても思いつかない。そもそも、何も失っていないのだから考えつくはずもない。

　自分に何度もそう言い聞かせて、そして忘れようとしている。

　けど、やっぱりこの喪失感はいつまで経たっても消えてくれなかった。

　そして、この喪失感のことを強く考えると、決まって目頭が熱くなるのだ。

　涙がこぼれそうになって、胸が張り裂けそうになる。

　叫びたくなる。

「……はぁ」

　無意識の内にため息が漏れていた。

「あー、やめだやめだ。考えるのはこれでやめ」

　無駄なのだ。いくら考えても答えの出ないものなのだから。

　そして考えれば考えるだけ、苦しい気持ちになるのだから。

「もう寝てしまおう」

　楽しいことだけを考えて。

　明日は何をしようか。

　一衣と一緒に買い物に行くのも良いかもしれない。

　大だい悟ごを誘ってカラオケで盛り上がるのも悪くない。

　思い切って淡あわ雪ゆきを遊びに誘ってみるのも有りかもしれない。それをするにはかなりの勇気が必要だけど。

　それか、ひとりで適当にぶらぶらしてみるか。

　うん、それも悪くないな。

　そんな風に計画を立てていく。

　──こんな風に休日を満まん喫きつできるのは本当に久しぶりのことだから。

（え？　久しぶり？）

　一瞬、疑問が浮かんで、でも、それもすぐに霧む散さんする。

　そして、一いち護ごの意識はまどろみの中へと落ちていったのだった。
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　土曜日の朝。

　久しぶりに一いち衣えのボディプレスではなく、目覚ましの音で目を覚ます朝。

　一護はベッドに寝そべったまま、カーテンの開けられた窓の外を見る。

　そこに広がっているのは清すが々すがしい青い空。燦さん々さんと輝く太陽。

　今日もいい天気みたいだ。

「よし、今日は新宿あたりをぶらぶらしてみるか」

　唐突にそんなことを思った。

　なぜわからないけど、新宿に行ってみたくなったのだ。

　となれば、即行動。せっかくの休日、いつまでも家でゴロゴロしているのは勿もつ体たいない。

　一護はパジャマを脱ぎ捨て、洋服に着替えると、家を飛び出した。




　池袋の駅から山手線に乗って四駅先の新宿へ。そこから、ふと思い立って都営大江戸線に乗り換えて都庁前駅へと移動した。

　別に都庁が見たかったわけでも、周辺の高層ビルやホテルに用事があったわけでもない。

　本当にただなんとなく、都庁前駅へとやってきたのだ。

「って、この辺って何があるんだろう？」

　地下鉄の出口から出て、照りつける太陽の日差しに目を細める。

　気温はすでに三十度を超え、汗で張り付くシャツの感触が少し気持ち悪かった。

「新宿ってあんまり来ないからなあ」

　学校も自宅も池袋なので、基本的に買い物も遊びも池袋で済んでしまう。

　わざわざ新宿まで来る必要はまるで無いのだ。

「でも、なんか懐かしい気持ちになるんだよな」

　新宿へ遊びに来るとしても新宿駅で降りて、その周辺で遊ぶ。だから、都庁前駅なんて利用するのは今日が初めてだ。

　なのに、何の迷いもなく、まるで毎日使っているかのように自然と改札をくぐり抜けて外へ出ていた。

　改めて考えてみると、ちょっと不ふ思し議ぎな感覚だ。

「とりあえず、ちょっとぶらぶらしてみるか」

　そして、一いち護ごは特に目的もなく歩いた結果、新宿中央公園へとたどり着いた。

　高層ビル群の中に広がる緑豊かな公園は、さながら大都会のオアシスだ。

　広さはなんと八万八千平方メートルほどもあり、すべり台やブランコを始めとする遊具が設置されたちびっこ広場や、ランニングトラックやバスケットゴールなどが使用できる運動場。

　芝生しばふ広場、水の広場、区民の森の三つからなる自然豊かな広場など、様々な施設が用意されている。

　もちろん、公園内には親子連れやカップルなど、たくさんの人が訪れていた。

　そんな中、一護は芝生広場の中央に立ち、空を見上げていた。

　視線の先には、ただ青い空が広がるのみ。当たり前のことだ。

　けど、一護の心の中には大きな違和感があった。

　何かが足りない。

　それは、この一週間ずっと感じていた違和感。

　平へい穏おんで、平へい坦たんで、平凡で、平和な、そんな素晴らしい日々。

　足りないものなんて何もないはずなのに、ずっと何かが足りないと心に引っかかっていた、そんな違和感が、この場に立つことで非常に大きなものとなった。

「こんな場所、来たことなんてないのに……」

　呟つぶやく声は擦かすれ、居ても立ってもいられないような、悶もん々もんとした感情がこみ上げてくる。

　──ここに、あったんだ。

　そんな心の声が聞こえてくる。

　──ここに、大切なものがあったんだ、と。

「なんなんだよ、大切なものって」

　何かを思い出せそうな気がして、必死にその記憶を捉とらえようとすると、手のひらからこぼれ落ちる水のようにサァっと消え去ってしまう。

「ああ、もう！」

　思い出せそうで思い出せない、モヤモヤした気持ちに一護は思わず苛いらついた声をあげた、その瞬間だった。

　それは、まるで天てん啓けいのように、突如として一護の脳内に閃ひらめいた。




　──服を脱いでみよう。




　それこそ、本当にどうしてそんなことを思ったのか、まるで理解できない。

　服を脱いだ所で何かが起こるわけでもないし──というよりも、確実に不ま味ずいことにしかならない。

　休日の昼間に、こんな所で服を脱ぐなんて、ただの変態だ。

「けど、俺おれは違う」

　根拠の無い自信と、根拠の無い衝動が一いち護ごを突き動かす。

「俺は変態じゃない。これは、俺にとってとても大切な、神聖な行為なんだ」

　シャツに手をかけると、空へと投げ捨てる。

　汗で濡ぬれた一護の上半身が、太陽の光を浴びてキラキラと輝く。他人からは、まるで自分の身体からだが不ふ思し議ぎな力で発光しているように見えるんじゃないか、なんてことを一護は思う。

　そして、真夏の昼間は当然暑い。けど、今日はいくぶん風が吹いており、シャツを脱ぎ捨て、晒さらした肌に当たる風は心地よく、一護には一瞬突風が巻き起こったかのように感じないこともなかった。

　一護の中の根拠の無かった自信が確信に変わる。

　この選択は正解だ。

　不思議だけど、服を脱ぐことによって気分は激しく高揚していた。

　これはきっと、失われてしまった大切な記憶を、この服を脱ぐという行為が刺激しているからに違いない。

　上半身を脱いだだけでもこの爽そう快かい感かんである。これで下半身を脱いだらどうなってしまうのか。

　考えただけで、一護の興こう奮ふんはさらに高まっていく。

　──待ってろよ、消えてしまった俺の記憶！　どうして消えてしまったのか、誰が消したのか、今の時点で俺にはわからない。けど、




「今、俺がすべてを白日の下に晒してやるからなっ！」




　一護は気合いと共にそう叫びながら、ガチャガチャとベルトを外し、ズボンとパンツを颯さつ爽そうと脱ぎ捨てた！

「ってー、なに最低な事を叫びながら、最低すぎる行為をしてるのよー！」

　後頭部に激しい衝撃を受ける。それは物理的なものと、記憶的なものと。

　物理的な衝撃は、誰かに思いっきり後頭部を叩たたかれたものだ。

　そして記憶的な衝撃──服をすべて脱ぎ捨て、後方から掛けられた女の子の声を聞いた瞬間、一いち護ごはすべてのことを思い出していた。

　一護はゆっくりと振り返る。

　そこにはひとりの女の子が立っていた。

　ピンと伸ばした背筋に艶つややかな黒髪。

　アメジストのような瞳ひとみは強い意思の力を感じさせる。

　凛りんとして、かっこよくて、可愛かわいくて、責任感が強くて、それでいて意外とおちゃめな部分とかヤキモチやきな部分とかあったりして、大切な、大好きな人。

「……先せん輩ぱい」

　一護の目から涙が滴り落ちる。

「って、わ、わわ！　な、なんでいきなり号泣しだすのよ！」

「なんでって、こうしてまた先輩に会えたからですよ！」

　そこまで言って、一護は気づく。自分は葉は桜ざくらのことを──塔が存在していた世界での葉桜との記憶を覚えている。

　けど、目の前の葉桜にはそんな記憶があるはずもなく。

「いきなり号泣しながらまた会えたからですよ、とか言っちゃってる俺おれ、まるで変態じゃないですか！」

「いやいやいや、その前にその格好が変態すぎるけど！　通報ものなんだけど！」

　葉桜の的確なツッコミに一護が困った顔をする。

「そ、それはそうなんですけど、これは違うんです！　変態とかそういうのじゃなくて、これは俺にとってどうしても必要な行為だったって言うか！　俺、この格好になったことで本当の自分を知ることができたんです！」

「外で全裸になることで本当の自分を知ることができたって、思いっきり変態に目覚めちゃっただけじゃない！」

「だ、だから違うんですってば！　どう説明すればいいのかな？　つまり、簡単に言いますと俺は記憶喪そう失しつ状態になってまして、というか厳密に言うとこの世界とは異なる平行世界的な場所に元々いまして、そっちの世界では全裸で塔の冒険をしてたんです」

「記憶喪失……平行世界……塔の冒険……しかも全裸で……」

　葉桜が哀れみの視線を一護に向ける。

「ほ、本当なんですよ？　で、ここで全裸になったおかげでその時の記憶が蘇よみがえりまして」

　自分で言ってて、これ以上に頭の悪い説明は無いんじゃないかなと思うくらいに頭の悪い説明だった。

　こんな説明、誰も信じるはずがなかった。

　これはやっぱ通報かな──と一護ががっくりと項うな垂だれると、

「冗談よ冗談」

　葉は桜ざくらの表情がふっと緩んだ。

「あ、もちろんこんなところで全裸になるのは当然変態行為よ。私が冗談って言ったのは──」

　葉桜は刀を構えるような格好をして、

「高こう速そく剣けん！」

　茶目っ気たっぷりにそう言う。

「え？」

　一瞬、一いち護ごには葉桜が何を言っているのかわからなかった。

　だって、葉桜の口からその単語が出てくるなんて想像もしていなかったのだから。

「私もね、ここ最近、ずっとモヤモヤしてたんだ。何かとても大切なものを失ってしまったような、側そばにいて欲しい人がどこにも居ないような、そんな違和感がこの一週間くらいずっと続いてたの。で、今日、朝起きて、何となく散歩にでも出かけてみようかなって思って、気がついたらこの公園に来てた」

　そして、指先で髪の毛を弄いじりながら続ける。

「で、なんとなくこの公園によく来てたような気がするんだよな、とか考えながらぶらぶらしてたら突然、公園の真ん中で服を脱ぎだした変態が現れたってわけ。そして、その姿を見た瞬間に全部思い出しちゃったわけよ。なんて言うか、思い出すキッカケとしては最悪よね」

　葉桜はそう言って笑った。

「じゃ、じゃあ、先せん輩ぱいは、あの先輩なんですか？」

「うん」

「東京聖塔トウキヨウジグラートで剣聖と呼ばれていた、あの先輩なんですか？」

「うん、そうよ。また会えたね、一護くん。で、一護くんには色々と聞きたいことがあるから、とりあえず服をわわわっ！」

　無意識に身体からだが動いていた。葉桜の身体を、一護は思いっきり抱きしめていた。

「い、い、一護くん！　だ、ダメよ、いきなり抱きついたりしちゃ」

「だって、だって先輩が生きてたんですよ！　また会えたんですよ！　嬉うれしくて！」

「うん。私も嬉しいのは一緒だから。だから、取りあえず一いつ旦たん離れて、それで服を着て──」

「嫌です！」

「い、嫌ってなんでよ！」

「だって、また先輩が居なくなっちゃうかもしれないから！」

「居なくなったりしないって。むしろ、このままだと一護くんの方が塀の中へと居なくなっちゃう可能性が高いから！」

「で、でも、あと一分だけ、お願いします！」

　葉は桜ざくらを抱きしめる腕に力を込めて、それは子供が母親にしがみついているようにも見えて、葉桜は諦あきらめたように肩の力を抜いた。

　こんなに必死にそんなことを言われたら、振り解くことなんて出来なかった。

　そもそも、葉桜を抱きしめる一いち護ごの身体からだは小さく震えていて、目からはまた涙が溢あふれだしている。

　そんな一護の反応が嬉うれしいと思ってしまった時点で、どうあがいても葉桜の負けなのだ。

「あー、もう、仕方ないわね。でも、本当に一分だけだからね。今の私って、傍はたから見たら公園のど真ん中で全裸の男の子に泣きながら抱きつかれているという、かなり恥ずかしい上に意味不明な状況なんだから」

「誰も気にしませんよ、きっと」

「さすがにするわよ！　こんな状況を経験する女の子なんて、世界中を探してもきっと私だけよ！」

　葉桜が正論を言って、それから自分も一護の背中に手を回した。

「けどまあ、私もこうして一護くんと抱き合いたいって願望はあるから、この状況が嬉しいって気持ちもあるんだけどね」

　一護の耳元で優しく囁ささやく。

「あ、そうだ。せっかく一分も時間があることだし、一護くんにひとつ訊きいてもいいかしら？」

「なんです？」

「その、答え、出た？　私と牧まき野のヶが池いけさんの告白に対する、一護くんの答え」

　そう訊く葉桜の声には少し緊張が混じっていた。だから、一護はすぐに返事をする。

「はい、その答えはもう出ました」

　真しん摯しな気持ちで、素直な言葉で、葉桜に伝える。

　その言葉を伝えるのに、もう迷いはなかった。

「俺おれは先せん輩ぱいのことが好きです。誰よりも先輩のことが大切です。もう二度と、先輩のことを失いたくないです。これが、俺の出した答えです」

　トクン、と大きく跳ねた心臓は一護のものか、それとも葉桜のものか。

　多分、ふたり同時に重なった鼓こ動どうで、そして少しだけ、ふたりの間に沈黙が流れて、

「ああ、失敗したなー。そんな答えが聞けるんだったら、もうちょっと後にとっておけば良かった、この質問。私は今、世界で一番最悪な状況で告白された女の子になってしまったわ、きっと」

　ちょっとおどけたように葉桜は言った。

「──けど、それでもすごく嬉うれしいんだから、ほんと困ったわ」

　その声は本当に嬉しそうで、弾はずんでいて、

「これからすごく忙しくなりそうね」

　葉は桜ざくらが空を見上げる。一いち護ごも葉桜の視線を追うようにして空を見上げた。

　ふたりの記憶の中でそこにあった巨大な塔はもう無い。だけど、

「恋人になった一護くんと一緒にやりたい事、数えきれないほどにたくさんあるから」

　──ふたりの冒険は、人生の旅路はまだまだ続いていくのだ。





あとがき




『東京聖塔トウキヨウジグラート』３巻をお手にとっていただきありがとうございます。雨あめ野の智ち晴はれです。

　ってことで、気がつけば年も明けてあっという間の２月。ホント時が経たつのは早いですね。今年もたくさんの作品が出せるよう、気合いを入れて頑がん張ばっていきたいと思います！

　さて、そんなこんなで『東京聖塔』ですが、今回で最後となってしまいました。

　まだまだ書きたいエピソードはたくさんあるので、どこかの何かの機会で、また一護くん（変態）や葉桜先せん輩ぱい（変態）を書くことが出来たら嬉しいなと思っております。最後の最後まで全裸になっちゃう主人公とか書いてて楽しいですし（笑）

　ってな感じで今回のあとがきは１ページなので、謝辞に移りたいと思います。

　毎回素敵なイラストを描いてくださった富とみ岡おか二じ郎ろう先生。ラストバトルの一護くんのぷりっとしたお尻が素敵でした！　担当の神かみ長ながさんに編集部の皆様、この本を作るのにご尽力くださった沢山の方々。心から感謝しております。

　そしてこの物語を読んでくださった皆様。楽しんでいただけましたでしょうか？　少しでもキャラに萌えたり、クスっと笑っていただけたなら嬉しく思います。最終巻までお付き合いいただき、本当にありがとうございました！

　ではでは、また次の作品をお会いできることを願いまして。
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